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一章 不意の出会い








　アレクサンドラは物心ついたときから、母と二人でこの小さな部屋に住んでいた。一間に、寝返りを打つ度にぎしぎしとうなるベッドが二つと、二人用のダイニングテーブル、それから揺り椅子を置いたらそれで終わりだ。

「お母さん、今朝の具合はいかが？」

　アレクサンドラは古ぼけた揺り椅子に座っている母を振り返った。

　アレクサンドラは美しい金色の髪と零れそうな大きな、薄い青い瞳が印象的な娘である。すっと通った鼻筋と、常に微笑んでいるかのような柔らかな印象を与える口元。小柄で細身だが、均整の取れた体つきの持ち主だ。そして娘に微笑みかけた母ドロテアも、アレクサンドラと同じ色の髪と瞳を持っている。

「うん、今日はとても体が楽よ」

「それは良かったわ」

　五年前に体の調子を崩してしまったが、アレクサンドラが生まれるまではとある貴族宅で使用人として働いていた名残で今も母の挙措は上品である。

　確かに今日の母の顔色は昨日までと比べてかなりいい。ほっとしたアレクサンドラは無意識に胸元のネックレスを撫でた。

　アレクサンドラは生まれた時から紋章入りのネックレスをつけている。そのネックレスは、かつて母が父からもらったものだ、と聞いた。

『お父さんから？』

『ええ。私にではなく、これは貴女にくださったものなの』

『こんな立派なネックレスを……!?』

　ネックレスは金で仕立て上げられていて、紋章の刻印も細やかで、確かな職人の技を感じさせる代物だ。

『ええ。身分は明かせないけれど、やんごとない家の人だったから』

　その時の母もゆったりと微笑んだ。

　アレクサンドラが大好きな母の優しげな微笑み。父も母のこんな微笑みが好きだったのだろうか。母が全身全霊の愛を注いでアレクサンドラを育ててくれたおかげで、彼女は幸せだった。その母が愛した父に対しても否定的なイメージを抱いたことは一度もない。

『やんごとない、家の人？』

『ええ。私、以前とある貴族の家で働いていたことがあるの。その時に……知り合った方なのよ』

　だが母は、父の素性についてはそれ以上教えてくれることはなかった。その代わり、父の性格や、父との些細な思い出についてはポツポツと話してくれるようになった。母は父との思い出を大事にし、未だに好いているような素振りさえ見せた。また、全く父のことを恨んでいる様子もない。

　あの頃の母はとても溌剌としていたというのに。

（ああ、もう少し元気になってくれたらいいのにな……）

　アレクサンドラの稼ぎでは、まともな医者にみせることもかなわず、母はずっと寝ているだけの状態だ。

「あ、もう時間だから行かなきゃ。それじゃお母さん、暖かくしていてね」

　春先でまだまだ冷え込む日も多い。アレクサンドラの小言に、母が鼻の上の皺を寄せた。

「いってらっしゃい。ほんと、これじゃどちらが親で子供か分からないわね」

　おっとりとそんなことを言う母のことがアレクサンドラは子供の頃から大好きだ。




　アレクサンドラは花売りである。

　以前は母がしていたのだが、体の調子を崩してからアレクサンドラが引き継いだ。

　店を構えているわけではなく、道路の隅で露店を開いている。

　毎朝、荷車をひいて市場に仕入れにいく。昔から花売りをしている母の側をうろちょろしていたこともあって、花の知識は十分ある。それにアレクサンドラは花を買っていく客の笑顔を見るのが好きだった。だから朝早く仕入れに出ることも、重い荷物を運ぶことも、水に長い時間触れているせいで手が荒れてしまうことも気にならない。

「サーシャ、おはよう！」

「スミスのおばさん、おはようございます」

　顔見知りの肉屋の女主人が声をかけてくれた。彼女は母の代からの常連さんでもある。今朝はクロッカスを何輪か欲しいと言う。

　手早く束にして渡すと、笑顔になったスミスのおばさんは花の匂いを吸い込んだ。

「ああ、いい香りだねえ」

「ふふ、良かった」

　アレクサンドラが微笑むと、スミスのおばさんが尋ねてきた。

「ドロテアの具合はどうだい？」

「ようやく春になってきたから少しずつ調子が良くなっています」

「そうかい、それは良かったよ。また今度肉を買いに来てくれたら、サービスするからね！」

「まぁ、ありがとうございます……！」

　スミスのおばさんを皮切りに、途切れることなく客が続いた。常連客もいたし、一見の客もいた。誰が相手であってもアレクサンドラは、その人にとっての最高の花を選んであげたい、と今日も仕事に没頭した。

　午後になり、客足が途絶えた瞬間があった。

（今のうちにお昼ご飯を食べちゃおう）

　決して金銭的には余裕があるわけではないから、硬いパンにハムと野菜を挟んだサンドイッチが一切れだけ、それが今日の昼食だ。

　もちろん母も同じ内容で、病人向きのメニューとはとても言えない。

（夜は煮込み料理にしよう。ああ、もう少しだけでも余裕があったら、お母さんにもっと滋養がつくものを作ってあげられるのに）

　アレクサンドラが密かにため息をついたとき、通りの向こうを一人の男性が横切ったのが目に入る。

「──！」

　彼の姿を目に留め、彼女は思わず息を呑んだ。

　男性としてはあまり大柄な方ではないが、きちんとした身なりをしていることからきっと貴族だろう。背筋をしゃんと伸ばしてきびきびと歩いているその姿に見惚れた。

（どうしてだろう、瞳が逸らせない──）

　そして黒髪のその男性も、どうしてかアレクサンドラを見つめていた。馬車がいないことを見計らって男性は通りを渡って、一直線にアレクサンドラの目の前にやってくる。

　目の前にくれば、嫌でも端正な顔立ちをしているその男性に目を奪われた。短めに整えられた黒髪に、焦げ茶色の涼やかな印象を与える瞳が射抜くように彼女を見つめている。すっと通った鼻筋と意思の強そうな口元がとても精悍な印象を与えるが、まだ若そうにも見えるし、そうでもないようにも思えた。だが間違いなくアレクサンドラよりも年上ではあるだろう。

　まるで二人の間に見えない静電気が走ったかのようだった。けれど緊張感を孕んだ空気をなんとか消そうと、アレクサンドラは口を開く。

「……ッ、いらっしゃいませ」

　男性ははっとしたかのように瞬くと、小さく咳払いをした。

「ああ。こんなところに花屋があるとは思わなかった……いつからここで花屋を？」

　男らしい低めの声が響く。

　アクセントやきちんとした文法から間違いなく貴族、もしくは貴族宅の使用人だろう、とアレクサンドラは思った。

「母が始めたのですが、十年ほど前から。私が引き継いだのは五年前になります」

「そうなのか。普段なかなかここまで足を運ばないのでね」

　ここは確かに貴族たちの生活エリアからは少し離れている。

「毎日店を出しているのか？」

　男性がバケツに入った花を眺めながらそう尋ねた。

「毎日ではありません。ですが、いい花が手に入った平日は必ず開いています」

　彼が納得したかのように頷いた。

「それで何かご入用ですか？」

　尋ねると、男性が答えた。

「女性に贈る花を見繕って欲しい」

　それを聞いたアレクサンドラは、内心少しだけ落胆した。

（きっと恋人か、奥様に贈るお花ね……。当たり前じゃないの、こんな素敵な方にお相手がいらっしゃらないわけはないわ）

　彼女は笑顔を浮かべた。男性が花からアレクサンドラの顔に視線を移すと、少しだけ早口に付け加える。

「正確に言うと、主君が女性に贈る花を探している」

　アレクサンドラは瞬いた。

（……主君！　ではこの方の恋人に贈る花ではないのだわ──って私ったら何を考えているの。これは仕事なのよ。切り替えなきゃ）

「畏まりました」

　平素ではあり得ないくらい浮ついてしまった自身をたしなめながら頷くと、男性が無表情のまま続けた。

「そうだな、愛を伝えるための花がいい。俺は門外漢でどんな花がいいか分からないから何か良さそうなものを見繕ってくれないか」

「もちろんです、承知いたしました」

　アレクサンドラは男性に予算と女性の色の好みを尋ね、それからいくつかの花を選び出した。

「薔薇の花はもちろん人気ですが、すでに贈られていると思うので少し違うお花を用意しますね。花言葉は全部、情熱的な愛を表すものに致します」

「ああ、頼む」

「こちらのアンスリウムは〝恋にもだえる心〟という花言葉なのですが、葉っぱを見てください、ハート型でとっても可愛らしいです。是非花束に加えたいと思うのですが、いかがでしょう？」

「いいと思う」

　男性に花を見せると、彼は機械的に数回頷いた。

　花のことはよく分かっておらず困っている、と言わんばかりの表情だった。

「良かった。では、次はこのイカリソウなんですが──……」

　アレクサンドラはいくつかの花を選んで、彼の了解をとった後、手早く花束にまとめた。この男性が仕えている主君は貴族だろうから、高値に見えるように仕上げる必要があるだろう。最高級の素材はないが、なるべく上品に仕上げることを心がけた。

　とっておきのために用意している絹のリボンをまきつけたその花束を男性にみせると、彼は目を丸くした。

「ありがとう。とても満足だ」

　それはお世辞ではなさそうな響きだった。アレクサンドラは彼の期待に応えられたと内心ほっとする。

「ありがとうございます」

　彼は代金を支払いながら予想外のことを呟いた。

「こんなことを頼むのはおかしいかもしれないが、俺のために何か一輪、見繕ってくれないか？」

　先ほどまで淡々としていた様子だった彼が、どうしてか寄る辺ないような表情を浮かべたように感じられ、アレクサンドラは思わずぱちぱちと大きく瞬きをした。

「お客様に？」

「ああ。せっかくだから」

　そう言われて、アレクサンドラは改めて男性の顔を見つめた。

　端正な顔立ち、間違いなく高貴なひと。

　けれど、どうしてだろう。

（なんとなく、どことなく……寂しそうな……）

　そう思うと、アレクサンドラは迷わなかった。

「では、スズランはいかがでしょう？」

「スズランか？」

　どうやらスズランの名前は知っていたようで、彼が意外だとでも言わんばかりの表情になった。

「はい」

　アレクサンドラはバケツから一輪のスズランを取り出すと、それを差し出しながら彼に告げた。

「〝貴方が幸せになりますように〟」

　男性がぽかんとして彼女を見下ろす。

「俺が……なんだって？」

「〝幸せになりますように〟、です。スズランの花言葉なんですよ」

　きっともう二度と会わないでしょうけど、どうかお幸せに。

　アレクサンドラは心の中で呟く。

　いくら男性が代金を払うと言っても、一輪だけですから、と受け取らなかった。しばらくして諦めた彼が去っていくと、アレクサンドラの心はどうしてか寂しさを感じた。

（私ったら、どうしたのかしら……？）

　けれどもう会うこともないだろう、と胸の中に彼との思い出をしまい込んだ。




　それから時々、通りの向こうを歩く彼の姿を見かけるようになった。彼の姿を見かけた日はアレクサンドラの心は浮き立ち、見かけない日は落胆する。あの日以来会話をすることはなくても、男性の姿は彼女にとっての生活の潤いとなったのである。







二章 偽装婚約と、彼との再会








　そんなある日。

「お前が、アレクサンドラか？」

　そろそろ店じまいをしようかと思ったタイミングで、声をかけられる。振り向くと痩せた、しかし明らかに貴族と分かるジャケットとタイを身につけた痩せた男性が立っていた。口元に笑みを浮かべていても抜かりない表情で、老獪そうな印象を与える金髪碧眼の男だった。

「……、何か？」

　辺りも暗くなってきた夕暮れに話しかけてくる男に今までいい印象はなく、大概はアレクサンドラを食事に誘ったり交際を求めたり、断ってもつけまとう輩がほとんどだった。もちろん駆け込みの客もいないではないが、この男性が花を見ている素振りは一切ない。

「そんな顔をしないでくれるか？　僕はウルリス＝カーヴェイ男爵という。怪しい者ではない」

「……はい」

「お前にとっても悪い話じゃないと思うんだが」

　彼女が明らかに警戒している様子を見て取ったウルリスが、猫撫で声を出した。

　アレクサンドラは気を一層引き締めつつ、尋ね返す。

「なんでしょうか？」

「ここで話すのはちょっとな。どこか人目がないところに──」

「それはお断りします」

　はっきりと告げると、彼がちっと舌打ちをした。ウルリスはきょろきょろと辺りを見渡し、人気がないことを確かめてから早口で話し始めた。

「とある公爵が自分の落し胤を探しているらしいんだ。その落し胤を見つけた者には莫大な礼金を弾むって言われていてな。みなが血眼になって探しているってわけだ」

（──え？）

　アレクサンドラは目を見開いた。

（なんの話？　それにそれが私とどういう関係で──）

　彼女はふと自分が生まれたときからつけているネックレスの存在を思い出した。

（まさか、まさかそんな──）

　彼女の顔の変化に気づいたらしいウルリスがにやりと笑う。

「そうだ、お前がその公爵の落し胤なんだよ、アレクサンドラ。ベッケル公爵っていうんだ。お前の母親にその名前を聞いてみたらいい」

　呆然とした彼女に向かって、彼が口元を歪める。

「だがお前が突然公爵家に訪ねていっても相手にしてもらえない。だから俺たちがその橋渡しをしてやるってわけだ。そうしたらお前は父に会えるだけでなく、莫大な金が入るってわけだよ」

　ウルリスが再び周囲を見渡した。

「ほら、話を聞く気になったか？　僕たちはお前の橋渡しをしてやる代わりに、一つ手伝ってもらいたいことがあるんだ」

「手伝ってもらいたい、こと？」

　震える声で聞き返すと、ウルリスが頷いた。

「明日の昼過ぎ、スペンス通りのオークニール伯爵家まで来い。そうしたらちゃんと全て説明してやる。来なかったら分かってるだろうな？　僕たちはこの花屋ひとつくらいどうとでもできる」

「……！」

「それにお前の母親のことも忘れるなよ。家から突然母親がいなくなっているのは嫌だろう？」

（この人は、私のことを調べ上げているんだわ……！）

　完全なる脅しだった。

　だがウルリスが踵を返して去っていくのを、アレクサンドラは呆然としながら見送ることしかできなかった。




　心ここにあらずで帰宅したアレクサンドラは、夕食後に思いきって母に切り出した。

「私の……お父さんって、ベッケル公爵っていう方なの？」

　それまでのんびりと揺り椅子に座っていた母の顔色が明らかに変わった。真っ青になった母が、アレクサンドラを見やる。

「……誰に、聞いたの？」

　母の声はかすれていた。

　アレクサンドラは瞬いた。

「今日、お店に来た方に……言われて……」

　母はぎゅっと両目を瞑ってしばらく黙っていた。母の口からは認めることはなかったが、アレクサンドラは答えを知った。

（ああ、事実なのだわ……）

　そう思いながら、ゆっくりと口元を引き締める。

「それで、その人がベッケル公爵まで取り次いでくださるって……私が直接屋敷に行っても取り合ってはもらえないだろうからって……明日、スペンサー通りのオークニール伯爵宅まで来いって言われたわ」

　母はふうと長い息を吐いた。

「多分、彼の気が変わっていなければ貴女が直接公爵邸に行っても取り次いでくださるとは思うの。でもあまりにも時が経ちすぎたから約束をもうお忘れになっているかもしれない」

　消え入りそうな声だった。

「それよりもオークニール伯爵邸まで行かなければならないように仕向けられたのね？」

　それは確認ではなく、断定だった。

　アレクサンドラは躊躇ったが、頷いた。

「行くつもり」

「分かったわ」

　母はしばらく何事かを考えていたが、アレクサンドラを見つめる。思慮深い母の眼差しには理解と苦悩が見え隠れしていた。

「私が何かしてあげられたらいいのだけれど……手立てがないわ。ごめんなさい」

「お母さんが悪いわけじゃない！」

　母はゆっくりと首を横に振る。

「サーシャ、分かっていると思うけれど、十分に気をつけていきなさい。絶対に油断はしては駄目。お相手が伯爵様であればなおのこと」

　かつて貴族宅で働いていた母だからこその重みのある言葉だった。自分たち庶民が太刀打ちできる相手ではないのだ。であれば真正面から受け止め、逃げ道を探るしかない。

「ええ、細心の注意を払うわ」

「明日何を聞くかは私には分からないけれど、一つだけ言わせて。貴女のお父様は、貴女のことを手放したかったわけじゃないの。ネックレスがその証明よ」

「……うん」

「そして私は貴女のことをこの世で一番愛している」

「私もお母さんのことを一番愛しているわ」

　母はそこでいたずらっぽく笑った。

「そうかしら？　きっとそのうち貴女には素敵な人が現れて、一番の座は取られちゃうかもね。ほら、スズランの人みたいな男性に」

　ようやくいつもの朗らかな母に戻り、アレクサンドラは内心ほっとした。

　母とは心の垣根がなく、会った日に彼についても話していたのだ。

　彼女は笑みを浮かべると、おどけたように少しだけ首をかしげる。

「ありえないわ。そもそも彼の名前も知らないのよ」

「分からないわよ？　恋っていうのは突然訪れるものだもの、ふふふ」

「お母さんったら」

　この時のアレクサンドラは知らなかった。

　翌日、思ってもみない再会があるということを──。




　指定された時刻にオークニール伯爵家を訪れると、すぐに応接間に通された。

　アレクサンドラが貴族の屋敷に足を踏み入れるのはこれが初めてのことだ。さすがに邸宅はアレクサンドラの家よりも広く、豪華にも思えたがその実、家具はそこまで新しいようには思えなかった。

　ソファに座ると、しばらくしてウルリスが男性を連れて入ってきた。男性は焦げ茶色の髪に薄い緑の瞳で、顔立ちは整っているが、シャツははだけているしあまり清潔そうな印象を与えない。

　年の頃は三十代半ばくらいだろうか。

　男性は気だるそうな態度で、アレクサンドラの対面にあるソファに腰かけた。

　ウルリスが、ぼんやりと視線を送っていたアレクサンドラをどやす。

「ブライアン＝オークニール伯爵だ。おい、ぼけっとしていないでソファから立って挨拶しろ」

　ブライアンが寛大なふりをしてウルリスを諌めた。

「かまわん。平民なんだから、しょうがない」

　平民、という言い方に侮蔑が見え隠れした。アレクサンドラはスカートをぎゅっと握りしめる。

「まぁお前がそう言うならいいがな」

　ウルリスがぶつくさ言いながら、ブライアンの隣に腰かけた。

「それでカーヴェイ、この娘が？」

　顎でしゃくるようにブライアンがアレクサンドラを示した。

「ああ、間違いない。ベッケル公爵の落し胤のはずだ」

　ブライアンがアレクサンドラの顔をじろじろとためつすがめつした。

　不躾な視線に、彼女は思わず小さく身をすくめてしまう。ブライアンがふんと鼻を鳴らす。

「ベッケル公爵にはあまり似ていない気がするが、顔立ちは確かに悪くないな」

「かなりの上玉だろう？　それに僕が信頼している情報屋がこの娘がベッケル公爵の落し胤だと太鼓判を押してるから間違いない」

「そうか」

「一番の決め手はこの娘が持っているネックレスだ」

　ネックレス、という言葉に反応して彼女は小さく身体を震わせた。

　確かにアレクサンドラは今までネックレスの存在をとりたてて隠したことがなく、常連客であれば彼女がそれをつけていることは知っている者もいる。

　それが誰かの目に止まって、こうして情報として売られてしまったのだ。そのことにアレクサンドラは混じりけのない恐怖を感じた。

（こわい……）

「娘」

　ブライアンがアレクサンドラを呼ぶ。

「お前がベッケル公爵の落し胤だと認めさせられれば、大金が手に入る。私たちが仲介するが、心配せずともお前にも取り分をやる。間違いなく、お前が一生かかっても稼げない額だ」

　ブライアンはそこで酷薄そうな笑みを浮かべた。

「ただし、条件がある。お前には私の婚約者になってもらう。カーヴェイが相手でもいいが、残念ながら彼はもう妻帯者だからな」

　アレクサンドラは目を見開く。

（こん、やくしゃ……？　なにを……言って……？）

　一瞬で青ざめたアレクサンドラをウルリスが鼻で笑った。

「まさか平民風情で本当の婚約者になれると思ってないよな？　偽装婚約だよ」

「ぎそう、こんやく……？」

　震える声で呟くと、ブライアンが頷いた。

「ああ。要は、我が家に利のあるようにしてもらわないといけないからな。お前が当主である私の婚約者であれば、ベッケル公爵もオークニール家に金を払わずにいられない、というわけだ」

　ブライアンが続けるにはオークニール家は資金難でこのままだと家督の存続も難しいかもしれない状況なのだそうだ。

「無事にベッケル公爵から金をせしめたら、しかるべきのちに〝婚約〟を破棄したと周囲に知らしめるつもりだ」

　続きをウルリスが引き取った。

「だからこれはお互いに利のある話だと言ったろう？　オークニール家の経済状況も助かり、お前も金が手に入るから母親にまともな治療を受けさせることができるぞ。薬だっていくらでも買えるだろうしな」

「──！」

　当然アレクサンドラの今の状況を調べただろうから、内情を知っていてもおかしくはない。

　アレクサンドラの脳裏を母の笑顔が過ぎった。

（私が少し我慢したら……、お母さんを助けることが出来る……？　でも本当にお金をくださるのかしら）

　目の前の男たちはちっとも信用できそうにない。

　だが、彼らがアレクサンドラを利用して金を得ようとしているのは間違いない。だから少なくとも、彼女のことを必要とはしている。

　その日暮らしのアレクサンドラにとって、まとまった資金を得ることができて母の治療にあてることができるのは、何よりの望みだ。

　アレクサンドラが躊躇っていると、ウルリスが冷たく言った。

「何か勘違いしているようだが、お前に選択権はないぞ？」

　それは昨日の去り際に彼が吐き捨てた脅しのことだろう。

（──お母さん……！）

　アレクサンドラは俯くと、ぎゅっと目をつむり、それから微かに頷いた。

「ったく手こずらせる。庶民が望外な金をもらえるってのに何を躊躇うことがあるんだ」

　ウルリスがぶつくさと吐き捨てた。

「いいじゃないかカーヴェイ。おかげで私たちも助かるのだから」

「まぁな……。そういえばバルバラ嬢のお怒りは解けたのか？」

「ああ、この前グラントに花を買いに行かせたからな。あれで一発だ。女ってのは単純でいいよな」

　二人はまるでアレクサンドラがいないかのように話し始める。しかもその内容から察するに、ブライアンにはバルバラという恋人がいるらしい。

（それなのに私を婚約者に仕立てあげるなんて……！）

　彼女は俯いたまま、小さく震えていた。

「そろそろグラントが来るだろうから、この娘の世話はあいつに任せよう」

「グラントに生娘の世話なんて出来るのか？」

「出来なくても、させる」

　ブライアンが吐き捨てると同時に、ノックの音が部屋に響き渡った。

「入れ」

　扉が開く音がして、足音が聞こえた。アレクサンドラは顔をあげることができなかったが、その人物はソファには腰かけず、途中で立ち止まる。

「お呼びですか」

　その声に既視感を感じ、アレクサンドラはまるで誘われるように顔を上げると、そのまま固まった。

（この人は……！）

　短めの黒髪と焦げ茶色の瞳。あの時よりもずっと冷たい表情であるが間違いなく──。

「グラント。お前に大事な仕事を任せようと思ってな」

「大事な仕事、ですか？」

　グラントと呼ばれた彼は表情だけではなく、声にも温度が感じられない。

「我がオークニール家の将来にまつわる大仕事だ」

　にやりと笑ったブライアンの前に立っているのは──あの日、スズランを渡した男性だった。

「この娘の教育だよ」

　そういってブライアンがアレクサンドラを指さす。こちらに顔を向けたグラントと視線がぶつかると、彼が息を小さく呑みこみ、瞳が微かに見開かれた。

（貴方も、覚えて、くださっている……？）

　とくん、と鼓動が高鳴った。

　けれどグラントはそれ以上余計なことは何も言わず、ブライアンへと視線を戻した。

「この女性の、教育ですって……？」

「そうだ。お前もベッケル公爵の落し胤がこの街のどこかにいるという噂話を聞いたことがあるだろう？　それに公爵がその娘を見つけ次第、大金を支払うと周囲に話していることを」

　みるみるうちにグラントの口元が引き締まっていく。

「カーヴェイは優秀でな、ベッケル公爵の落し胤を見つけてくれたんだ──それが彼女だよ。なぁ、カーヴェイ？」

　ブライアンに指さされて、アレクサンドラはびくりと身体を竦めた。

「ああ、間違いない。顔立ちもベッケル公爵の面影があるし、年齢もぴったり合う。何よりベッケル公爵が渡したとされている紋章入りのネックレスを持っていたのだ！　僕の情報網は素晴らしいだろう？」

　何が面白いのか、ブライアンが大袈裟に手を叩いて笑う。

「はは、上等だ。そんなわけでグラント、彼女がこれから私の婚約者となる」

　婚約者といった言葉が出ると同時にアレクサンドラは俯き、スカートをぎゅうっと握りしめる。

「婚約者、ですか……？」

　グラントの声には困惑が混じっていた。

（そうよね、いきなり婚約者だなんて……！　私が乗り込んだと思われてもおかしくないもの……！）

　たった一度きりの邂逅ではあったが好ましい印象を抱いていた男性に浅ましいと思われるかもしれない。けれどどうすることもできなくて、ますます強くスカートを握りしめるしかなかった。

「彼女を婚約者にするだけで、我が家に大金が転がり込むんだ。このみすぼらしい格好を見たら分かる通り、庶民だがな」

「オークニール、それは言ってやるなよ。器量は悪くないだろう」

　ウルリスが笑いを含んだ声で一応は咎める。

　ブライアンもそこで話がずれていることに気づいたらしく、小さく咳払いをした。

「ただ単に、契約上の婚約だ。目的達成したらすぐさま破棄する」

「本当に婚約破棄をするのでしょうね？」

　訝しげなグラントの声がした。

「当たり前だろう？　私はもっと性的魅力にあふれる女性が好きだからね。こんな棒のような身体の娘、こちらから願い下げだ。なんでそんなことを聞く？」

「後で利用価値が出てきた、などと言われて気を変えられたら、彼女に申し訳ありませんから」

（彼女に……申し訳ない……？）

　そこにはアレクサンドラを気遣う響きが感じられ、俯いたまま彼女は目を見開いた。

「うるさいな。この私が約束すると言っているんだ。それ以上何を求める？」

　煩わしそうにブライアンが手をぞんざいに振った。

　グラントが小さくため息をついたように思えた。

「その言葉を忘れないでくださいね」

「しつこい──それから、彼女の面倒はお前がみろ」

「は？」

　グラントが呆気に取られたような声を出し、さすがにアレクサンドラも驚いて顔をあげた。

「察しが悪いな。お前が彼女の従者として働け」

「え、俺が、ですか……？　ですが女性には女性の側仕えがつくのが普通で……」

　ブライアンが舌打ちをした。

「他の側仕えをつけて秘密が漏れたらどうする。そうだ、お前の部屋の隣で寝起きさせろ」

「俺の部屋の隣ですか？」

「ああ。誰か入っていたら出せばいい。とにかくお前が責任を持って四六時中監視しろ」

「ですがそれでは使用人が気づいて、噂になっては問題かと……」

「うまくやれば大丈夫だろう。そもそも、そういった問題をなんとかするのがお前の仕事だろ」

　完全に突き放したような口調だった。

　諌めたグラントに対し、ブライアンは聞く耳を持っていないといった様子だ。

　無理難題をつきつけられたグラントの表情には諦めが見え隠れしているように思えた。

（彼はオークニール様の側仕えなのかしら……？　それにしてもいつもこんな感じなのかしら。なんて……傲慢な……）

　そこへノックの音が響いて使用人がバーカートにお茶を積んで入ってきたが、ブライアンは酒を持ってくるように言いつけている。その隣でウルリスはジャケットから嗅ぎ煙草を取り出して、火をつけた。

　使用人が出ていくと、ブライアンが再び口を開く。

「それからこの娘に貴族教育をする必要があるから、お前がしろ。秘密厳守だから家庭教師は頼むなよ」

　嗅ぎ煙草を吸いながらウルリスがにやにやと笑っている。

　グラントは言葉を失ったかのように立ち尽くしてブライアンを見下ろしている。

「いいか、とにかく貴族令嬢に見えるように仕立て上げろ。そうだな、期限は半年やる。私たちはその間にベッケル公爵に面会を申し込む手段を考える」

「……かしこ、まりました」

　しばらくしてからグラントが承諾した。

　ウルリスが面白がっている様子を隠そうともしないで、ブライアンに尋ねる。

「閨の教育はどうするんだ？　平民だからもう生娘ではないかもしれないがね」

「ああ、そんなことは考えてもいなかったな。だが確かに貴族の夜会で生娘らしく振る舞われるのも興ざめではあるが」

　あまりにもあけすけな話題に、アレクサンドラの身体が羞恥で熱くなる。

（閨の教育……!?　仮初の婚約者なのにこの方たちは一体何を……！）

「グラント、閨の教育もちゃんとしておけよ。万が一彼女が他の貴族に連れ込まれる──こともないとはいえないだろうから、その時にボロが出ないようにしておけ」

（えっ……!?）

　アレクサンドラはブライアンの言葉が信じられなかった。

「もちろん座学だけじゃなくてね」

　ウルリスがうまそうに煙草を吸いながら、付け加えた。

「そうだ、もちろん座学だけでは駄目だ。堅物のお前が閨教育をするなんて見ものだな」

「童貞に閨教育が最後までできるのか楽しみだ」

　二人はにやにや笑いながら、グラントを見上げている。普通だったら尊厳を傷つけられてしまいそうな低俗な言葉だったが、グラントの表情は微動だにしていない。

「承知いたしました」

　その静かな口調には諦めと覚悟が見え隠れしているように感じられた。




　グラントに連れられて、廊下に出た。彼が扉を閉めると、中から上機嫌な声が聞こえてくる。

「ようやくこれでオークニール家が安泰となる。感謝する、カーヴェイ」

「友人のためだ。構わんさ」

「あんな子供のような女性を婚約者にすると思うと反吐がでるが、グラントにまかせておけば問題ないだろう」

「ああ──まぁ恋人とはこれまで通り付き合っていけばいいのだし──」

（なんて人たち、なの……）

　これが貴族というものか。

　そこでグラントが振り返ってアレクサンドラを見た。彼の表情は注意深く隠されていて、何を思っているのかよく分からない。

「俺の部屋は二階にある。その隣の客間に君を案内するよ」

　先程までとは打って変わって、声のトーンは穏やかだった。

　彼が真正面から自分を見つめてくれると、そこに気遣いの色が浮かんでいるのに気づく。そこでようやくアレクサンドラは息を吐いた。あの自分勝手な男性たちに遠慮ない視線を投げつけられていて、ずっと緊張していたのだ。

　彼女が頷くのを待ってグラントがゆっくりと歩き始めた。

（私のことを無理矢理押しつけられたのに気遣ってくださるなんて……）

　アレクサンドラはそんなことを考えながら彼の背中を追いかけて階段を登る。

　二階の端に、グラントの部屋はあった。

　その隣の部屋の扉を開けながら、グラントがアレクサンドラを振り返った。

「事情を聞こう」

（私の事情を……聞いてくださるの……？）

　親切な彼の申し出に驚き、アレクサンドラは瞳を見開いた。




　その部屋にはベッドとソファ、ローテーブル、あとは衣装箪笥があるだけだった。だが浴室が一応ついているのが、客間であることの証明なのだろう。

　ソファに向かい合って座るとアレクサンドラは経緯を説明する。グラントは黙ってそれに耳を傾けていたが、アレクサンドラが母親の病状について言及すると、顔を曇らせた。

「そうか、お母上が……」

「はい。一向に良くならず悪くなる一方で……」

　アレクサンドラは目を伏せた。

「かかりつけの医者に診せたのか？」

「……町医者の先生には診ていただきました。手遅れだと……おっしゃられました。ただ大きな街の病院であれば、もしかしたら治療する手立てはあるかもしれないとの診断だったのですが……」

　今の経済状況ではそんな余裕はない。

　それ以上は言葉にできず、アレクサンドラはぎゅっと自分の両手を握りしめた。

「不躾な質問をしてしまったな。すまない」

　察したグラントが謝罪してくれて、彼女は小さく首を横に振った。

「それで、突然カーヴェイ伯爵がやってきたのだな？」

　彼女は頷いた。

「どうやってお調べになられたのか、私の仕事場にいらっしゃいました」

「ああ、あの花屋にか」

　グラントが静かにそう答えた。

　アレクサンドラははっとして彼に視線を送った。

「覚えていて、くださったんですか……？」

　それまでずっと無表情だったグラントがそこで表情を和らげた。

「もちろんだ」

（嬉しい……！）

　自分との邂逅を覚えていてくれていた。それだけのことなのに、どうしてか鼓動が高鳴った。

「君に貰ったスズランはとても長持ちしたよ。残念ながらこの前萎れてしまったから、ちょうど花を買いに行こうと思っていたところだった」

　グラントがそう続けてくれて、アレクサンドラは心からの微笑みを浮かべた。

「それを伺えて良かったです。後から貴方のような立派な男性にスズランは可愛すぎたかな、と思って反省していました」

「まさか。とても気に入ったよ」

　グラントが嘘を言っているようには思えなかった。

「それで、カーヴェイ伯爵が来て、契約の婚約について話したと？」

「ええ」

　彼女は頷き、ドレスの下からネックレスを取り出した。金色に輝くネックレスは、ただの花売りである彼女が持つにしては高価そうに見えるだろう。

「こちらに公爵家の家紋が入っているとかで……。確かにこのネックレスは子供の頃から肌身離さずつけているもので、母からは父から貰ったと聞いていました」

「……なるほどな」

　思案げな表情を浮かべたグラントが腕を組む。

「それで君の母上には確認したのか？」

「はい」

「どこで出会ったかは分かっているのか？」

「母はもともとベッケル公爵邸の使用人でした」

　グラントが納得したとばかりに頷いた。

「なるほど。まぁご事情はいろいろあったんだろうが……。それで、君にカーヴェイ男爵が取引を持ちかけたと？」

「正確にいうと、詳細は先程初めて伺いました。昨日は何も教えて頂けませんでしたので」

　自分は無学で、騙されていても見破れないことも多いだろう。

　場合によっては貞操のみならず命の危機だとはもちろん分かっていた。

　だがアレクサンドラはどうしても母を助けたかった。

「母によればベッケル公爵については真実だったようなので……話だけはとこちらへ伺った次第です」

　彼らに脅しまがいに決断を迫られたことは、黙っていた。

「そうだったのか」

「確かに最初は驚きましたけど、でも今は前向きに頑張るつもりです」

　アレクサンドラはぎゅっと拳を握りしめた。

「母は私を育てるために無理をしてくれたので……その母が助かる道があるのだったら諦められません」

　顔を上げたアレクサンドラはグラントを見つめた。

　グラントの瞳には、理解の色が浮かんでいる気がした。

「そうか……。だが聞いていただろう、君には重荷ではないだろうか……？」

　彼女はくっと口元を引き結ぶ。

「決して出来のいい生徒ではないと思いますが、精一杯させていただきます。それから……私の事情を聞いてくださってありがとうございます」

　迷惑がられたり、邪険にされてもおかしくなかったのにグラントはそうしなかった。

　グラントは一度口を開き、また閉じた。

「……大したことじゃないよ。君の気持ちはよく分かった。俺も出来る限りのことはさせてもらおう」

　静かに彼はそう言った。




　こうして新しい暮らしが始まることとなった。

「今日はこの部屋でゆっくりしておいてくれ。夕食もこの部屋に運ばせよう」

　アレクサンドラが気を変えて逃亡することを恐れたブライアンによって帰宅は許されなかった。

「自宅に戻すことが出来なくて、申し訳ないな」

　グラントが謝ってくれたが、アレクサンドラは首を横に振った。

　母はアレクサンドラがオークニール伯爵の家に行くことは知っているから、戻ってこなかったら察するだろう。それに寝ている時間のほうが多いが、まだ自力で歩ける。アレクサンドラがいなくてもどうにかすることができるはずだ。万が一の事態になったら、それこそ、逃げることだって。

　それでも心配は尽きないけれど。

「俺が責任を持って、君のお母上の面倒を見る」

　だがそこでグラントがきっぱりとそう言ってくれた。

「今から下男を手配して、君の家まで様子を見に行かせよう。何か伝言はあるか？」

　アレクサンドラは瞬いた。

「そんなことまでしてくださるのですか……？」

「当たり前だろう。本当はここにお連れできたらいいのだが、いろんな事情を考えたらそうしない方がいいと思うのでね」

　グラントは言葉を濁した。

「ありがとうございます……」

　母には自分はしかるべき場所にいて安全だから心配しないで、とだけ伝えてもらうことにした。母ならばそれだけで全てを理解してくれるはずだ。

　一通り話し終えるとグラントは部屋を出ていき、アレクサンドラは一人きりになる。

（ああ、突然色々なことが起こって……まるで夢の中にいるみたい）

　ただの白昼夢をみているかのようだった。

　自分が公爵の落し胤かもしれないと分かり、契約とはいえ伯爵の婚約者を演じることになった。母の治療費も捻出することが出来るかもしれない。

　──グラントにも再会した。

（とにかくどうにかしてうまくやっていって……お母さんの病状が少しでも良くなれば私はどうなっても……）

　しばらく考え込んでいたアレクサンドラは、ドアをノックする音で我に返った。

　気づけばすっかり日は傾いており、窓の外には夕焼けが広がっている。

「入ってもいいか？」

　ドアの向こうからグラントの声が聞こえた。

「も、もちろんです！」

　扉が開けられ、グラントが顔を出した。

「下男が戻ってきた。了解した、ネックレスをちゃんと磨くように、との伝言だった」

（ネックレスをちゃんと磨くように……？）

　少しだけ不思議に思ったが、彼女は微笑んだ。

「ありがとうございます」

　それから先程ウルリスに立って挨拶しろ、と言われたと思い出し、慌ててソファから立ち上がる。

「どうした？」

　不思議そうにグラントに問われ、アレクサンドラは頬を染めた。

「私、平民なので挨拶の仕方すら分からないのです……」

　最後は消え入るような声になってしまった。

（ああ、こんなことで明日からうまくやっていけるのかしら）

　自然と視線が俯き気味になった。

「俺といるときは貴族の礼儀など気にするな。そもそも無理を頼んでいるのはこちらの方だからな」

　グラントはどこまでも静かな口調だった。

　ぱっと顔をあげて、グラントを見ると彼は無表情のままだった。

（ああ、でも……こんな風に言ってくださるなんて……）

　グラントの気遣いを感じて、アレクサンドラはおずおずと笑みを浮かべた。

「とにかく今夜はよく休め」

　やはり無表情のグラントはそう言い置いて、部屋を出ていった。

　夜、柔らかで暖かなベッドに横たわったアレクサンドラが最後に思い出したのは、グラントの横顔だった。




　翌日、昼前にグラントが再びアレクサンドラの部屋を訪れた。

　二人でソファに向かい合って座る。

「よく眠れたか」

　開口一番にグラントに尋ねられ、アレクサンドラは笑顔を浮かべた。

「はい！　ふかふかのベッドで朝までぐっすりでした」

　実際そうだった。

　疲れていたのもあったとは思うが、こんなに素敵なベッドに眠るのは生まれて初めてだった。

「よく眠ることができたら良かった。朝食は問題なかったか？」

「はい！　あんなに美味しい朝食も初めてでした。ありがとうございます」

　使用人がアレクサンドラの部屋に朝食を持ってきてくれた。

　バターがたっぷりのクロワッサン、ソーセージ、スクランブルエッグ。これが貴族の食事として豪華なのかどうかは分からなかったが、アレクサンドラにとってはめったに食べられないご馳走だった。

　口に運びながら何度もお母さんに食べて欲しい、と思ったものだ。

　それから。

「カフェオレも初めて飲みました。聞いてはいましたが、あんなに美味しいのですね」

　庶民も珈琲はよく飲む。とはいえ嗜好品ではあるので値は張る。アレクサンドラにとっては珈琲も贅沢品だ。

　それまで無表情だったグラントが驚いたように眉をあげた。

「初めて飲んだのか？」

「はい。ちょっとほろ苦くて、それがまたたまりませんでした」

　素直に答えると、グラントが質問してきた。

「ちなみにだが、普段はどういったものを食べている？」

　彼女はちょっと躊躇った。

「金銭的に余裕があるときはペストリーを食べたりしますね」

「そうか」

　グラントは思慮深そうな瞳でじっとアレクサンドラを見つめた。

「さて、始める前に確認したいことがある」

　改まった口調だったので、アレクサンドラは気を引き締めた。

「気を悪くしないでもらいたいのだが、君は文字は読めるか？」

　アレクサンドラは首を横に振った。

　どうやら想像の範囲内だったのか、グラントは淡々と続けた。

「何か読める文字はあるか？」

「名前とか、花の名前とか、簡単な単語だけは分かりますが……」

「それだけ分かれば、悪くない。君の普段の生活では文字は必要ないものだろうからね。だが、平民の生活に戻った時でも、文字が読めて損をすることもないだろう。だからまずは文字の勉強から始めよう」

（え……?!）

　アレクサンドラは思わず目をぱちくりとさせてしまった。

（この方は……！）

「どうした？」

　不躾すぎるかと少々躊躇ったが勇気を出して口にした。

「いえ……その……そんな風に先のことまで考えてくださるなんて……貴方様はとてもお優しいのですね」

　グラントが鼻に皺を寄せた。

「俺は優しくない──ああ、そうだ。俺のことはグラントと呼んでくれ」

「はい、……グラント様」

「様はいらないよ。俺は……、確かに貴族の出ではあるが両親が亡くなって以降、彼の側仕えをしているから、ただの使用人のようなものだ」

（やっぱりオークニール様の側仕えで……でも、もともとは貴族の出……でいらっしゃるの……？）

　興味は惹かれたが彼はそれ以上語るつもりはなさそうだったし、アレクサンドラも聞き出すつもりはなかった。

「かしこまりました、それではグラントさんと呼ばせてください」

「ああ、それでいい」

　アレクサンドラはそこで口元に笑みを浮かべた。

「では私のことはサーシャとお呼びください。家族や親しい友人たちはそう呼びますので」

　サーシャはアレクサンドラの愛称である。

「分かった。じゃあ今日の勉強を始めようか、サーシャ」







三章 貴族教育の始まり








　今までまともに学校に通ったことがなかったため、ほとんど一からのスタートだったが、文字を学ぶのは思っている以上に楽しかった。

　グラントが優れた教師ということもあったのかもしれない。

　アレクサンドラはみるみるうちに文字を覚え、自分の知的好奇心が満たされる充実感を知った。

　文字を覚えたら、まずは子供の絵本を読むことから始めた。それから徐々に単語数が多い児童書にうつっていく。

（分からない単語が多すぎるわ）

　だがそこでグラントがアレクサンドラに辞書の使い方を教えてくれた。辞書の引き方を覚えると、アレクサンドラの読む力は爆発的に伸びることとなった。

　彼女は夢中になって本を読み、辞書を引き、語彙力を増やしていった。

　一ヶ月後には安易な文章で書かれたマナーの本を読めるまでに成長した。

「サーシャ、明日から朝食と夕食はダイニングルームで一緒にとろう」

　ある日、グラントがそう言った。これまで食事は彼女の部屋に運んでくれていた。

「もうほとんどマナーは頭に入っただろう？　次は実践にうつる。食事中に窮屈な思いをさせるが、これも勉強だ」

　アレクサンドラは頷いた。




　翌朝、グラントが彼女の部屋の扉をノックした。

「おはようございます、グラントさん」

　出迎えた彼女はにっこりと微笑む。

「おはよう」

　いつものように無表情なグラントが、そのまま彼女に腕を差し出してきた。

（腕……？）

　アレクサンドラの胸がどきんと高鳴る。

「俺がダイニングルームまでエスコートをする。さて君は次はどうしたらいい？」

「──！」

（私ったら何を……。そうよね、これも全て授業だわ）

　一瞬どうしてか期待をしてしまった自身を戒めた。

　それからアレクサンドラはそっと彼の腕に手を置く。

　グラントを見上げると、彼が頷いたので正解だったようだ。

　それから二人でゆっくりとダイニングルームに赴き、テーブルを前に立ち止まった。

「よほど位が高い貴族が同席していない限り、主人が上座に座るのは知っているよな？　この場合上座というのはどこだ？」

「一番奥になります」

「正解だ。では主人の妻、要は女主人はどこに座る？」

「向かって左側の上座で──」

　マナーの本で学んでいたのでなんとか答えることができて、小さく安堵の息をつく。

「よし、全て合っている」

　そこでグラントが椅子を引き、彼女を座らせてくれた。

「座る時は、ドレスのスカート部分の裾がひっかからないように側仕えが持つ場合があるが……君の場合はそこまでのドレスは着ないだろうからあまり気にする必要はない。だが、すぐに座るのは礼儀に反していて──」

　彼女は注意しながらそれらの言葉を聞いた。

　やはりグラントは説明上手で、とても分かりやすく教えてくれる。

「では食事にしよう」

　しばらくすると使用人が朝食を運んできた。

「君の家では礼儀作法にうるさかったのかな？」

　アレクサンドラは手にとっていたカトラリーを一旦置いた。

　それから背筋を伸ばしてグラントに答える。

「母から色々と教えてもらいました」

「素敵なお母上だね」

　グラントが褒めてくれて、アレクサンドラは嬉しくなった。

　グラントに言ったことは嘘ではなく、今から思えばかつて公爵家の使用人だった母は娘に出来る限りの教育を施してくれたようだ。

「礼儀作法もそうだが、君の言葉遣いからも上品さがうかがえる」

「本当ですか？　そんなこと初めて言われました」

「ああ、本当だよ。とても綺麗な言葉遣いだと思う」

　母のことを思い出すと、アレクサンドラの顔に影が落ちる。

「何か気になることが？」

　彼女ははっとしたが、少しだけ俯いた。

「いえ、なんでもありません」

「まさか、そんな顔をして何もないということはないだろう」

　グラントが水を向けてくれて、アレクサンドラはしばらくしてから思いきって告げた。

「母のことが心配で……」

「ああ、そうだよな」

　これまでは一週間に数回、グラントは下男を送り母の様子を見にいってくれていた。それによれば母の体調は前と変わらないそうだ。だがいつ何があるかは誰にも分からない。その時に自分が側にいられないことをアレクサンドラは辛く思っていた。それからしばらくグラントは何か考え込んでいた

「……これに関しては俺の気が回らなすぎたな。恥ずかしながら我が家の窮状は分かっているだろうが、君の母上に看護人をつけて面倒をみるくらいならなんとかすることができる」

「本当ですか!?」

　思わぬ提案に、ぱっと彼の顔を見てしまう。

　グラントが一瞬顎を引いた。

「もちろんだ」

　アレクサンドラの瞳が潤む。下手をしたらこのまま泣いてしまいそうだったが、彼女は瞬きで涙を追いやった。

「ありがとうございます、グラントさん……！　心から感謝いたします」

　グラントが咳払いをする。

「いや、気付くのが遅くて申し訳ないくらいだ。さて続けようか。食事の時は基本的には男性から話しかけることがほとんどだ。もちろん、女主人は別だよ」

　それからグラントは食事の間中、マナーの話をし続けてくれた。

　自宅でのテーブルマナーに始まり、相手の屋敷に呼ばれた時、また格式張った夜会に呼ばれた時……時と場合、所によってマナーは少しずつ変わっていく。

　夢中になってグラントの話に耳を傾けていると、使用人がカフェオレを持ってきた。

「少し休むか」

　グラントの言葉に頷き、アレクサンドラはカフェオレを一口飲んだ。

（ああ、やっぱり美味しいな……）

　ふう、と息を吐く。

　しばらく沈黙が続いていたが、やがてグラントが口を開いた。

「どうして花屋をすることに？」

　予想外の質問に、アレクサンドラは思わず瞬いた。

　グラントと授業をするようになってから数週間経ったが、今まで一度も個人的な質問をされたことがなかったからだ。

「答えたくなかったら答えなくていいんだ」

　それまで明らかに一線を引いていたグラントが、世間話とはいえ自分のことを知ろうとしてくれているのだと感じ、アレクサンドラは自然と笑顔になった。

「いいえ！　聞いて頂けて嬉しいです！　やはり母が花屋をしていたのが大きいです」

「ああ、そう言っていたな」

「ええ、でも母は花屋だけではなく他にもいくつも仕事を掛け持ちしてくれて……それで病気になってしまったのですが」

　あの頃の自分は幼すぎて、母の助けになることは何もできなかった。胸の痛みを感じながら、アレクサンドラは続ける。

「でも花屋の仕事をしている母は本当に素敵でした。肉体労働だから大変だったとは思いますが……ずっと幸せそうだったのが印象的だったんです。実際に働いてみて、その理由が分かりました。花を買っていく人で不機嫌な人って滅多にいないでしょう？　みなさん喜んで買っていかれる。母はその顔を見るのが好きだったんだって。私も全く同じですから」

　そこに至って、自分ばかりが話していることに気づき、アレクサンドラは我に返った。グラントはただ黙ってじっとアレクサンドラの顔を眺めていた。

「すみません、夢中になって話してしまって……！」

「いいんだ、興味深い話だったよ」

　グラントの口調はどこまでも穏やかで、アレクサンドラは彼はやはり優しいのに違いない、と感じた。




　次の日、朝食前にアレクサンドラの部屋にやってきたグラントが一枚の手紙を差し出してくれた。

「……？」

　怪訝そうに見上げたアレクサンドラに向かって、彼が説明を加える。

「昨夜あの後、君の自宅に看護人を送ったよ」

「！」

　びっくりして目を見開くと、ちょっとだけ頬に朱を走らせたグラントがやや早口になって続けた。

「昨日言った通り、お母様のことは、出来る限りのことをするつもりだ。……目的を達する前には会わせるわけにはいかないが、手紙のやり取りは禁止しない。君はもう自分で書けるだろうし、看護人がお母様の代わりに返事を書いてくれる」

　ではこの差し出された手紙は──母からの言葉なのだ。彼女はそれを受け取ると、自分の胸に押し当てた。

「あ、ありがとう、ございます……！」

「気にするな。……君がお母様のために引き受けたことはよく分かっているから」

　グラントはそう言うと、すっと真顔になり、腕を差し出した。

　アレクサンドラは自身の手をそっと彼の腕にからめた。グラントの気遣いと優しさを感じて、彼女の胸の中がじんわりと暖かくなった。

　グラントはマナーの教育のために食事を共にしてくれているだけだが、アレクサンドラにとっては彼と過ごす時間はとても楽しいものだった。グラントは無表情だが決して感情が希薄なわけではない。真面目だし、知識も多い。彼と話しているとアレクサンドラの教養が自然と磨かれているような気がした。それから──これが一番大切なことだと思うが──彼は決してアレクサンドラを平民だと侮ったりしなかった。そんなグラントの側にいるのは、心地良かった。




「今日からダンスのレッスンをする」

「はい」

　今、グラントと共に学んでいるのはいわゆる〝淑女教育〟とは違うので、テーブルマナーと同じくらい大事なのはダンスのレッスンである。とにかくブライアンと夜会に行った時に貴族令嬢のように振る舞えることが最大の目標だ。

　そう言って二人で一階にあるホールにいったものの、グラントが眉に皺を寄せた。

「ああ、うっかりしていたな……」

　男性であるグラントは、淑女はハイヒールを履いて踊る必要があることを失念していたらしい。

「ヒールのある靴を履いたことはあるか？」

　アレクサンドラが眉尻を下げたのを見て、グラントは答えを察したようだ。

「だよな。まずはハイヒールに慣れなくてはな」

　グラントが女性の使用人に頼んで、アレクサンドラの足に合ったヒールの靴を用意してくれた。履いてみると、慣れない足には締めつけられるように感じた。

「立ってみてくれ」

「はい」

　アレクサンドラがゆっくりとソファから立ち上がった。

　最初はぐらぐらとしたようにも思ったが、立ってみるとそこまで安定感がないわけではない。

「歩けそうか？」

「多分」

　一歩足を踏み出すと、ヒールがかつん、と鳴った。

　カツカツ、と音を立ててアレクサンドラはゆっくり歩き始める。

　その様子を近くで見守っていたグラントが、指摘した。

「うん、悪くない。だがもう少しだけ背筋を伸ばして、それから顎を引いて」

「はい」

「そう、そのまま姿勢良く。いいぞ。もう少しだけテンポをあげて歩けるか？」

　言われた通りにしてみようと試みた。

　だが。

「──きゃっ」

「サーシャ！」

　脳裏のイメージに、身体がついていかなかった。

　バランスを崩し、ずるっと足を滑らせ前へ倒れかける。

　そこで横から力強い腕が伸ばされて、彼女を抱きとめてくれた。

（……あぶなかった……！）

　グラントがいなかったらどうなっていたか。

　アレクサンドラがぎゅっとグラントの背中につかまると、彼からシダーウッドのような香りがした。

（わ、私ったらこんなしがみついて……！）

「すみません……！」

　慌てて離れようとすると、グラントが彼女の姿勢を戻すのを支えてくれた。

「大丈夫か？」

「はい、ごめんなさい」

「いや、気にするな。少しずつ慣れていったらいい」

　彼を見上げて、アレクサンドラは息を飲んだ。

　思っているよりもグラントとの距離が近い。

　黒っぽい髪に、焦げ茶色の瞳。その瞳の中に、きらきらと光る薄い色素が散りばめられているのに気づいた。

（なんて綺麗なの……！）

　男性に対して綺麗という言葉はあてはまらないかもしれないが、アレクサンドラは素直にそう思った。

　しばらく魅入られたように彼の瞳を見ていたが、彼が顎を引いたのをみて、我に返る。

　アレクサンドラの頬にさっと赤みが差す。

（私ったらなにを……！）

「……離すぞ」

「……はい」

　グラントの手がそっと離れていく。その温かい手が離れていくのをアレクサンドラは惜しいと思ってしまった。

（仮初でも私はオークニール様の婚約者なのに……こんなことを思っていてはならないわ）

　彼女は心の中でそう呟いた。

　二人の間になんとはなしの気まずい沈黙が流れ、グラントが咳払いをした。

「サーシャ、足を挫いてはいないか？」

　何気ない口調だった。

「大丈夫です」

　アレクサンドラも何事もなかったかのように答えた。

（変な反応をして彼を困らせてはいけないわ）

　そう考えたアレクサンドラはそれからつとめて普通に振る舞った。

　ほどなくしてアレクサンドラはハイヒールを履いてもそれなりに歩けるようになった。一度コツをつかめば、そこまで難しいことではなかった。グラントは満足そうに頷き、次はダンスのレッスンをしよう、と言った。向かい合うと、グラントは少し考え込み、困ったように口を開いた。

「正直なことを言うと、俺はあまり自信がない」

「ダンスですか？」

「ああ、一応学んではいるのだが、実際に夜会で踊ったことがない」

「実際に夜会で踊ったことがない、ですか……？」

　夜会で貴族の側仕えが踊る機会など普通はありえない。だから本来であれば教養として知っているだけでも十分なのだ。

（今は側仕えをされていても、かつて貴族の出身でいらしたから……？）

　アレクサンドラは混乱していた。

　そんな彼女の様子を見たグラントが、口を開いた。

「実は俺の父親はオークニール伯爵だったんだ」

「え！」

　あまりにも衝撃的な事実だった。

　アレクサンドラは瞳を見開く。

「君の契約の婚約者である当主は俺の叔父にあたる」

「そうでしたか……」

　彼女は呆然として呟いた。

（何か事情はあるのかなとは思っていたけれど……！　確かに側仕えの方にしてはオークニール様と距離が近しい気は……でも、だとしたら本来はグラントさんがオークニール伯爵だったのでは……？）

　貴族の慣習に明るくないものの、アレクサンドラは素直にそう思った。

「驚いたか？」

　尋ねられると、アレクサンドラは素直に小さく頷いた。

「はい、正直に言えばとても驚きました。それに、オークニール様とあまり似ていらっしゃらないので思いもよりませんでした」

「似ていない？」

「ええ。まったく。オークニール様には一度しかお会いしていないので、確かなことは言えませんが」

「叔父は男ぶりだけはいいからな。似ていないのは自分でも分かっている」

　自嘲まじりの言葉に、アレクサンドラは首を横に振った。

「まさか、そんな意味ではありません！　むしろ逆です」

「え？」

　思わず拳をぎゅっと握ってしまう。

「正直オークニール様のお顔はよく覚えていないので、見た目に関してはなんとも言えないのですが、雰囲気が全然違います。グラントさんは優しくて、頼りがいがあります」

　グラントが今までにないくらいぽかんとした表情になってしまった。

（ああ、グラントさんを戸惑わせてしまったわ）

　アレクサンドラは勢いに任せて話したことを反省して、謝罪した。

「すみません。オークニール様と比較するつもりはなかったのです。私ったら、こういうところが淑女になりきれませんね」

　貴族女性だったらこんなあけすけな会話をしたりはしないだろう。だが彼は瞬きをしてから、前髪をかきあげた。

「いや……、それを言ったらそもそも俺が切り出した話題だし……」

「でも……私の答え方がよくなかったわけですし」

「俺が悪かった」

「ごめんなさい」

（私たちったら何を言い合って……！）

「俺たち、お互いに謝って何をしてるのだろうな」

「ふふ、そうですね」

　そう答えたアレクサンドラの目の前で、彼が口元を緩める。

（わぁ……!!）

　それまでずっとほとんど無表情なグラントしか見ていなかった彼女にとって、突然の笑顔はものすごい衝撃をもたらせ、ぽかんと口を開けてしまった。

「どうした？」

「な、なんでもありません！」

　まさか笑顔に見惚れてしまったとは言えず、彼女は慌てて首を横に振った。けれどどんどん顔が真っ赤になっていくのが自分でも分かる。

「だが、顔が真っ赤で──」

（やだ、恥ずかしい!!）

「こ、これはなんでもありません！　そろそろダンスを教えて下さい」

「あ、ああ……」

　なんとかグラントを押しきることに成功した。

　ダンスは、基本的に女性は男性のリードに任せる。彼女が覚えなくてはいけないのは、ダンスの時間を通しての振る舞いとそれからダンスの基本的なステップだ。

　まずはアレクサンドラがステップを一人で踏める必要があるので、グラントが手拍子をしながらそれを見守ってくれた。

「ワン、ツー、スリー……、そうだ、そうやってステップを踏む。視線は床に落としてはならない。相手の首元を見る」

「はい」

　数日すると、なんとかワルツの基本のステップは踏めるようになった。

「覚えるのが早いな……よし、今日からは俺が相手役をつとめる」

　グラントが彼女に手を差し出す。

「お嬢様、ダンスでもいかがですか？」

（ええっと、こう誘われたら……、令嬢は……）

　アレクサンドラは丁寧な仕草でカーテシーをした。

「喜んで」

　姿勢を戻した彼女は、ゆったりとした動きで彼の手を取った。

　なるべく貴族令嬢のような優雅な仕草を心がける。グラントが彼女の腰に手を軽くあてると、鼓動がひとつ跳ねた。どうしてもグラントの大きな手を意識してしまう。

（いけないわ、ダンスの練習に集中しなくちゃ）

　ホールの真ん中まで進むと、二人でワルツの姿勢を取った。彼の左手と彼女の右手が絡み合い、グラントの右手がアレクサンドラの背中に回る。

「始めていいか？」

「はい」

　グラントのかけ声でワルツのステップを踏み始める。

（合わせてくださっているわ！）

　グラントはアレクサンドラと呼吸を合わせて、同じタイミングで動いてくれている。またリードも自然で、ステップも完璧だった。

　夜会に出たことがないなどと言っていたが、完璧な貴公子のようだ。

　ワルツをしている間、相手の首元を見つめなければならない。グラントの首元を見つめると、喉仏が目に入る。それが男らしく、時々動くのをみるとどうしてかアレクサンドラは胸の奥が熱くなるのを感じた。

（ああ、この方は本来だったら、社交界で……）

　何があったかは分からないが今は使用人の真似事をしている。グラントがとても優秀であることは、アレクサンドラにだって分かる。彼の両親が亡くなることがなく、オークニール伯爵子息として社交界にデビューしていたら……きっと数多の貴族令嬢たちが彼とのダンスを望んだだろう。

　これだけ端正な容姿を持っているグラントのこと、婚約者になりたいと願う令嬢たちも間違いなく多かったはずだ。

　本来ならば、父が公爵だとしても庶子である自分と踊っているなどありえない。

（グラントさんとは……やはり生まれが違うのよね）

　そう思ったら、ずきんと胸が傷んだ。

　もともと自分はブライアンの契約の婚約者となるべくここにいる。しかるべき後にこの家を去る身でもある。そんなことは重々承知だったが──どうしてかアレクサンドラはグラントのことが気になって仕方ない。

（この手を離したくない……）

　彼女は思わずつないでいる手にぎゅっと力をこめ、それからすぐに緩める。

（私ったら何を……）

　彼女は密かにため息をついた。

　それからしばらくして、どうやら成果に満足したらしいグラントが彼女にダンスレッスンの終了を告げた。

「よし、じゃあ今日はこの辺で終わりだ」

「はい」

　アレクサンドラはそっと彼と絡めていた手を解いた。

「ダンスのレッスンは問題ないと思う」

　グラントがいつものように静かに言った。

「本当ですか？」

「ああ。そもそも叔父上と一回踊った後は、他の人とのダンスは断ってもいいだろう」

「かしこまりました」

「レッスンはこれで終わりだ。夕食は部屋に運ばせるからゆっくり食べなさい」

　グラントからの提案に、アレクサンドラは驚く。

（どうして？　いつもだったら一緒に食べるのに……？）

「……グラントさんがそうされたいなら従います」

「ああ。夕食を食べたら、今日はもう何も考えずリラックスして欲しい。忘れずに足のマッサージをするんだよ」

　何か粗相をしたのかと不安を感じていたアレクサンドラは表情を和らげた。

「お気遣いいただいてありがとうございます」

「ああ」

　それからグラントは一瞬黙り、続けた。

「明日から閨の教育に入る」

　はっとアレクサンドラは息を飲む。

「君が学びたくなかったら、断ってくれていい。叔父上には俺からうまく言っておく」

　それは優しいグラントらしい言葉だったが、アレクサンドラは首を横に振った。

「大丈夫です。グラントさんに迷惑をかけてしまいますから」

　しばらくしてグラントが、無表情のまま頷く。

「そうか。では……、とにかく今日はよく休んで。また明日、朝食の時に会おう」




　夕食後、自室に戻ったアレクサンドラは縫い物をしていた。縫い物は貴族令嬢の嗜みの一つとのことだが、元々アレクサンドラも好きだった。使用人に頼んだら、大きなキルト生地を準備してくれたので今はそれを使ってベッドカバーを縫っている。手を忙しく動かしていると、余計な考えごとをせずに済むのがいい。

　キルトに没頭しているとあっという間に就寝時間となった。

　寝支度をしてからベッドに入ると、アレクサンドラは息を吐いた。

（閨の授業って何をするのかしら。経験がないから……でも……ううん、今は考えない。グラントさんだったらきっと無理強いはなさらないわ）

　すっかりグラントへの信頼は増していた。

　ダンスレッスンの疲れもあって、ほどなくアレクサンドラは眠りについた。




　翌朝はすっきりとした目覚めだった。

　グラントに言われた通り足のマッサージをしてから寝たので、彼が心配していた筋肉痛もなかった。もとより花屋として朝から晩まで立ち働いていたアレクサンドラは頑丈なのだ。

　なるべく普段通りを心がけて朝食を共にした。

　もとよりカトラリーをそれなりに上手に使っていたアレクサンドラだが、グラントに指導されたおかげで、今ではすっかり貴族さながらの作法で食事をすることができるようになった。

「昨夜はゆっくり出来たか？」

「ええ。久し振りに本を開かずに過ごしました」

「何をしたんだ？」

　興味深そうに尋ねられ、アレクサンドラは微笑んだ。

「キルトを縫っていました」

「キルトを？」

「ええ」

　にこにこしながら答えると、グラントが目元を和らげてくれた。




　食事を終えるとグラントに誘われ、庭園へと向かった。天気がよく散歩にはうってつけの日で、グラントが庭にでると彼女に言った。

「今日はここでレッスンをしよう」

「庭でレッスンを……？　でも……」

　アレクサンドラはちょっと躊躇った。今日は閨の授業をするはずなのに。

「外のほうが気がまぎれるかと思ってな」

　ぽっとアレクサンドラの頬が赤くなった。

「うちの庭園は、他の貴族宅に比べるとそんなに広くはないが一応庭師を雇ってはいるから、そこまで見苦しくないはずなんだが」

　彼に言われて辺りを見渡すと、花壇に季節の花々が咲いているのが目に入り、アレクサンドラは思わず目を輝かせた。

（わ、こんな素敵な庭園は今まで一度も見たことがないわ）

　夢中になって周囲を見渡しているアレクサンドラに、グラントが声をかける。

「すまない。これからはたまには外に出よう。君は花が好きだものな」

　ぱっと彼を見上げた。

「え、構わないのですか？」

「もちろん」

「とっても嬉しいです！　ありがとうございます！」

　満面の笑みになってしまう。

　するとどうしてかグラントが視線を反らして、咳払いをした。

「……。たいしたことはない」

「でも本当に嬉しいです！」

　うきうきした気持ちで続ける。しばらくしてグラントがベンチを示した。

「ではそこに座ろう」

　グラントが貴族らしい作法で彼女のためにハンカチーフを敷いてくれ、アレクサンドラの手を取って腰かけさせてくれた。それから礼儀に則り、グラントは一人分をあけてから座る。

　それから彼はジャケットの内ポケットから一冊の小さな本を取り出した。

「君にこの本を読んでもらって質問をしてもらうのがいいかなと思っている」

　本の表紙には『淑女のための閨の作法の本』と書いてあった。

「貴族令嬢が輿入れ前に読む本だ。俺は黙っているから、ゆっくり読むがいい。分からない言葉があったら聞いてくれ」




　本は床入れの前の心構えから始まっていた。

（香水をふりかけるより石鹸で洗い立てる方が好ましい……ですって）

　直接的な内容ではないが、それでも未婚で未経験の自分には十分扇情的だった。それも近くにグラントがいる中で読んでいる。彼が微かに動くたび、小さく咳払いをするたび、アレクサンドラは彼の存在を意識した。

（これを……、私、グラントさんと……？）

　ブライアンやウルリスの口調からすると、床入れをすませていてもいいと言っていなかったか──。

（私……、私と、グラントさんが……？）

　普通だったら嫌気がさして当然だった。

　けれど、アレクサンドラの心に浮かんだのは──。

　そこへ正午の鐘が鳴り響き、アレクサンドラは、はっとして本から顔をあげた。

「もう昼だな。質問はないか？」

　グラントがいつものように静かな口調で言った。まるで彼が今まで一度も性的なことを考えたことない、清廉な存在であるかのように。

（私ったら……何を……）

　アレクサンドラは自分が自分で恥ずかしかった。先程脳裏に浮かんだ考えをなんとか頭の隅に押しやりながら、頷いた。

「はい、質問はありません」

「では今日はここまでにしようか。君を部屋に送っていくよ。俺はその後、叔父上の部屋に行かなくてはならない」

「承知しました」

　二人でゆっくりと庭園を歩きながら、屋敷に向かう。

「──あの」

「なんだ？」

「本がまだ途中なので、お借りしても構いませんか。先に私が読んでおけば話が早いでしょうから」

　グラントが隣にいるより、もっと理性的に読むことが出来るだろうから。そう考えての発言だったがグラントが珍しく鋭い視線で彼女を見た。

「嫌じゃないのか？」

　アレクサンドラは首を横に傾げた。

「嫌、と申しますと？」

　ぐ、とグラントが息をのみ、口元を引き締める。

「いや、なんでもない」

　彼らしくなくぶっきらぼうな返事だった。

（え、どうして……、どうしてご機嫌が悪くなられたんだろう……!?）

　アレクサンドラは内心焦った。

（閨の教本を一人で読みたいなどと言ったから、はしたないと思われたのかしら……）

　グラントはふいと視線を彼女から反らしてしまい、二人の間にはぎこちない沈黙が訪れた。屋敷の中でも黙り込んだままだったが、彼女の部屋の前でグラントがようやく口を開いた。

「その本は君が持っていてもらって構わない。また明日、続きをしよう」

　アレクサンドラはためらいがちに微笑んだ。

　グラントが去った後、アレクサンドラはソファに腰かけて本を読むのを再開したが、ちっとも内容が頭に入ってこない。しばらく我慢していたが、気分転換にお茶でももらってこようと思い立って立ち上がった。

　グラント以外の使用人も時折やってくるが、もともと平民出身のアレクサンドラは自分で動いたほうが気楽だ。屋敷の中で自由に移動することをグラントも禁止はしていなかった。

　そこでちらっとローテーブルに置いてある今日の母からの手紙が目に入った。

　グラントが約束してくれた通り、母からの手紙が毎朝届く。看護人のおかげで体調も落ち着いてきたらしい母の手紙を読むだけで心が休まった。アレクサンドラは一日あったことを夕方までに書いて、夜にグラントに渡す。すると翌朝母の元へ下男が届けてくれるのだ。

（お母さんなら、なんて言ってくれるかな）

　いまほど母の助言が欲しいと思ったことはない。

　でもさすがに庭園で考えていたことを手紙に書くわけにはいかない。アレクサンドラは小さく首を振ると、厨房へと向かった。




　厨房に向かう時、普段とは違いブライアンの部屋の扉が少し開いていることに気づいた。珍しいこともあるものだ、扉が開いていていいのだろうかなどと考えたその時、中からブライアンの大きな声が聞こえてきて、彼女は思わず足を止めた。

「来月に、ベッケル公爵が参加する夜会にもぐり込めそうだ」

「！」

　アレクサンドラの動悸が早まった。予想していたよりはずっと早い。

「あれの進捗はどうだ？」

「来月でしたら問題ないかと」

　いつもと変わらない落ち着いたグラントの声が応じる。

「そうか。ではウルリスに言って、彼女の夜会用のドレスを手配するか。最近はまともに贈り物も出来ていないからバルバラが拗ねたら面倒だな──まぁすべてつつがなく終われば、バルバラに宝石だってドレスだって買ってやれるんだが」

　グラントの返事はなかった。

　ブライアンがくつくつと笑っている声が響く。

「進捗が問題ないとなれば、ぼちぼち閨のレッスンをしているんだろう。もうあの娘と寝たか？」

　アレクサンドラは目を見開いた。

「ありえません」

　答えるグラントの声は明らかに硬かった。

「はは、堅物だな。私が許すから、寝たって構わないんだぞ。ベッケル公爵の落し胤とはいえ平民なのだから、お前にぴったりの相手とも言える」

「その言い方は、彼女に失礼です」

（……グラントさん……！）

　グラントの言葉に胸が熱くなった。

　だがブライアンははっと嘲笑するように笑っている。

「愚かだな。世の中はそんな綺麗事ばかりじゃまかり通らないぞ。ちゃんと仕事をしなかったら、あの娘もろともお前も処罰の対象だ」

　再びグラントが黙り込んだ。

「お前の両親が死んだ時、私が引き取ってやらなかったらどうなっていたか。その恩を忘れるなよ」

　それからブライアンの冷たい、切り裂くような言葉の羅列が続いた。

（なんて、ひどい……！）

　怒りが湧いて拳を握りしめたが、これ以上はここにいると立ち聞きがばれてしまうかもしれない。

　我に返ったアレクサンドラは足音を忍ばせてそこを立ち去った。

　そういえば最初からブライアンとウルリスは面白半分閨のレッスンについて言及していた。アレクサンドラやグラントが嫌がれば嫌がるほど喜ぶに違いない。嫌がらせとして閨のレッスンがどこまですすんでいるかを逐一確かめてきそうだ。

（閨の授業をちゃんとしないと、グラントさんも罰せられてしまうんだわ）

　そのことをあのグラントが分かっていなかったはずがない。

　それなのに嫌だったらしなくていい、と言ってくれた彼の優しさが沁みた。

（やはり出来る限り、頑張らなくちゃ。閨の授業だって頑張れるわ、私。まずは何かご気分を害してしまったようだからそれを謝罪しよう）

　そう心に決めたアレクサンドラだったが、その機会は予想よりも早く訪れた。

　普段は夕食の時間までグラントが彼女の部屋にやってくることはない。だが今日はどうしてか午後一番にグラントが彼女の部屋の扉を叩いた。

「どうされました？」

　驚きながら、彼を部屋の中に迎い入れた。

「もしかして母に何かありましたか……？」

「いや、違う。君のお母上には問題はない」

　グラントが否定してくれ、アレクサンドラは安堵した。

「実はベッケル公爵と会う手はずが来月には整いそうなのだ」

　グラントが単刀直入に切り出した。

「とはいえ君の貴族教育は問題ないところまではきていると思うからそこまで心配はしていないが、近い内にドレスを用意することになる」

　アレクサンドラは頷いた。

「ええ、承知しました」

「では、それだけ伝えに来たんだ。とりあえず心の準備をと思ったものでね」

　そのままグラントが踵を返そうとしたので、その背中にアレクサンドラは声をかける。

「あ、あの！」

「なんだ？」

　いざ謝罪するとなると、頭の中が真っ白になってしまう。

「あの……先ほどは……その、何か怒らせるようなことを言ってしまったのでしょうか……」

　適切な言葉が思い浮かばず抽象的な物言いになってしまい、自分の至らなさにまた身をすくめた。

　だがグラントはあっけにとられているようだった。

「怒らせるって君が、俺を？」

「はい」

　小さく頷くと、彼はますますぽかんとする。

「どうして？」

（ああ、もしかしたら私の勘違いだったのかも……!?）

「いえ……、気分を害されたように思いましたので。でも私の勘違いだったのですね。不躾なことを尋ねまして、大変申し訳ありません」

　アレクサンドラは頭を下げた。

　顔を上げると、グラントが少しだけ気まずそうな表情を浮かべていた。彼は片手で自分の顔下半分を覆うと、呟いた。

「申し訳ない……。君が悪いわけではない。俺の問題だった」

「……？」

「閨の教育について君がそこまで嫌がる素振りがなかったから、君にかつて恋人がいたと思ったんだ。それで勝手に俺が気まずくなった」

　グラントがそう早口で言いきる。

（え……？）

　今度はアレクサンドラが呆気に取られる番だった。

「私に恋人がいたことはありませんが……？」

　彼の瞳にさっと何かの感情が流れたが、それは瞬く間に消えてしまう。

「俺が未熟者のせいで、そんなことまで言わせてすまない」

「ううん、大丈夫です。別に恥ずかしいことではありませんもの」

　アレクサンドラは微笑んだ。

「閨の本をお借りしていいのかと尋ねたのは……、グラントさんにご迷惑をおかけしたくないと思ったからです。私に教えるのはお嫌でしょうから」

「そんなことは、ない」

　だがアレクサンドラは大丈夫と言わんばかりに首を横に振った。

「普通は女性が女性に教えるものでしょう？　それがお役目で仕方ないとは言え、男性のグラントさんが私に教えるなんて気まずく思われて当然です」

　どうしてかグラントが呻く。

「そうではない」

「とにかく私、気にしていませんから」

　アレクサンドラはそれで話を切り上げようとしたがグラントが思わず、と言わんばかりに口を開いた。

「経験がないから気まずいということはあるが、君に閨の作法を教えるのが嫌なわけではない！」

「え……？」

「だから本当に俺の問題なんだ。君に気を遣わせてしまって申し訳ない」

　再び謝罪したグラントの顔は少し強張っていた。

（なんですって……、グラントさんも経験が……ない!?）

　散々ブライアンとウルリスが彼のことを童貞だと揶揄していたが、趣味の悪い冗談かもしれないとも思っていた。だがそれに関しては真実だったようで、心の中がぱあっと明るくなり、まるで花が咲いたかのようだった。

「……グラントさんも？」

　彼に経験がないのがどうしてこんなに嬉しいのか、その理由を考える前に言葉が出る。

「え？」

「グラントさんも、私と同じで経験がない……？」

「そうだ」

「良かった……嬉しい」

　自分が好意を抱いている男性が、まだ誰とも付き合ったことがない。そのことがこんなに嬉しいだなんて。

　彼女が囁くと同時に、グラントがその焦げ茶色の瞳を丸くして、それから目元に力をいれた。そうして彼はそのままアレクサンドラを引き寄せ──彼の唇が彼女の唇に押し付けられた。

「──ッ」

　がちっと音を立てて歯があたり、かなり痛かった。

　彼が慌てて彼女を離すと、顔を覗き込んでくる。

「すまないッ……」

　しかしアレクサンドラは微笑んだ。

「ううん、大丈夫です」

　それよりも嬉しかった。

（だけど、私はオークニール様の仮初の婚約者になるのだから──これはあくまでも閨のレッスンじゃないといけないわ……）

　彼女はテーブルの上に置いてある閨の作法の本に視線を送った。

「はしたないと思って欲しくないのですが……、挨拶のキスを試してくださいませんか？」

　グラントが一瞬真顔になり、それからすぐに頷く。

「分かった」

　挨拶のキスはまず手からするのが普通だ。それも男性から女性へがほとんどだ。例外もあるけれど、それは高貴な身分の女性が望んだ場合だけで滅多にない。

　彼女は手を差し出して、あることに気づいてぎゅっと握りしめた。

「どうした？」

「手袋をしておりません」

　部屋で一人でいたのだからそれは当然だが、さすがにグラントに直の手を握らせるのは申し訳なかった。特に彼女の手は長年の酷使のせいで荒れているから余計に。

「気にするな。俺もしていない」

　躊躇うことなくグラントは彼女の手を取った。お互いの手の温かいと感触を直に感じる。

「でも私の手は綺麗ではないので……お恥ずかしいです」

「恥ずかしいなんて思う必要はないよ」

　グラントの声は優しかった。

「でも……手袋を今すぐにつけますから──」

　だがそこで、グラントは問答無用と言わんばかりに彼女の手にキスを落とした。

「大丈夫だ。君の手は働き者の手だよ」

「──ッ」

（グラント、さん……！）

　胸がいっぱいになったアレクサンドラはそれ以上何も言えなくなる。

「さあ続けよう」

　グラントが促し、手をつないだまま立ち上がった。

　二人の顔が近づいて、グラントは右頬に小さくキスを落とし、それから続いて左頬にキスをした。彼からはシダーウッドの香りが漂う。

（ああ、彼が私に……）

　うっとりとした思いで、彼女はグラントを見つめた。

　それからグラントは引き寄せられるように彼女に顔を近づけ、唇をそっと奪った。

「甘いな……」

　グラントの微かな呟きが漏れる。それから二人は初めての口づけに没頭した。軽く、甘く、まるで齧るかのように。そうやって夢中でお互いの唇を堪能する。

（グラントさん……グラントさん……！）

　グラントが唇を離した時、アレクサンドラの身体からは力が抜けていた。ふらっとする彼女をグラントが抱きとめてくれる。

「すまない、大丈夫か!?」

　彼に顔をのぞきこまれる。

「大丈夫、ですけ、ど……息が……ッ」

　息も絶え絶えと言わんばかりにアレクサンドラが言うと、グラントが指摘した。

「ああ、鼻でしないといけないらしいぞ。本に書いてあっただろ？」

「書いてあっても……実践は初めてですから……」

　彼も初めてだろうに、どうしてグラントはできるのだ。思わず恨みがましく彼を軽く睨む。

　彼は余裕綽々のようにみえ、自分ばかりが翻弄されているようだ。

「では……俺とキスをして慣れよう──君が嫌だったらしないが」

　アレクサンドラは顔を真っ赤にした。

「……嫌では、ないです」

「良かった」

　そう呟くと、グラントが再び彼女の唇を奪った。




　翌日、閨のレッスンの前に彼が渡してきたのは小さな丸い陶器の箱だった。

「これは、なんでしょう……？」

「保湿クリームだ。手に塗るといい」

　彼女がぱっと視線を上げると、グラントはやはり真顔だった。けれど少しだけ頬に朱が走っている。

「良かったら使ってくれ」

　昨日手が荒れている事を気にしていたアレクサンドラへの贈り物だった。

（やっぱりグラントさんは優しい……！）

　彼女はぎゅっと箱を握りしめると、お礼を言う。

「ありがとうございます！　大事に使わせていただきますね……！」

　グラントは照れたのか、ぞんざいな感じで手を振ってこの話題を終わらせる。

「ああ。じゃあ、閨のレッスンの続きをしようか」

「はい！」

　頷いて彼を見上げると、グラントは我慢できないとばかりに、彼女に挨拶のキスを落とした。

　それからアレクサンドラはグラントとキスを交わすようになった。

　朝から、夜まで。何度も何度も。

　キスをする度に彼との距離が近くなったように感じて、アレクサンドラは毎回口づけに夢中になってしまう。口づけも日々深く、濃いものへと変わっていく。

　たくましい身体に引き寄せられ、口づけを交わすこと以上の幸せなんてこの世にはないかもしれない、とまで思うこともある。

　どこかで自分はブライアンの仮初の婚約者なのだからこんなに夢中になってはいけない、と律している。だがこれは閨のレッスンで、うまく乗り切らないとグラントがブライアンに罰せられるのだとも思う。

　アレクサンドラはそれ以上深く考えることを自分に許さなかった。




　口づけを交わすようになってから、ある変化が起きた。最初は庭園に出て閨の教育について話していただけだった。やがてそれが閨の教育について話さなくなっても、グラントの空いた時間に庭園で散歩をするようになった。また天気が悪い日に一度お茶を共にしてから、散歩の後にお茶をするのも習慣化したのだった。

　グラントとの会話は尽きなかった。

　親しくなってくれば余計に、彼の良さが際立つ。真面目で、少し頑固ではある。だが彼は自身が痛みを知っているから、人への眼差しが優しい。

　そう、彼は痛みを知っている。

　アレクサンドラの母と話を彼は喜んで聞きたがるが、自分の両親の話はほとんどしない。

　きっと両親との別れが、彼の人生の岐路だったのだろうとアレクサンドラは考えていた。




　その日はブライアンが珍しく朝から出かけていったので、庭園での散歩の後に共に昼食を取り、そのまま応接間に移動してお茶を共にした。

　グラントに望まれて、街での思い出話を披露することとなった。

「それでそんなタイミングで母が冗談を言うので、みんなで笑って……。母は本当に明るくて、楽しい人なんです」

「ああ……、そのようだな」

　グラントは一旦手元にある紅茶を眺め、それから視線を上げる。

「我が家も母はそうだった。いつでも笑っていた。父は幾分生真面目で気難しい人だったが、母が笑うと最後には父も微笑んでいた」

　アレクサンドラは瞬いた。

　グラントが自身の両親について話すのはこれが初めてのことだった。

（私に聞かせてもいい、と思ってくださったの……？）

「素敵なお母様だったのですね」

「ああ。我が家の両親は仲が良かった。両親が生きていた頃は俺ものんきだったと思う」

　グラントは再びそっと視線を落とした。

「亡くなったときは俺もまだ子供だったし、とても悲しかった。だが流行病のせいだからこればかりは仕方がなかったのだ、と考えるようにしている。運命だったと……」

　言葉にならず、彼女には頷くことしかできなかった。

「でも両親はオークニール家を残してくれた。家督は叔父のものになったが、俺はこの屋敷を守っていきたいと思っている。彼らの名前を残していきたいんだ」

（だからどんなに辛い目にあわれても、オークニール様を支えていらっしゃるのだわ……）

　彼を励ましたい、とその一心で口を開く。

「グラントさんならばどんなことでもやり遂げられると思いますわ」

　グラントが彼女に向かって頭を軽く下げた。

「サーシャ、ありがとう。話すと、なんだか気持ちがすっきりするものだな」

「私で良ければいつでもお聞きしますわ」

　見つめ合う二人の間になんともいえない空気が流れた。

　自分でも頬が少し赤らむのが分かった。これは最近度々二人の間に感じる濃厚な雰囲気で、彼女は決して嫌ではなかった。だがグラントは違うようで、彼はこんな雰囲気になるとそそくさと席を立ってしまう。

　今日も彼は残っていた紅茶を急いで飲み干した。

「では俺はそろそろ行くよ」

「はい」

　グラントが立ち上がったので、アレクサンドラもそれに従う。

「そういえば保湿クリームは肌に合ったか？」

　尋ねられ、彼女はぱっと顔を輝かせた。

「はい！　毎晩塗らせていただいています。フローラルな香りがしてお気に入りで──よろしければご覧ください、手が随分綺麗になりました」

　礼儀に反すると思いますけれど、と断ってからアレクサンドラは右手の手袋だけを外した。その手を差し出せば、グラントがその手を掴み、ためつすがめつしている。彼の手はアレクサンドラの手に比べると、よほど大きくてごつごつしている。

「本当だ。随分すべすべになった」

「ええ。自分の手ではないみたいです。グラントさんにはなんとお礼を言ったらいいのか──」

　グラントが引き寄せられるようにその手にキスを落とした。

「！」

　アレクサンドラは今度こそ顔を真っ赤にして口をつぐんでしまった。

　グラントは身を起こすと彼女を引き寄せ、唇を奪う。

　最初の日は呼吸が出来なくて倒れかけてしまったアレクサンドラも今では彼に身を預けられるようになった。口づけは自然と熱を帯び、やがて舌を絡め合う深いものになる。

　彼女がぎゅっと彼に抱きつくと、グラントの身体が震えた。

　そこでグラントがぱっと顔をあげ、アレクサンドラから少しだけ距離を取った。

　突然解放されて、まだ息が整わない。荒い呼吸の合間に彼の謝罪を耳にした。

「すまない」

　アレクサンドラは何度も首を横に振った。

「閨の練習だというのに、夢中になってしまった」

「……ええ」

（でもそれは、私も……）

「俺はここで──」

　言いかけたグラントが突然黙りこんだ。

『グラントはまさか接吻だけで終わらせていないだろうな』

（あの声は……！）

　ブライアンとウルリスが笑いながらこの部屋に向かっているようだと気づき、アレクサンドラも身をこわばらせた。

『ちゃんと出来てなかったらどうするんだ？』

『そりゃ罰を考えなきゃな。水責めでも鞭打ちでもいいな』

　どこまでが冗談でどこまでが本気か分からない。

（グラントさんが、私のせいで怒られちゃう……！）

　咄嗟にアレクサンドラは彼を引き寄せた。

「お願い、もっと、してください」

　耳元に囁くと、抱きついている彼の身体がさっと熱くなったのを感じた。

「私は大丈夫ですから……！」

　グラントが口元をさっと引き結び、頷いてから彼女を抱き上げてベッドに押し倒した。

「サーシャッ……！」

　彼がのしかかってきて、唇を奪われる。

「んっ……、ふっ……」

　声がもれてしまい、恥ずかしくなる。だが、ブライアンたちに聞かせた方がいいのだと思って、アレクサンドラはその恥ずかしさに耐えた。

　彼の手がおずおずと彼女の乳房の上に置かれ、ゆっくり動かされる。

「あっ」

　服越しの接触だったが、アレクサンドラはびくんと震えてしまった。すると彼が手をぱっと離したが、大丈夫、と口の動きで続けた。

　微かに頷いた彼の手が戻ってきて、躊躇いがちにそっと乳房をなぞる。

　貴族令嬢のような何層にもなっているドレスではないため、彼の手の動きを如実に感じた。

「んっ……」

　乳首を掠めたときに彼女が思わず声をあげると、グラントが再び手を離そうとした。

　アレクサンドラはその手を掴むと、再度自分の胸に置いた。

「『閨の練習』ですから、どうぞ、もっとしてください」

（これは、グラントさんのためだもの）

　覆い被さっている彼の背中に両手を回して抱きつく。グラントの身体がぴくりと震えた。

「……、すまない」

「……！」

　グラントの手が彼女のスカートをたくし上げて、中に入ってくるとゆっくりと太腿を撫で上げられる。

「あっ……」

　薄いストッキングを履いているだけだから、彼の手の熱さを感じる。それから、骨張った彼の手の大きさも。

　アレクサンドラは彼の顔を引き寄せ、その唇を求めた。グラントの唇がすぐに彼女のそれを蹂躙し始める。

　その間も彼の手は彼女の太腿を熱心にまさぐっている。

「ん、っ、あっ……」

「……サーシャ……」

　キスの合間に、彼の掠れた声が響くと、アレクサンドラの奥がじゅんと濡れた。

「気持ちいいか……？」

　グラントに尋ねられ、彼女はうんうんと頷く。

（ああ、もっと触って、欲しい……）

　アレクサンドラは熱に浮かされつつある頭でそんなことをぼんやり思った。

「──！」

　太腿に、彼の固くなっているものが押し当てられていることに彼女は気づいた。

（グラントさんも、興奮している……!?）

「……っ、申し訳ない！」

　グラントが気づいたのか、さっと身を起こそうとした。そんな彼を彼女は咄嗟に引き寄せる。

「お願い、もっとして」

　ねだるように呟くと、グラントの瞳にけぶるような熱が灯った。

「だが……怖くないか？」

「ええ」

　アレクサンドラの顔色を真剣に見下ろしていたグラントが、しばらくして囁いた。

「サーシャ、触るぞ……？」

　彼の手がそっと彼女の秘密の場所に忍びこむ。

「下着の上からでも濡れている……良かった」

　彼の指がこすりあげるように上下の動きをすると、待ち望んでいた刺激にアレクサンドラは声を上げた。

「あっ、あん、あっ……」

　布地の上からの愛撫がもどかしい。

（ああ、もっと、もっと欲しい……！）

　グラントを見上げると、頬に赤みが差し、彼がとても興奮しているのが伝わってきた。

　彼女はグラントを引き寄せ、再び深いキスを交わした。舌を絡めあいながら、ぴったりとくっつく。

　彼女の秘所に、グラントの硬いものが押しつけられる。お互いに着衣のままで、布越しだというのに、興奮のあまり身震いした。

「んっ、ん……グラント、さん……！」

「サーシャ……！」

　グラントの荒い息と、情欲に満ちた声にますます気持ちが高まる。

　だがその時──ノックもなしに扉が開けられた。

　突然水をかけられたように二人はぴたっと動きを止めた。

「おやおや、おやおや……邪魔してしまったかな!?」

　楽しそうなブライアンの声が響き、続いて彼らがずかずかと部屋に入ってきた足音がした。

「ノックくらい……してください……！」

　グラントがそう言いながら、さっと姿勢を正し、アレクサンドラも一緒に起こしてくれる。それから彼はベッドから滑り降り、二人から彼女が見えないよう目の前に立ち塞がってくれた。アレクサンドラはその間に身なりを整えると、自身もベッドから降りた。

「なんだ、服を着たままか」

　ブライアンがつまらなそうに言った。

「閨の授業なのですから、当たり前でしょう……？」

「堅苦しすぎるな。そんなんじゃもてないぞ」

「甲斐性なしだな、グラントは」

「童貞だから仕方ないか」

　ブライアンたちは楽しそうに笑っているが、アレクサンドラには何が面白いのかちっとも分からない。

「お願いですから、もう出ていってください……！」

　グラントが唸るように告げると、ブライアンとウルリスは視線を交わして、肩をすくめた。

「まぁグラントが閨のレッスンをそれなりにしているって分かっただけ良しとするか」

「ちゃんとしとけよ？　そのうち服も脱いでいいんだからな。あ、服の脱ぎ方を教えてやろうか？」

「カーヴェイの手にかかったら令嬢なんてすぐに服を脱がされてしまう」

「それはオークニールもそうだろう」

　二人は下品なことを言い合って、満足したのか部屋を出ていった。扉が閉まると、グラントは大きなため息をつく。

「すまなかった」

「いいえ、いいえ、いいのです」

　決してグラントのせいではない。それからグラントはアレクサンドラを見つめて、口元を引き締めた。

「それから、ありがとう。君のお陰で助かったよ」

（ああ……）

　グラントの表情を見て、アレクサンドラは胸を締めつけられるように思った。

　彼の顔に浮かんでいたのは諦めと孤独感。

（私が、私で良ければ、癒やして差し上げることができるのならいくらだって──）

　だがそこで自分の立場を思い出し、無理やりその思いを押しやったのだった。







四章 Ｓｉｄｅ グラント








　そして運命の日がやってきた。




　ウルリスを通してブライアンがベッケル公爵との面会を取りつけたのは、とある侯爵邸で開かれる夜会だった。

『あの娘の母親の名前を出せば、すぐに話が通ったらしい』

　ブライアンはほくほく顔だった。彼は全くアレクサンドラには興味がなく、今夜もバルバラを迎えにいき、二人で侯爵邸に向かうという。

『ちゃんとまともな格好をして連れてくるんだぞ。あの娘が変な行動をしたら後でお前を罰するからな』

　とグラントに言い置き、鼻歌交じりでブライアンは出かけていった。

　今夜グラントはブライアンのではなく、〝謎の令嬢〟アレクサンドラの従者として夜会に赴く。

　ブライアンを送り出したグラントは短い息を吐いた。

　今夜すべてが決まる。

　ということは、アレクサンドラとの別れも近いということだ。

　グラントはアレクサンドラと出会う以前のことを思い出した。




（またか）

　ソファの上にひっくり返り、大口を開けてだらしなく眠りこけているブライアンを見下ろしながら、グラントはそうひとりごちた。よれよれになったシャツはほぼはだけ、それ以外は何も着ていない状態だ。まだ三十五歳という若さながら日頃の不摂生がたたって、たるんだ体の持ち主である。

　部屋の中には生々しい匂いがたちこめていて、思わず鼻をつまみたくなる衝動を我慢した。

（換気をしなくては）

　だがとりあえずは主君を起こすことのが先決だ。グラントはカーテンを開けてから、振り返る。

「叔父上、もうすぐ昼です。起きてください」

　そう声をかけても、いびきしか返ってこない。グラントは仕方なく部屋の中を片付け始めた。酒瓶や空になったグラス、それから──。

　昨夜もお楽しみだったらしい。精を吐き出した身体を拭いたのか、ぐしゃぐしゃになった布がそこかしこに落ちている。

（昨夜は叔父上が向かったのは、メティオ家の夜会だったな。そこで出会った女性か……この様子では貴族ではないな）

　ブライアンの相手をしたであろう女性の姿はもうここにはない。ということは事が終わった後に自分で帰宅したということだ。貴族女性であればそんな振る舞いをしないだろうから、相手はきっと──。

（使用人か、平民の女性を連れ込んだか、娼婦か……くそっ、いい加減にしてくれ）

　後始末はすべて自分にふりかかってくる。憂鬱になったグラントは奥歯を噛み締めた。

（俺が、あの時子供じゃなかったらこんなことには……）

　十年前、グラントの両親が流行病で相次いで亡くなった。普通であれば家督はグラントが受け継ぐのだが、彼がまだ未成年だったため、叔父であるブライアンがグラントの後見人となった。

　当時グラントが十三歳、ブライアンは二十五歳だった。

　グラントが成人すると同時にオークニール伯爵となるはずだったが──ブライアンが画策してオークニール伯爵の座を自分のものにしてしまったのである。

　気づいた時には遅かった。

　そしてグラントにとって運の悪かったことに、当時のブライアンはまだ若く、また容姿に恵まれていたため社交界でもそれなりに人気があった。またオークニール伯爵家があまり有力な貴族でなく、弱小貴族の家督の行く末など多くの人たちにとっては注目するべきことではなかった。

　まだ幼すぎたグラントでは到底太刀打ちできなかったのだ。

『私がしっかりオークニール家を盛り立ててやる。兄上もそれを喜んでいるだろう。大丈夫、心配するな。お前の面倒はちゃんとみてやるから』

　満面の笑みを浮かべてブライアンにそう告げられた日のことを、グラントは一生忘れないだろう。呆然としていたグラントに向かって、ブライアンは更に言い放った。

『お前は私の従者にしてやる。家を放り出されないだけ、ありがたく思え』

　唖然としているグラントを置いて、ブライアンは夜会に出かけては酒、女、賭け、と淫蕩の限りを尽くしていた。

　領地をもたないオークニール家にとって、主君が愚かであることは命取りでしかない。グラントが成人した頃には、彼の両親が堅実に守っていた財産はほとんどブライアンに食いつぶされた後だった。

　それからグラントが執事として、また従者としてオークニール家を取り仕切り、かろうじてなんとか乗りきっているのが現状である。

「叔父上、起きてください」

「んっん……もう無理だ……」

　未だ夢の中にいるのかブライアンが寝言のようなものを呟く。グラントは一際大きな声で呼びかけた。

「叔父上、起きてください！　ミッテルハム家のご令嬢から便りが来ていましたので確認していただきたいのです」

「んむむ……バルバラか……」

　ようやくのそりとブライアンが起き上がると、大あくびをしながら腹をかいた。そしてすぐに、おええ、とえづいたような声を出す。

「おい、水を……寄越せ……」

「今、お持ちします。まずは顔を洗ってきてください」

「うーッ」

　止める間もなく、ブライアンがその場で盛大に戻した。

　グラントは遠い目をするしかなかった。




　ブライアンに清潔な服を着せ、汚した部屋を片付け、それから換気もした。ブライアンが更に酒を飲もうとするからそれを宥めて、水を与える。

　そこでようやくブライアンが少しだけましな風体になったので、件の手紙を手渡す。

「バルバラが怒っているようだ」

　バルバラ＝ミッテルハム男爵令嬢はブライアンの恋人である。化粧が濃く、常に胸の谷間を見せつけるようなドレスを着ているような令嬢ではあるが、少なくとも娼婦ではない。放蕩すぎる私生活を体現しているかのようにブライアンの恋人は短期間で入れ替わる。誰とも長続きせず、二十代の頃に比べると現在の相手は〝ふさわしい〟令嬢ばかりだ。今やグラントは、ブライアンの相手は貴族であれば誰でもいい、と思うようになっている。

「──と、申しますと？」

「浮気者だのなんだのなじっている。くそ、自分だって愛人を囲っているくせに」

（どちらもどちらだ）

　グラントは内心の呆れを顔に出さないように注意しながら、水のおかわりをついだ。

「バルバラにこれ以上拗ねられると面倒だ。おい、街に行って花を手配してくれ。そうだな、あいつの好きな薔薇か、なければ薄紅色ならなんでもいい」

「かしこまりました」

　これも日常茶飯事のことだ。贈り物さえしておけば女性の機嫌を取れるとブライアンは考えている。金銭的にまったく余裕のないオークニール家を取りしきっているグラントとしては、花を一輪送るのも惜しいくらいだというのに。

　けれど、バルバラから花が届かなかったとブライアンがなじられたら面倒なことになるのは火を見るより明らかだ。

（仕方ない、街の花屋に足を運ぶか）

　しばらくしてブライアンが昼寝をし始めた。

　おそらく午後いっぱい眠るのだろう。ため息を隠してグラントは、主君の言いつけ通り花束を手に入れるために街へ出た。




　馬車はあるにはあるが、オンボロでしかも一台しかない。だからグラントはどこに行くにも歩いていく。

　街の中心部まではそこまで遠くなく、また今は春先で天候が穏やかなのが幸いだ。グラントは何年も着ている薄手のコート姿で黙々と目的地に向かって歩く。しばらくすると、目当ての花屋に到着した。

「……今日はついていないな」

　今度こそグラントは深いため息をついた。

　花屋は店主の急用により臨時休業だった。

　この花屋は、質のいい花を安価で提供してくれるのでグラントは度々利用しているというのに。

（だが休みなら仕方ない。どこか他の花屋を探そう）

　しばらく歩いて、グラントは息を飲んだ。

　向かいの通りの端の野ざらしのスペースで、バケツに入った花々を売っている女性がいた。小柄な、ほっそりした体躯で、ゆるくウエーブした美しい金色の髪は一つに束ねられている。

　地味なグレイのワンピースに白いエプロンをしている彼女が、お客に向かって微笑む。

　その柔らかい笑みを見た瞬間、今度こそグラントの息が止まった。

「……！」

　どくどくと鼓動が高鳴る。馴染みのない自身の反応に、グラントは狼狽していた。彼はコートの上から自分の心臓の上に手を置き、息を整えた。

（どうしたんだ、俺は……？）

　しばらくして少し動悸が落ち着いた頃、グラントは我に返った。

（そうだ、花屋じゃないか……！）

　らしくないことに自分の目的を忘れかけていた。グラントは何気ない風を装って、女性に向かって歩いていった。

　どうしてかぎくしゃくして、足が震える気がした。

　近くなれば近くなるほど、彼女に視線が釘付けになっていく。

　グラントが足を止めた時、ちょうど客が途切れたところだった。彼女がはっとしたかのように、目の前に立ったグラントを見上げた。

　美しい金髪の髪は、春の光に反射して煌めき、零れそうな大きな瞳は薄い蒼い色。すっと通った鼻筋と、常に微笑んでいるかのような柔らかな印象を与える口元。ふっくらとした唇から、どんな声が紡がれるのか聞いてみたい。

　庶民であることは間違いないのに、どこか高貴さすら感じられる上品な印象を与える女性だった。

　じっと顔を見つめるグラントに対し、女性も視線をそらせないかのように彼を見つめていた。まるで二人の間に見えない火花が飛び散ったかのようだった。緊張感を孕んだ空気はしかし、女性が瞬いたことによって終わりを告げる。

「……ッ、いらっしゃいませ」

　まるで軽やかな鈴が鳴ったかのような可愛らしい声だった。そしてグラントも自身が彼女を食い入るように見つめていたことに気づき、小さく咳払いをした。

　それから彼女に花を買いに来たことを伝える。

　女性のための花を、と告げ、それから考える間もなく自分の主人のための買い物だ、と訂正していた。

　彼女が説明してくれる花は聞いたことのない名前ばかりだったし、正直ブライアンのために手配しているものだからそこまで興味はない。だが彼女が熱心に語る口調が愛らしくて、グラントは真剣に耳を傾けた。

　そして彼女はセンスが良かった。出来上がった花束は期待以上で、グラントは舌を巻いた。

「ありがとう、とても満足だよ」

　これならばバルバラも満足してくれるのに違いない。すぐに屋敷に戻り、料理長お手製の焼き菓子と共に届けよう、とグラントは思った。

「ありがとうございます」

　ほんのりと頬を染める女性がとても愛らしい。立ち去り難く、気づけばグラントはつい自分のために一輪見繕ってくれ、と頼んでいた。

　彼女に見つめられ、グラントは少しだけ顎を引く。

　男性としてはあまり大柄な方ではない。黒髪に、焦げ茶色の瞳。若い頃からブライアンの世話に明け暮れているせいか、実際の年齢よりも上に見られることが多い。だが見苦しくない程度には身なりを整えているつもりだ。

　普段、自分のことを女性がどう思おうが気にならないはずなのに、一体自分はどうしたというのだろう。

　彼女はしばらくして、にっこりと笑った。

「スズランはどうでしょう？」

「スズラン？」

「はい」

　彼女のほっそりした手がバケツから一輪のスズランを取り出した。

「〝貴方が幸せになりますように〟」

　グラントはぽかんとして彼女を見下ろした。

「俺が……なんだって？」

「〝幸せになりますように〟、です。スズランの花言葉です」

　彼女はにっこり微笑むと、スズランのお代はいらないと受け取ることはなかった。




　グラントはオークニール邸に戻ると、まず自室にスズランを飾った。コップに水を入れ、スズランをそこへ差す。無機質な自分の部屋には似つかわしくないくらいの可愛らしさだ。だが、この可愛らしさが花屋の彼女を思い出すのにぴったりだった。

（〝貴方が幸せになりますように〟……か）

　しばらく可憐な花を眺めていたが、自分のするべきことを思い出し、花束を手に自室を出ていった。




　それから街に出る度にグラントは、花売りの女性の姿を目で探すのが日課となった。会話を交わすことはなかったが、彼女を見かけるとどうしてか心が浮き立ち、いない日は落胆する。彼女の存在は、毎日が何の面白みもなく過ぎていくグラントにとって、唯一といっていいほどの喜びとなっていったのだった。





　☆






（本当に、もう後がない……）

　グラントは受け取ったばかりの手紙をぐしゃりと握りつぶした。

　この手紙はオークニール家の弁護士からで、いよいよ資金がつきかけているから、家が取り潰しになるかもしれない、という最後通牒だった。グラントがどれだけ賢く資産の管理をしていても、それを上回る勢いでブライアンが浪費していく。なおかつブライアンの素行が悪いせいで、婚約者すらいない。

『持参金目当てで平民あがりの令嬢と結婚するのが一番手っ取り早い方法でしょう』

　弁護士が親切に書いてきている解決策こそが難題だった。

（叔父はきっと拒むだろう）

　自堕落なブライアンだが貴族としての矜持だけは無駄に高い。婚約者が平民であれば相手が誰であれ拒むのに違いない。だが〝まともな貴族令嬢〟が、ブライアン＝オークニールに嫁ぐことはないだろう。

　となれば待っているのはオークニール家の断絶だ。

　グラントはぐっと両手を握りしめ、ぎりりと歯を食いしばった。

　グラントはもちろん、ブライアンのためにここまで心身を削っているのではない。彼は彼の両親のために、オークニール家を取り潰さないように必死なのだ。

（何か……、何か手立てはないか）

　そこへグラントは、この前ブライアンの従者としてある侯爵家の夜会に参加したときに、噂話を聞いたことを思い出した。

　それはとある公爵の落し胤が平民として街で暮らしているというものだった。貴族子息たちが熱心に語っているのを、グラントは聞くとはなしに聞いていた。ブライアンもその場にいたが、酒を煽るばかりだったから、会話には興味がなかったようだ。

『ベッケル公爵は自分の娘だとは表立って認めない代わりに、結婚した後は財産を与えるといっているらしいな』

『なんだって？　平民の娘を我慢さえすれば、大金が手に入るってわけか』

『大金かどうかは分からんがな』

『名前はなんというのだ？』

『それがはっきりしたことは分かっていないらしい。アレクサンドラ、とかなんとからしい』

『名前だけは貴族に負けないな』

『違いない』

（その女性を探し当てれば我が家は救われるのでは……!?）

　ベッケル公爵家は、王都でも名の通った大貴族である。当主であるフランツ＝ベッケルは多情であることも知られており、落し胤はおそらくその娘一人ではないだろう。跡継ぎ問題に絡まないように、裏で大金を払うことは予想がつく。

（貴族であることは代わりはないし……、付け焼き刃でも貴族らしく振る舞えるように教育さえすれば、なんとかなるのではないか）

　一瞬名案が浮かんだように思ったが、彼はすぐに首を横に振った。

（……俺は、欲に目が眩んで、なんということを）

　アレクサンドラがどんな女性か分からないが、現在平民として平穏に暮らしているのであればそれが一番であろう。それがこちらの勝手な事情に巻き込み、騙しうちのように貴族教育を施すなんて──相手には何の益もないではないか。

　しかも相手はあのブライアンである。

　相手を大切にしないのは当然として、そもそも一体何をしでかすのか分からない。

（不幸せになると分かっていて、その女性を探すわけにはいかない。両親に顔向けができないような選択をしてはならない）

　グラントの両親は、清廉潔白で、愛情深い人物だった。子供であるグラントにも厳しくも愛情をたくさん注いでくれた両親だった。両親に対して、恥ずかしいと思えるような人生は送りたくない。

　けれど死に物狂いでなんとかしなくては、と自らを奮い立たせるには、あまりにもブライアンは甲斐性のない主人だった。

（いずれはオークニール家は取り潰しになるだろう……）

　グラントは暗い気持ちで静かに覚悟を決めた。

（不甲斐ない……。だがその時には両親の墓の前で謝罪しよう）





　☆






　ブライアンの生活が改まることもなく、今夜も彼はまた夜会に出かけていった。止めても聞きもしないから、もはや諦めている。

「賭博だけはお気をつけください。我が家にはもう──」

「金がないっていうのだろ、分かっている」

　だらしなくタイを締めたブライアンに玄関口で声をかけたが、横柄な口調で切り捨てられる。

（分かっている人間の行動とはとても思えないが）

　諦めの境地で、主人の後ろ姿を見送る。以前は従者として夜会に共に行っていたが、グラントが行動を制限することに気づいたブライアンは違う従者を連れていくようになった。ブライアンの言うがままになる、まだ若くて気の弱い青年だ。

（また女性を連れ込まれるのは勘弁だ）

　今夜はブライアンの帰りを寝ずに待つことにした。

　自室に戻って、書物机の燭台に火をつける。

（ああ、スズランが……）

　あれから一ヶ月ほどが経過しているが、こまめに世話をしていたらスズランは長く咲いてくれていた。それが今夜、ついに萎れてしまっている。

　グラントはスズランを眺めながら、自然と花屋の女性の笑顔を思い浮かべていた。彼女との短いながらも心温まる会話を思い出していたら、居ても立ってもいられない心持ちになった。

（明日、彼女の店に花を買いに行こう）

　オークニール家の経済状況を思えば少しの贅沢も避けるべきなのは分かっているが、それでもグラントはそう決意した。




　ブライアンは翌朝帰宅した。へべれけに酔ってはいたし、白粉や香水の匂いをさせてはいたが、とにかく一人で帰宅した。千鳥足のブライアンを寝室に送り込むとようやく肩の荷が下りた。

　それから従者に確認を取ったのだが、驚くことにブライアンは賭博の類も控えていたらしい。

「本当か？」

　信じられなくて尋ねると、従者はおどおどと頷いた。

「カードルームで女性たちを侍らせてはいました。その……、そういう、女性たちを」

　小声で付け加えられたが、それはグラントにとっては驚きでもなんでもない。従者が少しでも安心するかと頷いてみせた。

「それは想定内だ。そうか、じゃあカードをしていただけだったんだな？」

「基本的には。あとは、カーヴェイ男爵とずっと話し込んでいました」

「……カーヴェイ男爵、だと？」

　思わず眉間に皺が寄った。

　ウルリス＝カーヴェイ男爵は、若い頃からのブライアンの悪友で、悪知恵が働き、狡猾な人物だ。そしてウルリスは貴族たちに〝そういう女性〟の斡旋を裏でしていて、そのせいで何度ブライアンが〝そういう女性〟と深みにはまったのか分からない。別れ話の折に高額の宝石や慰謝料を請求されたこともある。その度に尻を拭ってきたのはグラントだ。何度ウルリスと付き合うなと頼んでも、ブライアンは聞く耳をもたない。

「はい。内容までは俺は聞けませんでしたが、落し胤がなんとかって言っていました」

（落し胤……、ベッケル公爵家のか？　噂話に興じていたのだろうか）

　従者をねぎらい、下がらせた。深いため息をついたグラントが街に出かけることができたのは夕方になってからだった。

　残念ながら時間が遅かったのか、またはいい花が手に入らなかったのか、彼女の花屋は開いていなかった。閑散としているその場所を見ると、思っている以上に落胆した。

　スズランを眺める時間は、今となってはグラントにとって癒やし以外の何物でもなかった。

　だがこればかりは仕方ない。

（また日を改めて行くことにするか）

　そう気持ちを入れかえ屋敷に戻った。

　翌日まさかの再会をすることをその時のグラントは知る由もなかったのである。




　アレクサンドラとの再会は心底仰天した。

　まさか、ベッケル公爵の落し胤が彼女だったなんて──。

　事情を聞けば、彼女には病床の母がいるらしい。その母のために覚悟を決めたアレクサンドラの話を聞いているうちに、グラントは心を動かされていた。

（自分の身を投げ売ってでも、お母上を助けてあげたいのだな……）

　両親が亡くなってから長らくどんなことでも動かされることがなかったグラントの感情が揺さぶられた。

（ちゃんと彼女を、何事もなく母親の元へ戻してやりたい）

　自分がうまく立ち回れば、ブライアンやウルリスから身を護ってやることができるはずだ。グラントはそう決心した。




　いざ貴族教育を始めてみると、自分では謙遜していたが、アレクサンドラは優秀な生徒だった。まるで真綿が水を吸い込むように、みるみる様々なことを学んでいった。もともと彼女の言葉遣いは下品なところがなく、それはきっと公爵家の使用人だった母親が教え込んだのに違いない。

　出来る限りのことをしようと、彼女の母親に看護人をつけ、手紙のやり取りをできるようにした。それだけでアレクサンドラは喜び、お礼を言ってくれる。彼女が喜んでくれるたびに、もっと喜ばせてやりたくなる。最初は庇護欲のようなものだったが、彼女と過ごす時間が長くなるにつれ、その想いが少しずつ変化していくのを感じていた。

　ずっと側でアレクサンドラを見守っていたい、と。

（……俺みたいな男が、何を思って……）

　その度に、彼は自分を戒める必要があった。
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　アレクサンドラと過ごすようになってしばらくしてのことだ。

「あれの進捗はどうだ？」

　ブライアンがタイを締めながらグラントに尋ねた。

　今夜はこれからまた知り合いの貴族の家で開かれる夜会に出席するのだという。ブライアンはアレクサンドラという切り札を得たことですっかり油断して、以前より増して夜遊びや賭け事に興じるようになった。

（まだ何も形になっていないというのに……）

　ベッケル公爵がアレクサンドラを実子として認めなかったらどうするつもりなのだろう。何一つ確定しないのに放蕩な遊びに耽る叔父は愚かだと苦々しく思う。

　そしてアレクサンドラの名前すら呼ばない彼に反吐が出る。

　だがいつものように内心の憤りは顔に出さないように気をつけ、つとめて淡々と答えた。

「順調です。テーブルマナーはあらかた学びまして、今は実践の中で学んでいる途中ですが概ね合格点かと」

「そうか。手づかみで食事をするようなことはないならそれでいい」

　馬鹿にしたような口調でブライアンが言った。

（彼女がそんなことをするわけないだろうが）

　鼻を鳴らしたくなるのを我慢しながら、グラントは口を開く。

「それからこれからダンスのレッスンを始めます」

「それは必要だな。足を踏まれるようなことがあってはならない」

　ふんふんと鼻歌を歌いながら、最後の仕上げとばかりに香水を自身に振りながらブライアンが頷いた。

（気が進まないが、自分で彼女の仕上がりを確認するか聞いたほうがいいんだろうな。そうしないと逆に興味を持つだろうから）

　ブライアンの性格は重々承知だ。

「ご自分で確かめになられますか？」

　予想通りブライアンが雑に答えた。

「いや、必要ない。俺は忙しいのでね」

　グラントは口をつぐんだ。

　ブライアンがアレクサンドラに全く興味がないのは不幸中の幸いではある。

「ベッケル公爵に会える見込みがついたらまたお前にも伝える。とにかく出来る限り彼女を貴族令嬢に見えるように仕立て上げろ」

「かしこまりました」

　無表情で答えるグラントに対し、ブライアンが念を押す。

「閨の授業も忘れるなよ？」

「……忘れてはおりません。段階を踏んで、そちらもするつもりです」

　ふん、とブライアンが鼻を慣らした。

「平民じゃなかったら私がしてやってもいいが──いくら半分は貴族とはいえ、半分は平民の血が流れているから汚らわしい。やはりお前がしろ」

　グラントはぐっと歯を噛み締めた。

（気が向けば娼婦とでも火遊びするくせにこんな時だけ貴族ぶって……！）

　ブライアンは上機嫌で続けた。

「そういえば今夜はバルバラに会う。この屋敷に来てもらってもいいが、今は〝私の婚約者〟がいるから、外に行くことにした。明日の昼頃に帰る」

「承知致しました」

　グラントは無表情で礼をした。礼をしながら、この叔父に従うしかない自分に絶望に似たものを感じていた。




　グラントの毎朝のルーティンは決まっている。

　冷たい水で顔を洗い、髭をそる。服は数種類の組み合わせから選んで着る。主人であるブライアンは基本的にいつも昼まで寝ているが、念の為彼の部屋に向かって様子をうかがう。ブライアンは寝ている間に邪魔されることを嫌うので、部屋の中が静かであれば去る。そのまま仕事に向かい、一日が始まる。

　最近はアレクサンドラと朝食を共にするという日課が加わった。

（平常心を忘れるな）

　何しろ今日は彼女と閨の勉強をするのだ。

　ブライアンとウルリスによるグラントに対する嫌がらせのようなものだ。大体が、男性の自分が女性の彼女に閨の授業をするなんて、ありえない。

（だが全くしていないということになったら、確かにそれはそれで後で面倒なことになりそうだしな）

　あれだけの器量だから今までにも恋人がいたことがあったかもしれない。けれど平民と貴族では閨の作法が違うだろう。

　悪ふざけをしたブライアンが彼女にその辺りを尋ねないとも限らない。グラントが嫌味を言われる分には全く構わないが、アレクサンドラに気まずい思いだけはさせたくない。

（閨の作法の本を彼女に読んでもらって……分からないところだけを説明すればいいか……。そもそも実技を教えろ、などと彼女の前で口にするなんて叔父は本当に紳士の風上にも置けないな）




　庭園に出て、ベンチに並んで腰かけた。本を渡すと、彼女は真面目な顔でそれを読み出す。ぱらり、と彼女の細い指がページを繰っていく。夜会に出るとなると、彼女にまともなドレスを買わなくてはならないな、とグラントは考えた。今はその場限りの、華やかとは言い難いドレスを着ている。

（正装したらとてつもなく美しくなるだろうな。男どもの視線を集めるだろう）

　その姿を思えば、グラントの胸はちりっと灼けた。

　そこへ正午の鐘が鳴り響いた。

　アレクサンドラが本から顔をあげて、数回瞬きをした。

「もう昼だな。今日はここまでにしようか。質問はなかったか？」

　声をかけると、彼女はゆっくりと頷いた。

「はい」

「では今日はこの辺りにしておこうか。君を部屋に送っていくよ」

　昼過ぎなので、グラントはこれからブライアンの部屋に行かねばならない。

「かしこまりました」

　彼女を立ち上がらせ、腕につかまらせる。

　歩き始めるとすぐにアレクサンドラが声を上げた。

「──あの」

「なんだ？」

「本がまだ途中なので、お借りしても構いませんか。先に私が読んでおけば話が早いでしょうから」

（なんだって……？）

　グラントは考える前に、言葉にしてしまった。

「嫌じゃないのか？」

　アレクサンドラが首を横に傾げる。

「嫌、と申しますと？」

　きょとんとしている彼女を見ていると、本当に意味が分からなかったようだ。

（閨の作法について知っても嫌じゃないということは──やはり経験があるのだろうか）

　先ほどは彼女にはかつて恋人がいてもおかしくないと思っていたグラントだったが、今度は確かに嫉妬の炎が自分の心の中に燃え上がるのを感じた。

　アレクサンドラにかつて恋人がいてその男と寝たことがある、と思えばそれだけで胸がきしきしと痛む。

（だから、俺にはその資格がないと分かっているのに……！）

　気持ちが昂ぶりすぎて、彼はふいと視線を彼女から逸らすことしかできなかった。




　それからアレクサンドラから歩み寄ってくれ、彼女もきっと自分を憎からず思ってくれているのだろうと感じた。閨のレッスンだと嘯うそぶき、キスを交わすようになるとますます彼女への執着が強くなる。だが、グラントは一線を越えないように自分を律し続けた。

　そしてアレクサンドラとの会話は彼を癒やしてくれた。

　彼女は愛らしかった。

　見た目もそうだが、考え方が優しくてどこかおっとりしている。だからアレクサンドラと話すと、日頃の疲れが癒やされるような気すらした。

　最初は彼女の容姿に目を奪われたのかもしれない。けれど、今ではそうではないとグラントは考え始めていた。

　『貴方が幸せになりますように』

　そう言ってスズランを差し出してくれた彼女の優しさに惹きつけられたのだ。

　アレクサンドラは屈託なく、自分と母親の話を口にした。

　彼女は母親に大切にされ、愛されて育ち、そして自分も母親を愛していた。嘘偽りなく、アレクサンドラは愛を知っている人だ。そんな彼女に知ってもらいたくて、お茶の席で今まで誰にもしたことがない自分の両親の話をしたのだ。

　彼がした身の上話をアレクサンドラは優しく受け止めてくれた。

「話すと、なんだか気持ちがすっきりするものだな」

「それは良かった。私で良ければいつでもお聞きしますわ」

　見つめ合う二人の間になんとも形容し難い空気が流れた。

（しまった。また彼女に甘えてしまった）

　これは最近度々感じる特別な雰囲気で、グラントはその度に飲み込まれないように自分を律する必要があった。

　後ろ髪をひかれるが、仕事に戻ったほうがいいかもしれない。

「では俺はそろそろ行くよ」

「はい」

　慌てて残りの紅茶を飲み干したグラントが立ち上がると、アレクサンドラもそれに従った。

「そういえば保湿クリームは肌に合ったか？」

　尋ねると、彼女はぱっと顔を輝かせた。

「はい！　毎晩塗らせていただいています。フローラルな香りがしてお気に入りで──よろしければ見てください、手が随分綺麗になりました」

　礼儀に反すると思いますけれど、と断ってからアレクサンドラは右手の手袋だけを外してくれた。差し出された右手をグラントはまるで宝物であるかのように恭しく手に取る。

「本当だ。随分すべすべになった」

「ええ。自分の手ではないみたいです。グラントさんにはなんとお礼を言ったらいいのか──」

　握った手からふわりと花と──彼女の涼やかな香りが漂ってきてグラントは引き寄せられるようにその手にキスを落とした。どうしても、抗えなかったのだ。

「！」

　ぱっと見上げると、アレクサンドラが顔を真っ赤にして口をつぐんだところだった。

（かわいい）

　グラントは身を起こすと彼女を引き寄せ、唇を奪った。

　ちゅ、ちゅと音を立てて彼女の甘い唇を味わう。口づけは自然と熱を帯び、やがて舌を絡め合う深いものになる。

　グラントはアレクサンドラをかき抱きながらキスを交わす。

（ああ、彼女を離したくない──）

　彼女の両手で自分の背中にまわされていることに気づくと、頭がかっとなった。途端に自分の猛々しいところへ血が回るのを感じて、彼は我に返った。

（だめだ、このままでは本当に抱いてしまう──！）

　ぱっと顔をあげると、アレクサンドラから少しだけ距離を取った。まだ息が整わず、荒い呼吸の合間に謝罪を口にする。

「すまない」

　アレクサンドラは何度も首を横に振った。

「閨の練習だというのに、夢中になってしまった」

　アレクサンドラを見下ろしているうちに、もう一度口づけをしたい衝動にかられる。口づけだけではなく、本当は彼女を──。

　彼はぎゅっと瞼を閉じた。

（グラント＝オークニール……、落ち着くんだ）

　二、三短く息を吐くと、彼は目を開けた。

　そこには可憐なアレクサンドラが瞳を潤ませて彼を見上げていた。

（どうかキスだけは許して欲しい）

　そう思って、グラントは再び彼女の唇を奪ったのだった。

　自分の腕の中に永遠に彼女を閉じ込めておきたい、と願いながら。




　彼はそこまで思い出して、我に返った。

（……俺はなにを……、全て片がつけば、サーシャは自由になれるというのに）

　彼はそう思い、踵を返して彼女の部屋に向かった。







五章 両親の真実と、愛の告白








　アレクサンドラは鏡に映る自分の姿を眺めた。

　以前に比べると血色が良くなり、顔色も随分明るくなったと思う。それに何より、グラントへの仄かな思慕が後押しをしていた。

　最初の印象通りグラントはどこか心を閉ざしている。

　けれどアレクサンドラには親切で、細やかな気配りをしてくれていて。

（それから──）

　彼女はそっと自分の唇に指をあてた。

　少しずつ親しくなるにつれて、グラントは彼女に心を見せてくれるようになった。思っていた以上に彼の置かれていた環境は過酷なように思えた。ブライアンに家督を奪われ、それでも彼は両親のために暴君である叔父に仕え続けている。

　憤りや哀しみをすべて飲み込み、グラントは淡々と生きていた。そこに至るまでにどれだけの葛藤や苦しみがあっただろう。

　だからこそアレクサンドラは他ならぬグラントのために出来ることがあればなんでもしたい。

　キスを交わすようになったのは、閨の教育のためかもしれないが、アレクサンドラには夢のような一時で──いつしか彼女は彼に愛してもらいたいと願うようになっていた。けれどアレクサンドラは父が公爵だったとしても所詮は平民で、今は従者であるグラントは由緒ある伯爵家の嫡男だった人だ。身分が釣り合わないだけでなく、グラントはオークニール家を守らないといけないのだから、妻を娶ることなど考えていないのに違いない。アレクサンドラは彼の進む道の障害になりたくはなかった。

（とにかくグラントさんのために、出来る限りのことをするわ）

　彼女が決意を新たにした時、ノックが響いて扉があいた。

「サーシャ、そろそろ準備はいいか？」

　グラントが入ってきて、アレクサンドラは振り返った。

（わあ……！）

　彼女は目を瞠った。

　いつものシンプルな服装でも十分素敵だが、侯爵家での夜会に赴くため従者の正装をしているグラントはとてつもなく凛々しく見えた。

　しばらく彼に見惚れていたアレクサンドラは、グラントが彼女を見つめたきり黙っていることに気づいて途端に不安になった。

（何かよくなかったかしら……？　取り立てておかしいところはないと思ったのだけれど）

　彼女はさっと自分のドレス姿を見下ろして、それからおそるおそる視線を上げた。

　そこでグラントが我に返ったように瞬きした。

「すまない。あまりにも綺麗だったから……」

　彼は未だに食い入るように彼女を見つめている。

「誰にも見せたくないな……」

　思わずこぼれだした、と言わんばかりの囁きだった。

（えっ……!?）

　アレクサンドラの頬に朱が走り、そんな彼女を見てグラントの視線が和らぐ。最近自分を見る彼の眼差しに柔らかさが加わったと感じているが、気のせいだろうか。

　グラントが歩いてきて、彼女の手を取る。

「アレクサンドラ様、では参りましょうか」

　彼はそう呟き、手袋の上からそっとキスを落とした。
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　アレクサンドラにとってはオークニール邸でも十分すぎるほど立派だったが、今夜の夜会の会場である侯爵邸は信じられないくらい豪華絢爛だった。彼女は思わず後ろを振り返り、数歩下がってついてきているグラントを見てしまった。

　今夜彼はアレクサンドラの従者として付き従っているので、エスコートはしてもらえない。無意識の行動だったが彼の茶色の瞳と視線が合うと、自然と落ち着いた。

（大丈夫、大丈夫……グラントさんがいてくれるわ。それに彼に迷惑をかけないよう……うん、頑張れる）

　自分に言い聞かせると、彼女は姿勢を戻した。顔をあげ、背筋を伸ばして、歩き始めた──貴族令嬢のように。

　最初はハイヒールでまともに歩けなかったけれど今では問題ない。コツコツ、規則正しく音を立てて、大広間に向かっていく。

　ある男性は彼女を見てハッとしたような表情になり、その隣にいる女性が顔をしかめて彼の脇をつついた。そして大概の通りすがる人たちが、アレクサンドラに興味津々な様子だったり、怪訝そうな表情を浮かべている。

　何度もグラントと打ち合わせた通りの手はずで、ブライアンを探す。露出の高いドレスを着た女性をまとわりつかせて、酒を飲んで大声で笑っている彼は目立っていたからすぐに見つけられた。

　ブライアンの隣にはウルリスもいた。

　周囲の貴族たちはそんな彼らをなんとなく遠巻きにして眺めているようだ。

（グラントさんの叔父様とは思えないわ）

　内心でそんなことを思ったが、顔には出さないように気をつけてブライアンの元へと歩いていった。最初ブライアンは彼女が誰か気づかなかったようで眉根にしわを寄せたが、それが驚愕の表情に変わる。

　ウルリスの口もぽかんとあいていた。

「君か！」

　そういうなりブライアンは持っていたワインを隣にいた女性に押しつけた。呆気にとられた様子の女性には目もくれずにブライアンがアレクサンドラの前に歩いてきた。

「無事に来られたんだね？」

　今までとはあまりにも違う様子に戸惑いつつもアレクサンドラは頷く。ブライアンはにやにやと笑いながら、彼女の頭から足元まで視線を上下させた。

　胸のあたりに一際じっとりとした視線を感じて、ぞぞっと背筋が凍った。

「思っていたのと全然違う。これならその気になる」

　下卑た笑顔に虫唾が走ったが、アレクサンドラはつんと顎をあげることによってなんとか貴族令嬢らしく対応することができた。

「これは失礼──お手をどうぞ、お姫様」

　くくっと笑ったブライアンの差し出した手に、自分の手を重ねた。

　これからワルツを踊る。一曲──そう、一曲だけ我慢したら終わる。

　ワルツを踊るべく大広間に向かう時、ちらりと壁際を見るとグラントが見守ってくれているのが分かった。




「どんな魔法を使ったんだ？」

　踊りながらブライアンが尋ねる。

　ブライアンは独りよがりな性格そのもののダンスで、自分勝手なリードばかりで合わせにくかった。彼のタイミングで手を引っ張られたり、強い力でターンをさせられた。

（グラントさんとは全然違う）

　グラントはダンスの名手ではないかもしれないかもしれないが、彼女のことを気遣いながらリードをしてくれた。だから息がぴったりで、彼女はステップをひとつ踏むのも楽にできた。

　顔を近づけて話されると、ブライアンの息は酒くさく、正直に言えば鼻をつまみたくなるくらいだった。

「魔法ですか？」

「ああ。見違えたじゃないか──ほら、周囲のやつらを見てご覧。みな、よだれを垂らしながら君を見ているぞ。だが残念だが君は私のものなんだがね」

　自信たっぷりに言ったブライアンの鼻孔がふくらむ。

　アレクサンドラは契約上の婚約者ですけれども、と否定したくなる気持ちを精一杯我慢して口をつぐんだ。ダンス中とはいえ誰が聞いているか分からない。

　ブライアンがあれこれ話しかけてきても、アレクサンドラは微笑むだけに留め、この苦痛な時間をなんとか乗り切ることだけを考え続けていた。




　ようやくワルツが終わり、ブライアンから解放される──と思いきや、彼は彼女の背中に手を回したまま離そうとしない。

（なんで……？）

　困り果ててグラントを視線で探したが、彼は壁際に立ったままで動かなかった。それはそうだ、今日の彼は従者なのだから。が、彼女の様子に気づいたのか、グラントが動いて二人の元へやってきた。

「お呼びですか」

　彼はあくまでも従者の体で身を低くかがめた。

「呼んでいない」

　とブライアンが手を振って下がらせようとしたが、アレクサンドラは頷いた。

「人酔いしたみたいで気分が悪いの。外に連れて行って下さる？」

　ブライアンがお気に入りのおもちゃをとりあげられた子供のような表情になった。

「だったら仕方ないが……では私が──」

「オークニール！　今ならベッケル公爵が時間を取ってくださるそうだ」

　そこへウルリスの声が割り込み、アレクサンドラは息を呑んだ。





　☆






「ドロテアによく似ている」

　この家の当主である侯爵が気を利かせて客間を用意してくれ、そこに通された。ブライアンはグラントを置いていきたがる素振りをみせたが、最終的に彼も必要だなと思い直したらしい。

　ソファに腰かけたベッケル公爵は、思っていたよりも若々しい端正な顔立ちをしていた。年の頃とすると、五十代後半だろうか。母がまだ四十代に入ったばかりと思うと、年齢差がかなりある。

（この方が……私の、お父さん……）

　けれどアレクサンドラにはやはりどうしてもしっくりこなかった。

　ベッケル公爵が二、三頷いた。

「それが何よりの証拠だが、他人の空似ということもある。ただ、ネックレスを持っているとのことだったが」

「はい、こちらに」

　アレクサンドラは前に進むと、外したネックレスをベッケル公爵に手渡した。

「ああ、これは確かにドロテアに私が渡したものだ。困ったらいつでも私のところへ来いと言っておいたのに、彼女はついぞやってこなかったな」

　その口ぶりにはどこか未練と無念さが感じられた。

「ドロテアはネックレスを扱う時に何か注意点を言っていなかったか？」

　アレクサンドラは一瞬首を傾げたが、すぐに母の伝言を思い出す。

「母は、ネックレスを念入りに磨くようにと申していました」

　ベッケル公爵が口元を緩めたので、この答えが正解だったと知った。

　彼はジャケットから出したハンカチで、ネックレスを丁寧に拭く。どういうからくりか、裏側にぼんやりと文字が浮かび上がった。

（あ……！）

　ベッケル侯爵はその文字に目を落とすと、一つ頷いた。ベッケル公爵がアレクサンドラにネックレスを差し出したので、彼女はそれを受け取った。

「お前を私の娘と認めよう」

「──！」

　アレクサンドラがネックレスをぎゅっと握りしめるのと、背後でブライアンが大きく息を呑んだのは同時だった。そのブライアンをベッケル公爵がじろりと見やった。明らかに軽蔑した眼差しで、おそらくベッケル公爵はブライアンの悪評をよく知っているのに違いない。

「ただお前の婚約者がオークニールだと聞いたが、それに関しては私は認めるわけにはいかない」

「なんですって!?」

　素っ頓狂な声を上げたブライアンを、ベッケル公爵が胡乱な目つきで見た。

「オークニールの評判を私が知らないとでも？」

「ですが公爵……！」

　焦ったであろうブライアンが余計なことを話し出す前に、咄嗟にアレクサンドラは口を開いた。

「オークニール様はオークニール様でも、私のお相手はオークニール様ではなく、グラント様です」

「は？」

　ブライアンが出した間抜けな声は、ベッケル公爵に無視された。

「そうなのか」

　ベッケル公爵の視線がブライアンの背後で控えているグラントに注がれる。

「グラント様は、先のご当主のご子息なのです」

　アレクサンドラが付け加えると、ベッケル公爵の表情があからさまに和らいだ。

「ああ、先の……。彼らの悪い噂は聞いたことがなかったな。それにこの青年はいい目をしている。ふむ。それであれば話は変わってくる」

　そこでベッケル公爵が、ブライアンに退出するように命じた。

「え、私が、ですか……？」

　あまりにも状況が変わったためか戸惑ったブライアンがそう言うと、ベッケル公爵が目をすがめた。

「飲み込みが悪い男は好きではない。私は、娘と、その相手の青年と話をしたいのだ」

　ベッケル公爵がはっきりそう言葉にすると、ブライアンは瞬時に青ざめた。

「僭越なことを申し上げました。では私はこれで」

　ブライアンが頭を下げると、一瞬だけグラントを睨んでから退出した。

「ああ、ようやく汚れた空気ではなくなった」

　ベッケル公爵はため息をつき、アレクサンドラとグラントにソファに座るように促した。

　対面にあるソファに二人が並んで腰かけると、ベッケル公爵が切り出す。

「ドロテアは息災か？」

「は、母は……」

　アレクサンドラが言いよどむと、ベッケル公爵は察したようだった。

「そうか。彼女は我慢強いからな。何しろ私の援助はいらないと言って、屋敷を出ていって本当に二度と戻らなかった」

　その口ぶりはあたかもベッケル公爵が何度もアレクサンドラの母を引き止めたかのように響いた。

「母が、ですか？」

「ああ。聞いていないのか？」

「はい、何も。母からは父は由緒ある立派な家柄の人で、だから一緒になれなかったのだと聞いて育ちました。母は決して父……貴方のことを悪く言うことはなかったので、そうなのだろうなと疑ったことはありません」

「ドロテアらしい」

　ベッケル公爵が息をついた。

「社交界では私が種馬のごとく噂されているのは知っているがね、これでも愛人が鈴なりなわけではないのだよ。それに妻にも愛人がいて、それぞれの人生を楽しく生きているわけだ」

　貴族の、特に高位貴族ではよくあることなのだろう。公爵は淡々としていたし、決して言い訳がましいわけでもなかった。

「それまで愛人とは付かず離れず、その場を楽しむだけのものだった。婚姻関係を脅かす想いを抱いたことなどなかった──ドロテアに出会うまでは」

　母の名前に、アレクサンドラは目を見開いた。

「最初はただの使用人だったが、ある日妻の目に止まった。妻はドロテアの聡明さを大いに気に入って、平民だったが側仕えに取り立てた。側仕えにすれば忠実で、誰よりも熱心に働いた。そんなドロテアに私は一瞬で心を奪われてしまったのだ」

　ベッケル公爵がアレクサンドラを見つめた。

「本気だったよ、私はひと目でドロテアに恋に落ちた。初恋を知ったばかりの若者のようにドロテアにすがって、そして──振られたんだ」

「え？」

　アレクサンドラが思わずそう呟くと、ベッケル公爵は情けなさそうな、しかし愛しい人を眺めているかのような眼差しで遠くを見た。

「奥様に申し訳ない、その一点張りでね。まったくもって彼女が正しい。だが恋に溺れていた私は卑怯な手を使ったんだよ」

　ベッケル公爵夫人にすべてを話して、ドロテアを自分の側仕えにしたのだ、と彼は言った。

「使用人の彼女には否と言えない、卑怯な手段だろう？　だが必死だったのだ」

　ベッケル公爵夫人は呆れながらも、何があっても自分と離縁することを考えず、また公にしないのなら、と認めたのだという。

「ドロテアを手に入れるために、使えるものはすべて使った。やがて彼女も根負けして私に応えてくれるようになった。ああ、あのときは本当に幸せだったな」

　ともすれば雇い主の公爵が無理強いをしたかのような話だが、母を知っているアレクサンドラには分かっていた。母も公爵のことが好きだったのだと。

（だってお母さんは一度だって〝お父さん〟のことを悪く言ったことがなかったもの）

　それだけではなく、母の口ぶりには父への思慕があふれていた。きっとベッケル公爵は母を口先だけではなく、とても大事にしたのだろう。

（ああ、両親の間には……ちゃんと愛があったのだわ）

　しかしやがて事態は大きく動く。

　母がアレクサンドラを妊娠したのだ。

「ドロテアが懐妊したと知った時、本当に嬉しかった。愛した女性との間の子供はこんなにも嬉しいものかと驚いたくらいだ。だが……」

　それからベッケル公爵は、アレクサンドラを真っ直ぐ見つめながら訥々と語り始めた。

「どれだけ可愛くても、お前を正式な娘として迎え入れることはできなかった」

　アレクサンドラは頷く。

　公爵の立場を考えれば、もちろん私生児としてしか育てることはできなかっただろう。

「だが私は、どんなことがあっても自分の手元で育てると決意していた……だが、しばらくしてドロテアが私の元を去る決断をしたと告げたのだ」

　そこで公爵の顔が歪んだ。

「ドロテアが公爵家を出ていく、と言い張った日はただの悪夢だった」

　もちろんベッケル公爵は母を引き留め、考え直すようにと懇願した。しかし母の決意は固く、また公爵夫人に申し訳ないの一点張りで話し合いは平行線を辿るばかりだったのだという。最終的に公爵は、せめて二人の愛の結晶である子供だけでも面倒を見させてくれ、と頼み込んだ。

　けれど母の決意は翻らず、公爵邸を出て行ってしまったのだという。

「ドロテアは、理解していたんだ。私よりももっと、妻のことを」

　公爵が力なく呟いた。

　愛人を容認していた公爵夫人も流石に母が懐妊したと聞いて心穏やかではなかったらしい。それまでベッケル公爵がどの愛人のことも妊娠させたことがなかったから尚更だ。かつて公爵夫人の側仕えだった母は自分と子供が将来どんな目に合うか理解していた。母は冷静に対処し、ただただ自分のするべきことをしたのだ。

　生まれてくる子供はベッケル公爵家とは一切関係がないという書類を公爵に用意させ、それにサインをした。必ず奥様にその書類についてお伝えください、と念を押されたという。

「そんな書類はいらないと私は何度も言った。……だがそれを伝えたときの、妻の顔といったら……。そう、ドロテアが正しかった」

　公爵はアレクサンドラをじっと見つめた。

「最後に支度金として十分な金と、それからネックレスを渡した。そのネックレスを持ってくればいつでも私は会うと話した。ドロテアは、娘が会いたいと言えば、それを阻むつもりはないと私に約束した。そのやりとりを誰か使用人が聞きつけ、噂話として流したのだろう」

　アレクサンドラは母との会話を思い出した。

　ベッケル公爵が父だと知り、それが真実かと母に尋ねると、何も隠さずに認めてくれた。

　そこにためらいはなかった。それは至極母らしい腹のくくり方だとアレクサンドラは思った。

　そしてきっとそんな母だからこそ公爵は惹かれたのかもしれない。

　公爵は深いため息をついた。

「しばらくは彼女を追えていたんだが、ある時ドロテアが急に消えてしまって。まだお前が生まれる前だった。それこそ突然、あっという間に消えてしまった。必死で人を使って探したが、どうやって隠れたのか、ついぞ見つからなかった。それさえなければ窮状をいつだって助けてやれたのに」

　おそらく公爵は嘘などついていないだろう。立場的に表立って動けなかったのを彼は悔やんでいるようだ。

「あれから愛人はいない。誰のこともドロテアのように想えないのは分かっているからな」

　公爵が力なく呟いた。

　彼はたった一人で過去の恋を抱えて生きてきたのだ。

　母と同じように。

「すまない。昔話をしてもお前にはつまらないだろうね」

「そんなことはありません」

　アレクサンドラが首を横に振ると、ベッケル公爵が微笑んだ。

「そういう優しいところはドロテアを彷彿とさせるな。それで、こうやって私に会いにやってきたのは結婚の支度金のためとオークニールが言っていたが、それは真か？」

　アレクサンドラは頷いた。

「はい。ですが支度金というより、実は……母の治療費に充てたかったのです」

　母への想いを聞いた後だから、真実を話すことにもう躊躇いはなかった。

　それを聞いたベッケル公爵がソファを立ち上がった。

「なんだと!?　重い病なのか!?」

「いいえ。グラントさんのお陰でお医者様にも診ていただけたのですが、幸い重い病ではなかったようです。それにグラントさんが看護人もつけてくださっていて、かなり体調も落ち着いていると聞いています」

　それまで大人しく隣に座っていたグラントが、名前を出されると少しだけ身じろいだ。

「そうか……、それは良かった」

　ベッケル公爵がソファにぎこちない仕草で座り直す。

「君が助けてくれたのだな？」

　そこでグラントが、瞬きをした。

「まさか……！　私はただ看護人を手配しただけのことです」

「だが君が手配してくれたおかげでドロテアが楽になったのだろう？　であれば私から最大限の感謝を申し上げる」

「とんでもございません。少しでもお役に立てたのだとしたら嬉しく思います」

「ああ」

　それから公爵は、アレクサンドラに水を向けた。

「それで彼とはどうやって出会ったんだい？　オークニールは君の報奨金を狙っているようだったが」

「それは……」

　アレクサンドラはなるべく誤解なく伝わるように、気をつけながら話し始めた。

　自分が街で花屋を開いていたこと。グラントが買いに来てくれて、その出会いを忘れられなかったこと。アレクサンドラがベッケル公爵の落とし胤だと気づいたブライアンに呼ばれたオークニール家にて思いがけず再会したこと。出会ってからずっとグラントが優しく、親切にしてくれていること。

　ベッケル公爵にはブライアンたちの考えなどお見通しだろうが、彼らの悪巧みについて言及するのは慎重に避けた。その代わり、自分の気持ちに関しては真実だけを口にする。

「母の治療費は確かに必要でしたし、自分の出自も気にはなっていました。だけどグラントさんが側にいてくださったから、私は貴方に会いに来ることができました。彼がいなかったら、きっと途中で心が折れてしまって、ここには来られなかったと思います」

　アレクサンドラはベッケル公爵に想いが伝わるように、信じてもらえるようにと一生懸命語った。

　最初はまだどこか疑っているような表情だったベッケル公爵の顔がどんどんやわらいでいく。最終的に彼は笑みを浮かべた。

「そうか。お前の気持ちはよく分かったよ。──それで、君は？」

　ベッケル公爵がそれまでずっと黙って成り行きを見守っていたグラントに尋ねる。

　グラントはしばらく黙っていたが、徐々に彼の顔色が翳っていくのに気づいた。

（もしかして、グラントさんは──!?）

　彼のことだから、アレクサンドラが嘘をついているのではないかと考えているのだろうか。そしてそのことに良心の呵責を覚えているのだろうか。けれど──。

　アレクサンドラは咄嗟に彼の腕に手をかけた。彼がはっとしたかのようにアレクサンドラを見た。

（お願い、忘れないで。オークニール家を救いたいのでしょう？）

　そんな思いをこめて彼の瞳を見ると、グラントが瞬いた。

　彼の冷たい手がアレクサンドラの手に重ねられる。

「私は……私は、彼女に出会って初めて幸せを感じました。スズランの花を差し出されて、幸せになりますように、と言われてからずっと彼女のことが忘れられませんでした」

「……!?」

　まさかそんなことをグラントが言い出すとは思わず、不意をつかれた。アレクサンドラがぽかんとしてグラントを見上げると、重ねられた彼の手に力がこもる。

「そうか。実はオークニールから会いたいと連絡があったからすぐに調べさせたんだが、到底娘を嫁がせたいような人物ではなかった……だが」

　ベッケル公爵が続けた。

「先にも言ったが、君や君のご両親の悪い噂は出てこなかった。君に関しては、むしろ家を立派に守っているという評判ばかりだった。それに君たちはお互いを大事に思い合っているようだ」

　公爵の視線が二人の重ねられた手に向けられた。

「だから私は二人を祝福する」

　アレクサンドラははっとしてグラントを見た。グラントも信じられないといわんばかりの表情を浮かべ、彼女に視線を送っていた。

　二人揃ってベッケル公爵に顔を向けると、彼は微笑んでいた。

「オークニール家に資金援助をしよう。オークニールの真意はそこだろう？」

　やはりベッケル公爵はブライアンの悪巧みを看破していた。

　グラントが何か言おうとしたが、公爵は指を一本たてて黙らせる。

「だが私から条件がある」

「……はい」

「資金援助はするが、当主の手に渡らない方法にする。娘の伴侶である君に正しく使ってもらえなくては意味がない。それからもちろん、ドロテアの医療費も私が持つ……持たせて欲しい。ドロテアに会うのは、彼女が願ってくれない限りは我慢しよう」

（お母さんのことまで……？　本当にお母さんのことを今でも大切に想ってくださっているのだわ）

「も、もちろんです……、ありがとうございます……！」

　感動したアレクサンドラは立ち上がり、カーテシーをした。隣のグラントも立ち上がると、深々と礼をする。

「礼を言うのはこちらだよ。失われた過去は取り戻せなくとも、未来を与えられたのであれば嬉しい──娘が私の人生に戻ってきてくれたと思っていいだろうか？」

　公爵は目を細めて娘であるアレクサンドラを見つめている。アレクサンドラは両の瞳に涙をためて、頷いた。





　☆






　一方その頃、ブライアンは最悪に機嫌が悪かった。せめてもの鬱憤晴らしにとカードルームでの賭け事に混じったが全敗してしまった。くさくさしたブライアンの酒の量だけが増えていく。手持ちのお金を全部すってしまったので、広間に戻る。

　すると怒り心頭のバルバラが寄ってきて、彼の胸元に扇を投げつけた。

「なんだ？」

「なんだじゃないわよ。あんな小娘に気を取られるなんて信じられないわ」

　今夜も厚化粧のバルバラは、ブライアンをきっと睨めつけた。

「説明しただろう、仕方なかったんだよ」

「でもあんな小娘だなんて聞いていないわ。私に対する当てつけなの？」

「君に対する、なんだって？　君ほど魅力的な女性はいないというのに？」

　猫撫で声を出したが、バルバラはもう話を聞く心境ではなかったらしい。

「これ以上の辱めは受けたくありません。もう貴方とは終わり、お別れいたします」

「なんだと？」

「お金が入るなら良かったわね。あの棒っきれみたいな小娘とお幸せに！」

　バルバラはそれから振り返りもせず、肩を怒らせながら広間を去っていった。

「結構な修羅場だったな」

　振り返るとウルリスが近寄ってきていた。

「見ていたのか」

「ああ、なかなかの出し物だったよ。追いかけなくていいのか？」

　ブライアンは肩をすくめる。

「どのみちもうすぐ終わりそうだったから、もういい」

　ブライアンはバルバラの扇を踏みつけた。ウルリスは取り立ててブライアンの恋路に興味はなく、すぐに進捗を尋ねてきた。

「それより、あちらの方はどうだった？」

「うまくいったようだ」

　ぶすっとしたまま悪友に返事をする。

「機嫌が悪いな。うまくいったというのにどうした？」

「私だけが弾かれた」

　部屋の隅に行ってからウルリスに早口で顛末を話せば悪友が苦笑した。

「まぁそれは仕方ない。オークニールの悪評はそれなりに轟いているだろうから、賢明な判断だったんじゃないか」

　ブライアンは口元を歪める。

「なんだと、お前までそんなことを言うのか？」

　ウルリスは肩をすくめた。

「俺は現実主義者でね。必要なのは、あの娘がベッケル公爵の落し胤と認められて、懐に金が入ることだろうが」

「それはそうだが」

　ブライアンは持っていたワイングラスから一気にワインを飲み干した。

「それともあの娘が思っていたよりもまともな風体だったから気が変わったとか？」

「ばかをいえ。見た目はともかく、半分は庶民だぞ」

　ブライアンは空になったグラスを近くを通りかかった使用人に渡すと、新しいワイングラスをもらった。まるで水であるかのように、なみなみとつがれている白ワインを口にする。

「それはそうだが……だがベッケル公爵は、あの娘に金を出すのだろうが。だとしたら、愛人として側に置いておいたほうが得策じゃないか？　それにバルバラと別れたならちょうどいいタイミングじゃないか」

「……そうか」

　酔いが回ってきて気が大きくなったブライアンはウルリスの考えに飛びついた。

「飽きるまであの娘を愛人にするのも確かに手だな」

「ああ、それくらいのつもりでいればいい」

　にやにやしながらウルリスは自身のグラスを掲げてみせる。

「伯爵夫人になれるまたとない機会をあの娘が断るわけないか」

「そうだ。それに彼女の母親の命は、お前が握っているわけだし」

「万が一抵抗したらグラントを罰するといえばいいな。あの娘は自分のせいで誰かが罰せられることに弱そうだ──だが、ベッケル公爵の手前どうする？　あの娘が、自分の相手は私ではなくグラントだと言い張ったのだ」

「ベッケル公爵の前に出るときはそう振る舞えばいいのではないか？　どうせ歳だから目は曇っているだろうよ」

「そうか、そうだな！」

　ブライアンは目の前がぱあっと開けた気持ちだった。

「持つべきものは友だな、カーヴェイ」

　彼らはワイングラスを合わせて、輝かしい未来に乾杯した。




　ベッケル公爵との話し合いが終わり、アレクサンドラはグラントと帰路につくことにした。

『私ももう今夜は屋敷に帰る』

　別れ際、公爵はいつでも屋敷を訪ねてくるといい、と彼の側仕えに紹介してくれさえもした。

『いいかい、困ったことがあったらすぐに来なさい。我慢してはいけないよ』

　ドロテアのように、と公爵は続けたかったのかもしれない。だが公爵はそれ以上言葉にせず、アレクサンドラの手を取るとぽんと優しく叩いた。

　馬車に乗り込んでからしばらくしてグラントが口を開く。

「サーシャ、ありがとう。君のお陰でオークニール家は救われた」

　彼はふうと小さく息を吐いた。

「申し訳なかった。君に貴族令嬢の教育などさせて……色々と窮屈な思いをさせて、無理を強いた。ベッケル公爵は下手な小細工なしでも君に会っただろうし、助けになってくれただろう。彼は君のお母さんと君を心底愛していらっしゃった」

　グラントの顔には間違いなく罪悪感が浮かんでいた。

「だが俺は……、君を利用してオークニール家が取り潰しの危機を免れたことに喜びを感じてしまった。なんて意地汚い、俗物なのだろう。本当に……君にふさわしくない男だな」

「……そんな……」

　呆然としたアレクサンドラをグラントはじっと見つめる。

「公爵はああ言って下さったが、やはり資金援助は断ろうと思う。そもそもが間違っていた。君は明日には屋敷を出ていったらいい。叔父が何か言うかもしれないが、気にすることはない」

「グラントさん、何を言って……！」

　アレクサンドラは小さく叫んだ。

　グラントはしかしもう決意してしまったらしく、口調は一切揺るがなかった。

「そうしないと君は我が家に縛られることになる。まずは君のお母上と話し合って、公爵に会うかどうか決めたほうがいい。それに、そのうち君にふさわしい縁談をベッケル公爵が用意してくれるだろう」

「え、縁談？　何をおっしゃっているんですか、だってグラントさんを私の相手として認めてくださっていたのに……！」

「それは君が言い張ってくれたからだろう。しかしこのままでは君に叔父のことも背負わせてしまうことになる。それはやはりできない」

　グラントがあまりにもきっぱりと言うから、アレクサンドラは目の前が真っ暗になるような心持ちになった。

「でも、でも、私の気持ちはどうなるのですか？　私は貴方を──」

　想いの全てを、言わせてもらえなかった。

　グラントが彼の人差し指を彼女の唇の上に置いたからだ。

「……だからこそだ」

（気持ちを……受け取ってももらえないの……？）

　あまりのことに狼狽したアレクサンドラは、それ以上言葉が出てこなくなってしまった。そこでオークニール家に馬車が到着した。

　青ざめた彼女を見下ろして、グラントが口元を引き結んだ。

「とりあえず今夜は疲れただろう。ゆっくり休んで、明日また話そう」





　☆






「なんとおっしゃいましたか、叔父上」

　屋敷に戻ったグラントを待ち受けていたのは、へべれけに酔っ払ったブライアンだった。

「だからあの娘を連れてこいと言った」

　ソファにだらしなく座っているブライアンは、ワイングラスに赤ワインをつぎながらそう言い張った。

「もう夜更けです。それに彼女は慣れない夜会で疲れているのでもう休んでいます」

「知ったことか。オークニール家の当主は私だ。いいから連れてこい。あの娘に夜伽の相手をさせる」

　グラントの動きが止まった。

「夜伽の……相手を？」

　ブライアンがグラス半分のワインを一気に飲んだ。

「ああ、そうだ」

「話が違うではありませんか……。それにもともとアレクサンドラは平民のようなものだから、相手にはなさらないとおっしゃっていましたよ」

「気が変わった」

　ろれつが回っていないブライアンが大声で言った。

「あの娘は思ったより美しかった。生娘らしい仕草は好みではないがそんなものは調教していけばいいだけのことだ。ベッケル公爵から金をせしめることが出来たんだろう？　あの娘のお陰でもあるから、金は払う」

　無表情になったグラントをブライアンがにやにやしながら眺める。

「閨での具合が悪くなければ、彼女をオークニール伯爵夫人にしてやってもいい。どうだ、私は寛大だろう？」

　そこで初めて──今までずっと自分を押し殺して生きてきたグラントが切り裂くような眼差しでブライアンを睨みつけた。

「私はそういったことを申し上げているのではありません。そもそもこんな風な手段を取ることが間違いでした。ベッケル公爵からの我が家への援助は辞退するつもりです」

　ブライアンの口ががくんとあいた。

「は？」

「帰りの馬車でアレクサンドラにも伝えたところでした。明日にでも彼女をベッケル公爵邸へ送り出します」

「お前、気でも触れたのか？　そんなことをしたらオークニール家がどうなるか分からないほど愚かなのか！」

　激高するブライアンに対し、あくまでもグラントは冷静なままだ。

「叔父上よりもまともに理解していますよ」

「だったらどうして！」

「彼女を道具にはしたくないからです」

　それを聞いたブライアンが一瞬黙り込んだ。くつくつと笑いだし、最終的には大笑いをする。

「なんだお前、あの娘に惚れたのか？　それで私に手を出されると困ると？」

　グラントは何も答えずに、ただ黙ってブライアンを見下ろした。

「ははは、実に面白い。恋だのなんだのそんなもののために本質を見誤るとは……、いいか人生の先輩として有意義な言葉をお前にくれてやる」

　ブライアンは残りのワインを一気に飲み干した。

「女にうつつを抜かすな。女なんて利用するくらいでちょうどいい。それからお前は俺に口答えできるような立場ではない。いいからアレクサンドラを連れてこい」

　一歩も動こうとしないグラントに焦れてブライアンが唸る。

「なんだ？　お前は私の言うことを聞いていればいいんだ。兄夫婦の代わりに育ててやった恩を忘れるな。お前は今まで通り私とオークニール家のために働いていればいいのだ」

　ブライアンはグラスに再びワインをつぐと、グラントを見上げた。

「さっさとしろ。十分以内に戻ってこなかったら、あの娘の部屋に直接行くからな」

　そこでようやくグラントは身を翻し、部屋を足早に出た。




　部屋に戻ったアレクサンドラは女性の使用人の手を借りて、普段のシンプルなドレス姿に戻った。化粧も落としてしまえば、さきほどまでの姿がまるで夢だったかのような〝いつものサーシャ〟だった。

　彼女は鏡にうつる自分の姿をじっくり眺める。

（グラントさんは私には貴族令嬢としての未来があるようにお考えだったみたいだけれど、やはり平民の方がしっくりくるわ。自分が貴族として生きていく未来なんて見えないもの）

　けれどグラントの気持ちは分からないでもない。

（不当に自分の貴族としての立場を奪われてしまったひとだから……平民より貴族の方がいいと思われるのは当然でしょうね）

　彼女はそう思って、重い息を吐いた。

（グラントさんにとって何より大事なのはオークニール家でしょうし、なんとかして彼の元へ家督を戻して差し上げたいわ。公爵様に頼めば、何か良き道を教えてくださらないかしら）

　先ほどまでのベッケル卿の話しぶりからだと、きっと相談に乗ってくれそうな気がした。

　アレクサンドラの脳裏に、出会いから今までのグラントとの思い出がどんどん蘇っていく。

　彼女は──恋に落ちていた。

　グラントへの想いを、改めてはっきりと自覚した。

（私に差し上げられる最善のものを彼に捧げたいわ。それは間違いなくオークニール家の家督ね……オークニール家への心配がなくなったらグラントさん嬉しくなってキスをしてくれるかもしれないな）

　グラントと口づけを交わすと、アレクサンドラはいつでも夢見心地になった。

　何度離れたくない、と追いすがろうと思ったことか。

　彼女は自分の唇をそっと指で撫でる。

（そうだわ、公爵様と会ったことをお母さんへの手紙に書かなきゃ）

　そこでバタンと大きな音と共に、扉が開け放たれた。

「サーシャ、今すぐ屋敷を出るんだ……！」

　びっくりして振り返るとそこには鬼気迫る様子のグラントが立っていた。

「え……？」

　ずかずかと室内に入ってきたグラントが、彼女の肩をつかむ。

「叔父が君を手込めにしようと企んでいる。いいから今すぐ逃げろ」

　グラントが常にないくらいの早口でそんなことを言うが、あまりにも突然すぎてアレクサンドラは混乱した。

「で、ですが、私が逃げてしまったらそれこそオークニール家は……」

「気にしなくていい。それに君の母親のことなら俺がなんとかする。まず安全なところに移して、それから手段を考えればいい。大丈夫、絶対に手出しはさせないから」

「でも、でもそれではオークニール家はどうなりますか？　だってここは貴方のご両親の家で守らなくてはならないのに」

「確かに守りたいが、だがそれは誰かの犠牲の上で成り立ってはいけない。とにかく今の叔父は気が大きくなっていて何をしでかすか分からない。彼は酒を飲むと、いつもよりろくでもない行動をする。きっと明日なら酔いも冷めて少しはましになるはずだ、と思いたい」

　彼はアレクサンドラから手を離すと、部屋を見渡す。

「持っていきたいものがあれば鞄につめろ。少しの間なら叔父をごまかせる。そうだ、このままベッケル公爵のところへ身を寄せたらどうだ？　それが一番確実で安全だろう──」

　アレクサンドラはグラントに手を伸ばして、彼の手を掴む。びくっと彼が身を震わせ、驚いたように彼女を見下ろした。

「私がこの家を出たら、グラントさんはもう私の世界から消えてしまうでしょう？　二度と姿をあらわさないつもりに違いないわ」

　グラントが食い入るように彼女を見つめている。

「グラントさんに会えなくなるなら、私はどこにも行きません」

「サーシャ、俺の話を聞いていたか？　それでは君に危険が……」

「聞いていました」

「だったら！」

　アレクサンドラは焦れたように彼の手をぎゅっと握った。

（こうやってグラントさんはいつだって私のことばかり考えて……！　でもそれでは貴方のことは誰が助けるの？）

「私、貴方が好きなんです。だから、貴方にこの家を取り戻してあげたい。それには今、追い払われるわけにはいかないの」

　アレクサンドラの一世一代の告白を聞いたグラントが顔を歪めた。

「この家より、君のほうが大事だ！」

（えっ……!?）

　彼が彼女を引き寄せて、ぎゅっと抱きしめた。

「分かってくれ。オークニール家は確かに俺の根幹をなすものだ。だが家は家だ。俺にとって、オークニール家よりも君のほうがずっとずっと大事なんだ」

　抱きしめられたまま、アレクサンドラは目を見開いた。彼は今とても感情を揺さぶられていて、初めて嘘偽りない本音を全部さらけ出してくれている。

「本当に、貴方も私のことが……？」

「ああ。俺はひと目見た瞬間から君が好きだ。一緒に過ごすようになって余計に好きになった。今は君のことを……もっと大事に思っている」

　アレクサンドラが彼を見上げると、グラントと近い距離で視線が絡まった。

「君のことを失いたくない。だからどうか逃げてくれ……」

　彼の瞳が切なげに細められ、想いを伝えるかのように彼女の唇を奪い、アレクサンドラもそれを受け入れた。

「んっ……」

　──と、口づけをしていたグラントが唐突に顔をあげた。

「俺は何をしているんだ。こんな時にすまない……！」

　彼が離れていこうとしたのでアレクサンドラはぎゅっと抱きついた。

「私が逃げなきゃいけないと言うのなら、一緒に逃げて、グラントさん」

「──!?」

「公爵様のところに一緒に行って、それから考えましょう。きっと彼ならいい案を授けて下さるはずだから」

「だがしかし……」

　彼はアレクサンドラに迷惑をかけてはいけないと思っているのではないか？

　そう考えたアレクサンドラは離れたくないとばかりに彼にしがみついた。

「お願い、グラントさん」

「しかし、俺が行くと君の足手まといにしかならない」

　眉間に皺を寄せたグラントの額には汗が浮かび、彼が凄まじく煩悶しているのが伝わってきた。

「貴方はもう充分、苦しんできた。私はグラントさんに、自由になって欲しい」

「自由に……」

　アレクサンドラは頷くと、彼の胸元にそっと手を置いた。

「貴方のご両親もきっとグラントさんに幸せになって欲しいと願っているはず」

　しばらくグラントは荒い息を吐いていた。

（ああ、私の言葉は彼には届かないかしら……）

　彼の責任感の強さを思うと、これ以上無理強いをするのは酷だろうか。

（でも、どうしても一緒に来て欲しい）

　沈黙に耐えかねて、アレクサンドラはぎゅっと目を閉じた。

（どうしたらいいかしら、彼のことを絶対に諦めたくない）

　永遠とも思えた数秒ののち、彼が自身の胸元に置かれたアレクサンドラの手を握りしめる。アレクサンドラがぱっと目を開けると、グラントは真剣な表情で彼女を一心に見つめていた。

「……本当に、そう思うか？」

「ええ、もちろん」

　グラントの喉がごくりと鳴って、アレクサンドラは彼の答えを待った。

　──だが。

「おいグラント、いつまで時間をかけている」

　がちゃりとドアノブが回って、千鳥足のブライアンが姿を表した。ブライアンが寄り添っている二人を見て、眉をつりあげた。

「なんだ？　お前たち、やはりデキていたのか!?」

　近寄ってきたブライアンが乱暴にアレクサンドラの腕をとろうとするが、もちろんグラントがそれを阻んだ。彼女を自分の背後に隠し、叔父の手の届かないようにする。

「なんだ、ついにお前も女を知ったのか……。それで私に反抗するようになったんだな。だめだぞグラント、誰か主人が分かっているだろう？　お前は俺のため、オークニール家のために尽くす必要がある」

　グラントは答えない。

　ブライアンがにやりと笑った。

「お前が喰ったその女を私が味わうのも、新しい趣向で悪くないな？」

　アレクサンドラはグラントのシャツをぎゅっと掴む。

「さあその娘をこちらへ寄越せ。今ならお前に罰を与えないでやるから」

「嫌だ」

　グラントが唸った。

「絶対に彼女は渡さない」

「なんだと!?」

「私は──―〝俺〟は今まで貴方に搾取されてきた。それでも両親のためにと必死で我慢してきたし仕方ないと言い聞かせてきた──だがそれはすべて茶番だった。オークニール家はもう終わりにするべきだ」

「……グラント、それ以上口にしたらどうなるか分かっているだろうな？」

「どうなると？」

「は？」

　ブライアンがぽかんと口を開けた。

「彼女には手出しさせません。そうしたら資金は一銭たりとも手に入りませんし、そうなったらオークニール家はたちまち取り潰しになるでしょう。貴方が家を取り仕切ることができるとでも？　浪費家の貴方に何ができますか？　俺がいなくなればこの家は名実共に終わる」

　グラントは一度言葉を切ると、顎をあげてブライアンを軽蔑したように見下ろした。

「貴方はオークニール伯爵の名前に値しない、恥ずべき人だ。俺の父に謝罪して欲しい」

「グラント……！　おまえぇぇぇ恥を知れぇぇ！」

　激高したブライアンがグラントに突進したが、攻撃を避けたグラントが手を振り下ろすと、その衝撃でブライアンはなんなく床に転がった。よろめいたブライアンが頭を床にぶつけた大きな音がした。

「ぐうッ……」

　決着はあまりにもあっけなかった。

　ブライアンは口から泡をふいて気を失った。

　そもそも酩酊状態だったから、頭をぶつけたせいかどうかすら分からない。

　アレクサンドラは、倒れたブライアンを黙ったまま見下ろしているグラントの背中に声をかけた。

「グラントさん……、大丈夫ですか？」

「ああ」

　答えた声は、しっかりとした響きだった。

「これからどうしますか？」

　振り返ったグラントがアレクサンドラを抱き寄せる。彼の瞳にはもう迷いの色は見えなかった。

「俺も君と行く──いいだろうか？」

（ああ、グラントさんが……心を決めてくださった……!!）

　彼女は何度も頷いた。

「はい、もちろんです」

「ありがとう」

　グラントが一瞬彼女をぎゅっと強く抱きしめた。

　それからグラントはぐったりしたブライアンをかつぐと、アレクサンドラのベッドに寝かせた。部屋にあった布でブライアンの両手を緩く縛ると、黙って見守っていたアレクサンドラを引き寄せた。

「これである程度の時間稼ぎにはなるだろう。どうせ叔父はいつも昼まで起きてこないから、しばらく姿を見せなくても誰も不思議に思わないだろうがな」

　グラントはすっきりした顔をしていた。

「荷物をまとめてくれ」

　渡された旅行鞄に、当面の服や本など最低限のものをつめこんだ。それが終わると今度は二人でグラントの部屋に移動し、彼が大事にしていたという両親からもらった本や手紙などをまとめた。

　初めて入った彼の部屋は質素で閑散としていた。

（本当は当主であってもおかしくない方なのに……）

　本来であればグラントが受け取るべきものを、ブライアンがすべて奪っていったのだ。それを形として見せつけられ、ブライアンへ同情する気持ちが少しでもあったとしても、全て消え失せた。

　グラントが旅行鞄を両手に持ち、廊下に出た。

「使用人頭に声をかけていく」

　ふと不安そうな表情になったアレクサンドラに気づいてグラントが付け加える。

「大丈夫、彼は父の代からいる信頼できる男だ」

「はい」

　もう夜だったので使用人頭は部屋で休んでいたが、グラントが扉を叩くとすぐに出てきた。初老の使用人頭は黙ってグラントの話を聞いていたが、やがて真剣な顔で頷く。

「承知致しました。後の事は私めにお任せください」

「迷惑をかけるが……」

　グラントの言葉を遮るように、使用人頭は続ける。

「グラント様は、もう充分オークニール家に尽くされたと思います。これからはどうぞご自分のことだけお考えください」

　使用人頭の表情は穏やかで、親愛の情に満ちているように感じられた。

　グラントの唇が少し震え、きゅっと結ばれる。

「ありがとう、頼む」

　使用人頭が深々と頭を下げた。




　それからグラントと共にベッケル公爵の屋敷へ急いだ。

　馬車の中で、グラントは公爵にすべてを告白したいとアレクサンドラに思いつめたように話した。

「でもそれで、もしグラントさんのことを公爵様が……」

「言わんとしていることは分かる。だがベッケル公爵には全てを知っていただいた上で、君のことを預けてもいいかどうかを判断してもらいたい」

　思いつめたような表情のグラントに対し、彼の性格を今ではよく分かっているアレクサンドラはそれ以上強く主張することはできなかった。

　先ほど別れたばかりの公爵にこんなにすぐ会うことになるとは。

　だが屋敷に到着すると、すぐに公爵の私室に通されただけではなく、ベッケル公爵はひと目みて状況を察したようだった。

　そこで膝をついたグラントは最初から最後までを余すことなく語った。

「サーシャに対する想いには嘘はないと誓えますが、今まで叔父の手足となって働いてきた私は彼女にふさわしい男だとは申し上げられません」

　ガウン姿のベッケル公爵はソファに深く腰かけて話を聞いていたが、人差し指をあげた。

「私が言えるのはこれだけだ。君はブライアン＝オークニールの犠牲者であると」

　グラントの身体が小さく震えた。

「……、いえ、私は、出ようと思えばいつでも出られたのです。それが家の存続に固執して、視野が狭くなっていました」

「だが亡き両親を思えばこそだったのだろう？　その心につけこまれたのだ。それに君の立場でオークニールに反抗できたとは到底思えないがね」

　それから公爵は、つと口調を変える。

「どうやら君は私に断罪されたいのかな？」

　グラントは顔をあげた。彼らしくない、どこか寄る辺ない表情を浮かべている彼を、アレクサンドラが抱きしめてあげたいと思った。

　自分が抱きしめることで彼に居場所を作ってあげられるのならいくらでもそうしたいと。

「そうかもしれません……。私は今までの自分を恥じています」

「そうか──では刑を言い渡そう」

　アレクサンドラは公爵とグラントを交互に見た。公爵の返答次第では、グラントはきっと彼女のもとを去っていってしまうだろう。

（ううん、そのときはどこにだって追いかけていくわ）

　ベッケル公爵がゆっくりと口を開いた。

「オークニールの従者だった記憶を封印し、これからは何があってもアレクサンドラを守りなさい」

　床に膝をついたままのグラントが揺れる眼差しで公爵を見上げた。

「私もドロテアのことがあったから言える。人生において真実の愛は一度あるかないか分からない。ましてやお互いに手を取り合える状況で出会ったのだから、その手を離してはいけないよ。君が過去のことを悔やむ気持ちは理解できるが、そのせいで私の娘を苦しめるようなことがあってはならない」

「……はい……」

　グラントが頭を垂れた。

「そんな体たらくでアレクサンドラにちゃんと愛を告白できたのかね？」

　胡乱な目つきになった公爵に向かって、グラントはあっさりと認める。

「はい、それはもちろん」

「……！」

　アレクサンドラは瞬時に顔を真っ赤にした。目を丸くしたベッケル公爵が次の瞬間笑み崩れた。

「は、は、面白い男だな、君は！　そこは普通照れるところだろうが！」

「サーシャへの愛は本物ですので、照れる必要性を感じません」

　ますますアレクサンドラの顔は赤くなる一方で、ベッケル公爵の笑い声がしばらく止まることはなかったのだった。




　ブライアンたちが報復をするために、アレクサンドラとグラントを追いかけてくることは容易に想像がついた。そのため、ベッケル公爵が立派な馬車を用立ててくれ、それで隣国へ出発することになった。まずは公爵の知り合いの貴族宅へ身を寄せることとなったのだ。

　ものすごい勢いで事態が動いていくが、母のことを思ったアレクサンドラはどうしても躊躇いを感じてしまう。

「母を一緒に連れて行けますでしょうか？」

　アレクサンドラが申し出ると、公爵が首を横に振った。

「彼女の体調が心配だ。まず健康になってからではないと、出国は厳しいと思うが」

「ですが……」

「ドロテアのことは任せてくれ。今すぐに使いを家に送る。身体の調子が戻ったら、隣国に向かうように手配しよう」

　けれどベッケル公爵がはっきりとそう言葉にしてくれて、揺れていた彼女の心がようやく定まる。

「ありがとうございます。母のことを……よろしくお願いいたします」

「ああ、もちろんだ。ドロテアの嫌がることはしないと約束しよう」

　ベッケル公爵の表情や言葉にも、母への想いがあふれ出ていた。

（それにきっと……）

　アレクサンドラは父について話す母の姿を思い浮かべる。

（お母さんも公爵のことを未だに想っているのではないかしら。そして時間が経ったからこそもう一度二人は向き合えるのかもしれない）

　アレクサンドラは母へ手紙を認め、それを公爵に託すことにした。それには状況が大いに代わり、スズランの彼と隣国へ出ていくことになったが公爵に助けてもらったので自分たちのことは心配しないで欲しい、と書いた。

（出国前に顔を見せられなくてごめんなさい。でもどこにいてもお母さんのことを愛している。そしてどうかこれからは、自分の幸せのことも考えてね。サーシャより）

　母へのありったけの愛を込めて、手紙の最後をそう結んだ。

　またオークニール邸へもベッケル公爵が使いを送ってくれることとなった。

「オークニール家に関しては出来る限りのことはするつもりだが、約束はできない」

「お手を汚すようなことは決してなさらないでください。ただ許されるならば……使用人たちだけでも受け入れてもらえれば」

　グラントのその申し出に関しては、ベッケル公爵は快諾してくれた。

　また彼は今までのお駄賃だ、と言ってアレクサンドラにまとまった路銀をもたせてくれた。ここまでしてもらっていいのだろうかと戸惑うアレクサンドラにベッケル公爵が言い聞かせる。

「綺麗事ばかりでは駄目だ。使えるものは使わないと、生き残れないぞ。それにこれは、本当だったら小さい頃からちょっとずつあげていた分をまとめてやるだけだから気にするな」

　公爵の想いに打たれ、アレクサンドラはありがたく受け取ることにした。

「そうだな、悪いと思っているのならばまた私に顔を見せに来い。彼と一緒にな」

「はい、是非そうさせてください。本当に心から感謝をしています……お父様」

「アレクサンドラ……！」

　父と呼びかけると、ベッケル公爵が感極まった様子で両手を広げ、彼女はその腕の中に飛び込む。

　初めて抱きしめられた父の身体は、暖かく、また小さく震えてもいた。

「お前の幸せを願っているよ」

　公爵がアレクサンドラの耳元で囁き、彼女は瞳を閉じた。







六章 彼女たちの愛し方








　それから一週間後の、国境を超えてすぐの宿屋にて。

　道中お互いの想いを十分に確かめあい、何度も口づけは交わしてきた。また夜も同じベッドで寄り添って眠ってきたが、さすがに身体を重ねる気にはならなかった。

　それがようやく国境を超えたとなって、公爵のお陰でブライアンの手から無事に逃れられたのがはっきりとして、お互いに気持ちが落ち着いた。

　ベッドで向き合って座ったグラントがアレクサンドラにおそるおそる尋ねる。

「閨を共にして、いいだろうか？」

　夜衣姿のアレクサンドラは緊張した面持ちで頷く。

「はい。そうだ、グラントさんこれを見てください」

　彼女は旅行鞄から持ってきた本を取り出すと、グラントに見せた。

「予習はしています」

　彼女が手にしている本を確認したグラントの喉からおかしな音が出た。

　しばらくしてグラントがくっくと笑いだす。

「『閨指導の教本』を持ってきているとは……！　その通りにやってみたい？」

「必ずしもとは思いませんが、お互いに経験がないので悪くないかもしれません。でも」

　アレクサンドラは本をそっとベッドサイドテーブルに置いた。

「〝私たちの愛し方〟を見つけるのも素敵かなと思います」

「うん、そうだな。時間はあるしな」

　グラントが微笑む。

　オークニール家を出奔してから、まるで今までの重しを少しずつ下ろしているかのように、彼は少しずつ感情が豊かになってきた。

（こんなグラントさんを隣で私は見ていけるのね）

　アレクサンドラの胸の中でグラントへの愛しさが爆発する。

「じゃあ、やってみよう。困ったらその本を君が読むんだよ、サーシャ」

　彼はアレクサンドラを引き寄せて、口づけをした。




「やっ、……、あっ、そんなとこっ……」

　アレクサンドラは喘ぎながらグラントの髪を掴んだ。

　彼女は貴族の閨の知識はなかったが、平民だったことで性行為についてはそれなりに知っていた。自身の経験がなくても、年頃になればどこかから耳にはするものだからだ。

（こういう愛撫があるって知ってはいたけど、本当に、本当にグラントさんがそんなことをするなんて……！）

　グラントが舌で彼女の秘芽を弾く。

「んっ……」

「良かった、気持ちいいのだな」

　彼女の両足の間にグラントの頭があるのが信じられない。しかも彼が──自分の舌をつかって、アレクサンドラを嬲っているだなんて。

「なんて綺麗なんだ。ああ、蜜がどんどんあふれてきている。すすらせてくれ」

　グラントの声は嬉々としていて、彼がこの行為を心から楽しんでいるのが伝わってきた。

「すすっ……!?」

　じゅっじゅと水音が響いて、快楽と羞恥でアレクサンドラは全身を真っ赤に染めた。ぞくぞくと背筋に悦びが走る。

「んっ……！」

（誰かが、男の人にそこを舐められると、気持ちがいいって言ってたけど……こんなの気持ちがいいっていうレベルじゃないわ……！）

　アレクサンドラは快感のあまり生理的な涙を浮かべながら、甘い責めに耐えた。

（それにこれ、『閨の教科書』に載っていなかった……！　絶対貴族の方はされないはずっ！）

　グラントはどこでこの知識を得たのだろう？

　そんな疑問はすぐに忘れ去られた。

「んっ……」

　するんと彼の太い指が彼女の膣内に入り込んだからだ。秘芽に吸い付かれ、指では中を犯されつづけ、アレクサンドラは喘ぎ続けるしかない。

「んっ、ん、あっ、んんッ……りょ、両方は……！」

　やがて彼が指を彼女の中からそっと抜く。裸の彼がのしかかってきて、彼女の額に自分の額をこすりつけた。

「少しは気持ち良かったか……？」

「……はい」

　恥ずかしいながらもこくんと頷く。

「良かった。使用人にこの方法は女性が歓ぶのだと聞いたことがあってな。もちろんしたのは初めてだから、ちょっとでもうまく出来たならば良かった」

（私が気持ちよくなればと思ってくださって……）

　彼がアレクサンドラの顔中に小さなキスを落とし始める。

　額、瞼、頬、鼻の頭、唇の横に。

　優しいキスを受けながら、彼女の心が蕩けていく。

「初めての時はきちんと中を解した方がいいと聞いたから、もう少し続けてもいいか？」

「……っ」

　直裁的な言葉は彼らしかったが、アレクサンドラが頬を朱に染めると、グラントが再び額にキスを落とす。

「デリカシーがなかったな。すまない」

「い、いいのです……。私の身体を気遣ってくださって、ありがとうございます」

　羞恥心を堪えつつなんとかそう返事をすると、グラントが愛撫を再開した。

　もう一度彼女の中に彼の指が戻ってきてアレクサンドラはぴくんと震える。今度は、先ほどよりも異物感が少なかった。

「ああ、中はとろとろで、暖かい」

　グラントの掠れた声がした。

「んっ…」

　しばらくしてもう一本の指が差し入れられ、膣道を探られる。彼の手つきはゆっくりしていて、決して急がなかった。とんとん、と奥をつかれるような動きをしたり、膣壁を触ったりしている。やがて三本目の指が入り込んできてある箇所を掠めると、アレクサンドラは身体を小さく跳ねさせた。

「……あっ！」

　どこか分からないか、彼の指が彼女の弱い場所に触れたのだ。アレクサンドラの反応に気づいたグラントがもう一度同じ場所を、今度は確かな強さで押す。

「あっ！　そ、それはっ、だめっ！」

　びくびくっと身体が勝手に跳ね上がるように感じ、アレクサンドラは首を横に振った。

「だが……君のここは俺の指を締めつけて、離さないが……」

　グラントがぐっと再びそこを突くと、耐えきれずアレクサンドラは絶頂した。

「あっーー！」

　視界が真っ白になり、しばらくして身体が弛緩する。荒い息を吐いていると、グラントの指がゆっくりと中から引き出された。

　ぐったりと身体をベッドに預けている彼女にグラントが覆い被さる。

「気持ち、良かったか？」

「……ん……」

　生理的な涙が浮かんでいるアレクサンドラの瞳をじっと見下ろしてから、グラントは唇にキスをした。すぐに彼の厚みのある舌が口腔内に入り込んできて、アレクサンドラは自分のそれを絡めた。

「ん……ちゅ……ふっ」

　夢中になってキスを交わしていると、いつのまにか勃ちあがった彼のものが彼女の蜜壺にこすりつけられている。

　口づけを解くと二人の間につっと銀色の糸が走った。

　アレクサンドラは手を伸ばして、彼のそれに触れる。硬くてたくましいそれは、思っていたよりも冷たくて滑らかな手触りだった。

「ッ……！」

　グラントがぴくりと身体を震わせて、動きを止めた。慌ててアレクサンドラは手を離す。

「嫌でしたか……、ごめんなさい」

「決して嫌ではない」

　グラントはしかしそこで頬を朱に染めた。

「だが、今触られたら俺は間違いなく暴発してしまうから──君が良ければ中に入りたい」

「──！」

　アレクサンドラは彼を見上げた──黒い髪、茶色の瞳……たくましい身体、優しいグラントは彼女のものだ。

（グラントさんが、欲しい）

「はい。私もグラントさんを中で感じたい」

　囁くと、グラントの口元が引き結ばれた。




　どれだけアレクサンドラが望み、またグラントがあれだけ熱心に愛撫したとはいえ、処女地である彼女の膣はすぐには受け入れることができなかった。

　彼は焦った様子も見せずに、優しく自身を押し込もうとしているが、固く閉じられているそこはなかなか開かない。ちょっとずつじりじりと中に進んでいたが、途中でグラントが熱い息を吐いた。

「きついな。とても痛いだろう……？　もうここでやめてもいいぞ」

　彼が彼女の両脇に肘をつき、見下ろした。グラントの額にはびっしりと汗が浮かんでいる。

（こんな状態でやめたら、お辛いだろうに……）

　そしてグラントは、アレクサンドラが願えば絶対に彼女を尊重してくれる。

「正直に言えば、痛くないとは言えないけど……、でも幸せなの」

　アレクサンドラが答えると、彼がくっと顔をしかめた。

「煽らないでくれ。ただでさえ気持ち良すぎて出してしまいそうなんだからな」

　彼女は額にへばりついた彼の前髪をかきあげた。

「その時はその時よ。それが〝私たちの愛し方〟になるだけ」

　グラントの口元が笑みを作る。

「君のそういう前向きなところがとても好きだな──でも男としてはかっこわるいから暴発は避けたい」

　彼はそう言うと、姿勢を変えて彼女の唇を求めた。

　しばらくの間二人は口づけに没頭する。

　満足した彼が顔をあげたとき、アレクサンドラの瞳はとろんとしていた。

（こんなに愛されているって実感しながら、初めてができるなんて私ってなんて幸せなのかしら……）

　彼女は手を伸ばすと、彼の頬にあてた。

「愛しています、グラントさん」

　グラントが再び微笑む。

「俺も愛している、サーシャ」

「大好き。だから奥まできて……」

　アレクサンドラが甘くねだると、彼が再び動き出す。

「んっ、ん……」

　少し休んでいたのが良かったのか、彼女のそこは今度こそ彼を上手に呑み込みはじめた。

（ああ、中に、中にグラントさんを感じるわ……！）

　押し広げられる痛みは確かにあるが、アレクサンドラはぶるっと身体を震わせた。

「ああ、すごくいい。君の中は狭くて、熱くて……気持ち良すぎる」

　ぐ、と彼が腰を押し出すと、先ほどグラントが見つけた弱い箇所を掠め、彼女の体を鋭い快感が襲う。

「!?」

　足の爪先までぴんと一筋の線が走ったかのようで、アレクサンドラははくはくと呼吸をした。グラントが彼女のそんな様子に気づいて、顔をのぞきこむ。

「どうした？」

　問われても、あまりにも鮮烈な快感に囚われているアレクサンドラには答えられない。そこでグラントが軽く腰を揺さぶるとアレクサンドラは陥落した。

「あっ、あっ、あ──!!」

　彼女は必死で彼の背中にしがみつき、そのまま絶頂に達した。彼女の膣は、中にはいっている彼の屹立を喰いしめる。

「くっ……もっていかれるかと思った……」

　グラントが熱い息を漏らしながら唸った。彼はそのまま動かずに、荒い息のアレクサンドラの顔中に細やかなキスを落としていく。

「んっ、す、すごかった……」

　ぼんやりとアレクサンドラが呟くと、グラントが彼女の唇を齧るようなキスをした。

「俺のがさっきの、君のいいところにあたったんだな？」

「たぶん……」

　とろんとした瞳のままアレクサンドラが答えると、グラントがぐいっと腰を押し込んだ。

「あっ……！」

「中がとろとろで──ほら、奥まで入った」

　とん、と彼の雄竿が彼女の深いところまで入り込む。

「んっ、奥まで……？」

「そうだ。よく頑張ってくれたな」

　幸福感に満たされたアレクサンドラはうっとりとした笑みを浮かべた。

　彼女は自分のお腹にそろそろと手をあてた。

「ここまで、グラントさんが入っているのね」

　そんな彼女の手に、彼の手が重ねられ、ぐっと握りこまれる。彼が少し目を眇めた。

「だから俺を煽るようなことを言わないでくれ」

「だって嬉しいのですもの」

　素直に答えると、グラントの頬に朱が走る。

「これでも君を滅茶苦茶にしてしまわないように我慢してるんだ」

　ぱっと彼を見上げると、熱い眼差しと視線が絡まった。

「大丈夫。もうそんなに痛くない。……どうか動いて、グラントさん」

　じくじくした痛みはあるが、それよりも彼をもっと感じたかった。

　ねだると、彼が熱い息を吐く。

「痛かったら、すぐに言ってくれ」

　グラントのそれがそろそろと抜かれていき、それから一気におしこまれる。

「あっ！」

　がつんとした衝撃にアレクサンドラはのけぞってしまう。

　どうしてかもう痛みはなく──ただただ快楽だけがそこにあった。

「きもち、いい、グラントさっ…ん……」

「気持ちいいのか。良かった」

　ぱちゅん、ともう一度中に押し込まれると、ゾクゾクっと背筋に快感が走る。

「ど、どうしよう、私おかしい……の？　最初からこんな気持ち、いいなんて……っ」

　アレクサンドラは繋がれているグラントの手をぎゅっと握りしめた。

「おかしくない……君と俺の身体の相性もぴったりだと知って俺は嬉しい」

　グラントはそう言いながら再び腰を打ちつけた。最初はどこかためらいがちだったそれが、徐々に激しさを増す。

「あっ、あ、あっ──！」

　目の前を火花が散るかのような衝撃だった。アレクサンドラは必死でグラントにしがみつき、喘ぎ続けた。

「気持ち、良すぎるっ……」

　掠れたグラントの声が、余計に快感を高めていく。

　繋がれていない方の彼の手が、アレクサンドラの乳首を摘んだ。

「あっ！」

　鋭い快感がアレクサンドラを襲い、小さな絶頂をもたらせる。

　グラントが腰の動きを止めると、覆い被さるように彼女を抱きしめた。

　アレクサンドラがびくびくっと震えながら達した衝撃を堪えていると、耳元でグラントが呟く。

「この世にいるとは思えないくらい、気持ちがいい……」

（私も……）

　息がまだ整っていないアレクサンドラは心の中でそう答える。

　そこでグラントが顔の位置を変え、彼女の耳を齧った。

「君は耳まで可愛いな。食べてしまおうか」

　それから彼の悪戯な舌が彼女の耳の中に差し込まれた。

「んっ……」

　ぞくっとした。それはアレクサンドラにとって初めて感じる種類の快感だった。熱くて湿ったものが耳の中を蹂躙すると、アレクサンドラは居ても立っても居られないような気持ちになってしまう。

「あっ、それ、だめ、だめなのっ……」

　肩をすくめ、必死に彼から離れようとする。

　グラントが顔をあげると、ぺろりと自分の唇を舐めた。

「気持ち良すぎたか。中が締まって、震えてる」

　うんうん、と頷くと、彼女の眦から涙が溢れた。その様子を見て、慌てたのがグラントだった。

「いじめすぎたか。大丈夫か？」

　彼の手が彼女の涙を拭ってくれる。

「大丈夫、だけど……、訳が分からなくなりそうだったから怖かった」

「そうか……ごめんな」

　彼が彼女に軽いキスを落とした。

「君とようやく結ばれて、俺はとてつもなく浮かれている。何しろサーシャはどこもかしこも綺麗で可愛くて、食べてしまいたくなるから」

　彼女はグラントの背中に両手を回して、抱きつく。

「大好き、グラントさん」

「俺も君が大好きだ」

　しばらくしてからグラントが腰を小さく動かした。

　一度収まっていた快感が再び漣のように起こり始める。

「んっ……」

「一緒にイこう、サーシャ……？」

「うん、うん……！」

　彼に抱きついたまま何度も頷くと、グラントが硬くなったそれで彼女の奥を突き始めた。

「あっ、あんっ…、そこも、そこも……気持ち、いいっ……」

「俺もだよ、サーシャ……」

　二人の結合部分から淫靡な水音が響き渡った。彼の屹立が何度も彼女の隘路を前後するのが、今ではもう気持ちよくてたまらない。時々、アレクサンドラの弱い箇所を掠めては彼女を一際悶えさせる。

「んっ、あっ、あん、あっ……！」

　どんどん激しくなる律動に翻弄され、アレクサンドラは喘ぎ続けた。

　グラントの精悍な顔が小さく歪んだ。

「出すぞ、サーシャ」

　彼の動きがいよいよ切羽詰まったものになって、アレクサンドラは叫ぶ。

「あっ、あん、グラント、さんっ……中で出してぇ……！」

「サーシャ……！　愛しているっ……！」

　アレクサンドラも再び絶頂を迎えた。

　ぶるぶるっと身体を震わせたグラントの白濁が彼女の胎内を満たす。

（ああ、嬉しい……）

　二人共荒い息をつくばかりだったが、しばらくしてグラントが動いた。しばらくして彼が再び彼女の唇を求めた。どうやらグラントはキスが好きらしい。

（私も、グラントさんとするキスが、好き……）

「愛している、サーシャ」

「私も、愛している……」

　二人は抱きしめ合い、飽きることなくキスを交わし続けた。





　☆






　数カ月後。




　ベッケル公爵が紹介してくれた隣国の侯爵はとても親切だった。

　彼はアレクサンドラたちに立派な家を用意してくれただけではなく、グラントの有能さをすぐに見抜いた。侯爵は自身が所有している運輸会社で働いてみないかとグラントを誘ってくれた。ベッケル公爵との約束通りに伯爵家の出身だということは忘れ、アレクサンドラと共に平民として生きるつもりだったグラントはこの申し出をありがたく受けることにした。

　いざ働き始めると、仕事は忙しいもののとても充実していて、またいくら今は平民とはいえかつて伯爵子息だったグラントは相手の貴族との交渉の場で役に立った。




「仕事にはやりがいを感じて、家に帰れば君がいる。こんな幸せなことがあっていいのだろうか」

　ベッドに入ってから、その日あったことを話すのが二人の日課である。

「幸せにいいも悪いもないのよ。幸せで良かったぁ、でピリオド。それだけでいいの」

「そうだよな。君のそういう明るくて前向きなところに俺は本当に救われる」

「楽観的なだけかもしれないけれど」

「それがいい」

　グラントが彼女を抱き寄せて、鼻先にキスを落とす。

　ちょっとくすぐったくて、ふふっとアレクサンドラは笑った。

　そんな彼女の笑顔を間近で見下ろしたグラントが蕩けるような微笑みを浮かべた。

「君の笑顔にはどんな薬にも敵わないな」

「薬？」

「俺の心を幸せにする薬だよ」

「グラントさん……」

　彼への愛しさで胸の中でいっぱいになる。最近グラントはこうして自分の心を惜しげなくアレクサンドラに見せてくれるようになった。

　ちゅっちゅと彼がキスをし始めて、そのまま愛の行為が始まる──ところで、アレクサンドラはあることを思い出した。

「そういえば、今日は手紙が来ていたの」

「手紙……？」

「父から、貴方に」

　グラントがすぐに頷く。

「オークニール家についてだな」

　グラントに渡すと、さっと目を通してから手紙を畳んでしまった。

「大丈夫？」

　あまりよくない連絡だったのだろうかと心配して尋ねたが、予想に反してグラントはすっきりした表情をしている。

「ああ。思っていた通りだったよ」

　それからグラントが説明してくれたところによると、ブライアンがベッケル公爵の娘を自分の婚約者に仕立て上げ金をせしめようとしていた企みが表沙汰になった。その手助けをしようとしていたとしてウルリスの名も噂されているのだという。れっきとした詐欺の上、しかも相手は社交会での立場が強いベッケル公爵。そのせいで二人は貴族社会での立場を失いつつある。

　しかもそこまでオークニール家が経済的に窮状を迎えている、ということも露見してしまった。これではいよいよブライアンの元へ嫁がせたい、と思う貴族は現れるわけがない。

　資金繰りがうまくいかなくなれば、取り潰しされる未来も現実味を帯びてきた。

「まぁ叔父は、自分のしてきたことの結果を自分で始末するだけのことなんだが」

　まともに執務すらこなしたことのないブライアンが、オークニール家を救える手段を思いつくとは思えない。それもこれも面倒なことは全てグラントに押しつけていたブライアンの自業自得ともいえる結末だ。

「ベッケル公爵はオークニール家の使用人たちは受け入れるつもりだと再度約束してくださっているから、とりあえず安心だ」

　ふう、とグラントが短い息を吐く。

「ベッケル公爵には本当に感謝しかないな」

「ええ」

　アレクサンドラは彼にそっと寄り添った。

「お母さんのことも幸せにしてくれたもの」

「そうだな」

　母が自分の将来について、と手紙を送ってきたのは少し前のことだ。

『サーシャ、信じられないと思うけれど、私は今までとは全く違う道を歩むことにしました』

　流麗な文字でそう書き出されていた手紙は、看護人ではなくなんとベッケル公爵自らが代筆していて、それだけで新たな二人の関係を知れた。

　体調が回復した母がアレクサンドラの住んでいる隣国に移住したいとベッケル公爵に告げたところ、側にいて欲しいと懇願されたのだという。そしてアレクサンドラの感じていた通り、母はずっとベッケル公爵を想いつづけていた。しかもベッケル公爵も自分を同じように想っていてくれたと知り、心を揺さぶられた。以前はアレクサンドラを守るために別れを選んだ母のために、ベッケル公爵は、今度こそ何も憂いのないように整えると約束してくれたのだ、と記してあった。

　そもそもベッケル公爵家の跡取りは公爵夫人の長子だと決まっている現在、公爵夫人はもはや公爵がどこの誰とどうしていようが興味はないらしい。しかも母は使用人あがりのただの平民で、公爵夫人の座を脅かすわけもない。

　ベッケル公爵は家督を息子に譲って、遠い領地にひっこみ、母と暮らしたいと思っているそうだ。

　そうなったらグラントと共に訪れたいとアレクサンドラは考えている。

　長年離れていた両親が再び心を通わせ、これからは離れずに共にいたいと願い、今度こそ叶うであろう未来はとても輝いて思える。

　彼女はグラントから贈られた指輪が薬指にはまっている左手を見下ろした。グラントが自分の稼いだお金で贈ってくれたそれはアレクサンドラの何よりの宝物となった。

（一緒にいられることの奇跡を忘れないでいたいわ）

　アレクサンドラは心の中で呟くと、隣にいるグラントに微笑みかける。すると途端にグラントが色っぽい笑みを浮かべた。

「そんな可愛い顔をされたら、君のことを味わいたくなってしまうな」

　彼がアレクサンドラを押し倒して、のしかかってきた。

　アレクサンドラは彼の重みをうっとりとしながら受け止める。

「〝閨指南の書〟のやり方で？　それとも〝私たちの愛し方〟で？」

　茶目っ気たっぷりにアレクサンドラが尋ねると、グラントがははは、と歯を見せて笑った。

「〝閨指南の書〟のやり方なんかは誰かのものだ。どれだけ俺が可愛い奥さんを愛しているかを伝えたいから、〝俺たちの愛し方〟でいい」




　アレクサンドラはグラントの愛撫によって数度絶頂に達し、ぐったりとベッドに身を預けていた。

　初めての時からそうだったが、グラントは愛撫するときに全くの躊躇いがない。その上、今では彼女の弱い箇所を知り尽くしているのもあって、実際に彼と身を繋げる前に毎回絶頂に追いやられてしまう。

「大丈夫か？」

　アレクサンドラの隣であぐらをかいて座ったグラントがそっと彼女の前髪を触った。

「大丈夫よ。気持ち良すぎただけ」

　そこでアレクサンドラは身を起こして、彼の太ももにそっと手を伸ばして優しく撫でた。

　彼の屹立は雄々しく勃ち上がり、臨戦態勢に入っている。

「……今日もしてもいい？」

「俺は歓迎だが……いいのか？」

「もちろん。グラントさんをよくしたいの」

　そう答えると、グラントがゆっくりと足を開いてくれた。

「これこそ、〝閨指南の書〟には載っていないよな」

「うん」

　ぷっくりと透明な液が鈴口に浮かんでいる雄竿をゆっくりと扱く。貴族令嬢が、男性の性器をまじまじと見たり、手にとって触るなんて、はしたなさの極みだ。でも、半分公爵の血が流れていたとしてもやはりアレクサンドラは平民には変わりなく、貴族の礼儀なんて気にしない。

　愛しい男の分身を彼女も愛でたい。

　彼女はゆっくりと身をかがめて、弾力のある、少し温度の低いそれに舌を伸ばした。

　まずは苦味のある先走り液をちろちろと舐めとってから、入るところまで口に含む。

「んっ、サーシャ……っ」

　いつもより一オクターブ上がるグラントの声が好きだ。彼をもっと良くしたいと、アレクサンドラは夢中になって行為を続けた。

　じゅじゅっと唾液を絡めて舐め、それから口に入りきらない屹立の残りの部分を右手で扱く。

「……くっ……っ」

　荒い息を吐いていたグラントが、身をこわばらせる。

「このままだと出てしまうから、離してくれ」

　アレクサンドラは口に含んだまま、彼を見上げた。

（出して、グラントさん）

　快楽に翻弄されているグラントの蕩けた顔が美しい。視線がばっちり合うとグラントが顔を顰める。

「出すっ……！」

　それから彼のものが膨らみ、口いっぱいに白濁が吐き出されると、アレクサンドラはそれを全て飲み込んだ。

「のま、なくていいのにっ……」

　掠れ声でグラントが呻く。

　確かに青臭くて苦いが、グラントのものだと思うとどうしてか愛しく思える。

「私がしたかったからいいの。グラントさん、気持ち良かった？」

　息を整えていたグラントが、力が抜けたように笑った。

「まるで天国にいるみたいだった。めちゃくちゃ気持ち良かったよ」

「良かった」

　にっこり微笑んだ次の瞬間、グラントがアレクサンドラを引き寄せて抱きしめる。

「悪戯な奥さん、次は俺の番だからな」







「あっ、あんっ」

　もうしばらくずっと背後から彼に貫かれ、揺さぶられている。信じられないくらいの質量のそれがアレクサンドラを翻弄し続けていた。

「も、だめ……！」

　アレクサンドラは前のめりになって、ベッドに突っ伏すような態勢になった。自然とお尻を高くあげる姿勢になってしまい、そうすると彼の雄竿が当たる箇所が変わる。

　と、グラントが腰の動きを止めた。

「ああ。なんて扇情的な光景なんだ。君の真っ白な肌と、このまろやかな曲線……。美しすぎてこの世のものとは思えない」

　彼の情欲に満ちた掠れ声がした。

（わたし、そんなふしだらな格好で……！）

　グラントから見えている自分を想像すると、恥ずかしさのあまり消えてしまいたくなる。だが不思議なことにその羞恥心がまたアレクサンドラを興奮させるのだ。

（でも、グラントさんになら……）

　そこで熱くなった彼の手が、アレクサンドラのお尻にあてられゆっくりと撫でた。

「ふっ……！」

　触れるか触れないかの滑らかな動き。だがそれだけでアレクサンドラの背筋はゾクゾクと震える。

「気持ちいいのだな……中が締まった」

　グラントが彼女の背中にのしかかるように姿勢を低くしたので、彼の筋肉質の体がぴったりと彼女の背中に触れる。

　まるでグラントに閉じ込められているようだった。

「あっ！　それ、グラントさんっ……！」

　ごりっ、と雄竿の切先が彼女の一番弱いところをかすめた。ぶるぶるっとアレクサンドラの体が震えると、うっとりしたようにグラントが呟く。

「そう、ここが君の弱いところ。俺しか知らないところだ。これまでも、これからもずっと俺しか……」

　陶酔しているかのような彼の口調が彼女をどんどん高めていく。

「ゆっくり動くからな……」

　グラントが優しく腰を動かし、そこを突く。

「あっ……！」

　彼女の中をすっかり知り尽くしたグラントの動きに、快楽に弱い若い身体は翻弄される。

「うなじが染まっている……」

　そう言って彼がぺろりと彼女の項に舌を這わせた。

「ふぅ、ん、んっ」

　悪戯な彼の舌はそのまま彼女の耳をいたぶり始めた。

　その間もずっと緩慢に腰を送り込まれている。

「あ、あっ、あん、あっ」

（もう、だめ……）

「気持ちいいか、サーシャ？」

「あ！」

　耳の中にじわりと彼の熱い舌が侵入すると、アレクサンドラは小さく絶頂した。

「くっ……」

　彼の精を搾り取ろうとする、彼女の膣の動きに、グラントも耐えている。

（あ、も、だめ……いっちゃう）

　叫び出したいくらい気持ちがいい。

　「グラント、さん、て、手を……」

　なんとかそれだけ言葉にすると、グラントの両手が、彼女の両手の上から重ねられ、しっかりと握りしめてくれた。

「このままいこうか、サーシャ……」

　淫らなグラントの誘いにアレクサンドラが頷くと同時に、彼の屹立がぱちゅんと奥を貫く。

「あっ、あん、あん！」

　がつがつと彼が激しく腰を動かしだすと、アレクサンドラは身悶えしながら快楽を享受するしかなかった。

「あ、あん、んっ…、すご、すごいの、グラントさん」

　もう絶頂は目の前だ。アレクサンドラははくはくと呼吸をしながら、愛する夫の両手を握りしめてその時を待つ。

「サーシャ、愛しているっ！」

　私も、と答えたかった。

　だが一際奥にがつんとそれが押し込まれると同時にアレクサンドラは絶頂した。叫んでいたのか、叫べなかったのか、それすらも分からない忘我の世界へと彼女はグラントによって連れていかれたのだった。




　気づけば、いつの間にかグラントがアレクサンドラを彼の体の上に乗せてベッドに横たわっていた。

「サーシャ、目が覚めたか？」

　彼が話すたびにグラントの身体に合わせてアレクサンドラの身体も少し揺れた。

「あ、私……？」

「少し気をやってしまっていた。ごめん、ちょっと激しすぎたな」

　アレクサンドラは自分の頬を彼の左胸にぴたりとあてる。彼の鼓動の音を聞き、アレクサンドラは安心した。

「気持ち良かったから、いいの。……多分、これは〝閨の教科書〟だったら味わえない気持ち良さだったわね」

　アレクサンドラが言うと、グラントがははっと笑った。

「そうだな。これが〝俺たちの愛し方〟だな」

　快活に笑うグラントが愛しい。これからもずっと彼には笑っていて欲しい。

　アレクサンドラは顔を上げると、愛しい夫に囁く。

「愛している、グラントさん」

「俺もだよ、サーシャ」

　それから二人はゆったりとした口づけを交わした。

（ああ、幸せだわ）

　そう思ったアレクサンドラは、グラントのある変化に気づいた。特にお互い裸で体を密着させているからその変化はすぐに分かる。

「グラントさん、もう……？」

　驚いて声を上げると、グラントが悪戯っぽい表情になった。

「さて奥さん、そろそろ俺のことをグラントって呼んでもらおうかな」

　それは少し前から彼に乞われていることだった。そうしようと思っているのに、咄嗟の時はついグラントさん、と呼んでしまう。

「ごめんなさいグラントさん、あっ！」

　すると彼が笑った。

「よし、今日は絶対に朝までに君にグラントって三回は呼んでもらうぞ」

　彼はそういうと、彼女の額にキスをした。




　ベッドにあぐらをかいて座っているグラントの上にまたがって猛々しいものを中に受け入れた。

「あっ……」

　こうすると密着度が増すだけでなく、彼のものがいつも以上に深く入ってきてアレクサンドラを翻弄する。

「気持ち、いいな……」

　彼の首に両手をかけてしがみつき、蕩けるようなグラントの顔を間近で眺める。寂しそうだったグラントはもうここにはいない。アレクサンドラのことを愛していることを隠そうともしない夫がいるだけだ。

「うん、とても、気持ちいい」

　アレクサンドラが前後にゆっくり動くと、緩やかな快感がわき起こる。大好きなグラントに密着できるこの体位はアレクサンドラのお気に入りだ。

「んっ、……あっ……」

　揺れるアレクサンドラを愛しげに見つめながら、グラントがキスをする。彼の大きな両手がゆっくりと彼女の背中を撫でさすり、それがまた安心感を与え、気持ち良さにつながっていく。

「ずっと、していたい」

　彼の耳元で呟くと、グラントがふっと笑った

「時間はたっぷりある。朝までにグラントって呼んでもらうからな」

「頑張って、みる……あっ！」

　深い幸福感に酔いしれながら、アレクサンドラは答えた。彼の悪戯な片手が二人の結合部に忍び込み、秘芽を弄り始めるとあまりの鋭い快感にアレクサンドラの身体が打ち震える。

「あっ、あん、そ、それ、だめぇ」

「だめじゃない」

　グラントが秘芽を更にこすると、アレクサンドラの身体が小さく跳ねた。

（ああ、これじゃまた訳が分からなくなって……グラントさんって呼んじゃうかも）

　そんなことを思いながら、アレクサンドラはグラントの唇に自分の唇を合わせる。

「グラント、愛してる」

　とりあえず意識がまだしっかりしている今、一回は呼んでおこう。

　しかし彼女がそうして呼び捨てにすると、グラントのものが中で質量を増した。

「んっ……」

　夫の顔を見ると、頬に朱が走っている。グラントのこうした欲情に満ちた表情を見ることができるのはこの世で自分だけだ。独占欲が満たされ、アレクサンドラを一層幸福にする。

「すごくいい響きだ。もっと、呼んでくれ」

　彼がぎゅうっと彼女を抱きしめ、耳元で囁く。

　それから明け方まで夫婦の睦合いは続いた。明け方までに、アレクサンドラが三回グラントと呼べたかは、二人だけが知っている。




　翌年にはオークニール家の取り潰しが決まった。社交界での立場をなくしたブライアンとウルリスの行方を気にしている者は誰もいなかった。ベッケル公爵は家督を息子に譲ると、そのまま領地に移り住み、二度と王都に戻ることはなかった。時々隣国からの客人を受け入れる以外は、誰にも邪魔されない静かな暮らしを好んだ。

　アレクサンドラとグラントはそれからも仲睦まじく暮らし、二人の子宝に恵まれた。ベッケル公爵に約束した通り、グラントは終生アレクサンドラとその子どもたちを愛し続けたのだった。







あとがき








　初めまして、もしくはこんにちは、椎しい名なさえらです。

　数多ある本の中から、私の本を手に取ってくださって本当にありがとうございます。

　この度ありがたいことに、ご縁をいただきましてラブルージュさんから書き下ろし新刊を配信させていただける運びになりました。




　編集さんと相談させていただき、前々から描いてみたかった話を書かせていただきました。

　いつもは不憫なヒロインを書くことが多い私なのですが今回は、ヒーローが不当な立ち位置に置かれています。

　本来だったら叔父をかわすことも、また家から出ていくこともグラントの能力があればそこまで難しいことではないはずなのに、それはしない。自分でもちぐはぐな状態だと分かってはいても現状を見ないふりをするから心がどんどん荒んでいく。痛みに鈍感な状態だったのだと思います。

　ですが前向きで明るいアレクサンドラとの出会いにより、自分の幸せを求められるようになりました。

　一生懸命書きましたので、読者の皆様に少しでも楽しんでいただければ嬉しく思います。




　また表紙イラストを描いてくださったのは、木きノの下したきの先生です。

　美しさと初々しさを兼ね備えたアレクサンドラと、真面目一徹で精悍なグラントをこんなにも素敵に描いていただけて、私は幸せ者です。

　本当にありがとうございました。




　そして今回、あとがきを好きなだけ書いていいですよと編集さんに言っていただいたので、ＳＳを書かせてもらいました！

　隣国で生活する二人の話で、本編に入れたかったのですが、蛇足になりすぎるかなと断念したものです。

　花を愛でているサーシャを愛でている安定のグラントです。





　☆






　玄関のドアを開けると、芳しい花の香りがした。

（今朝、サーシャが生けていた花だな）

　玄関の踊り場にある花瓶に生けられたその薄桃色の花の名前を何というのだったか、グラントは思い出そうとした。

　この国に移り住んで久しく、生活は軌道に乗っていた。アレクサンドラとの暮らしは穏やかで、暖かく、グラントはかつてないほど幸せだった。これだけ幸せなのは両親が生きていた頃以来で、いや、愛しているアレクサンドラが常に側にいてくれる今が間違いなく一番幸福だと言い切れるだろう。そしてそんな『幸福』を掴み取ったグラントを両親は喜んでくれているのに違いない。

　かつて花屋で生き生きと働いていたアレクサンドラはやはり庭仕事が好きらしい。時間ができるとすぐにこの家の小さな裏庭に足を運び、土いじりをしている。そして丹精込めて育てた花を飾っては、グラントの目を楽しませてくれるのだ。

『花屋で働きたいか？　もしそうだったら働ける店を探したらいい』

　あまりにも楽しそうに庭仕事をしているから、ある日そう尋ねた。

　グラントはアレクサンドラから仕事を取り上げるつもりはなく、それよりも自分が仕事に出ている間に彼女が寂しさを感じていたら、と心配したのだ。

『心配してくれてありがとう。いつかまた働きたい日が来るかもしれないけれど、今はいいわ。私、家を整えるのが好きだって気づいたの』

　彼女は明るく笑いながらそう答えた。

　掃除をしたり、洗濯を干したり。貴族ではないので、家事のほとんどをアレクサンドラは一人でこなす。大変なら使用人を雇ってもいいとグラントが申し出ても、彼女は家事がとても楽しいから大丈夫だと首を横に振る。

　夕食をどうしよう、どんなお花を飾ろう、衣替えをしようかしら……。

　その全てにグラントが関わっているのが嬉しいのだという。

　今夜の夕食はグラントの好きなメニューにしよう、季節の花を飾ってグラントの目を楽しませたい、次の季節もグラントと過ごせて嬉しい……。

『そうやってグラントさんのことを考えている時間がとても幸せなの。あ、もちろん、外で働いた方が良ければそうするわ』

『サーシャ……』

　あまりにも健気で可愛くて、グラントはアレクサンドラを抱きしめてしばらく離すことができなかった。

　叔父には今でも複雑な思いを抱いているが、彼女と出会わせてくれたことだけは感謝している。もちろん叔父のことがなくても、アレクサンドラの花屋に自分は通いつめたかもしれないが。




　そこで、グラントは物思いから覚めた。

（そうだ、この花はアストランティアだったかな）

　本来は庭園で咲かせておく種類の花らしいが、アレクサンドラは間引きした花を捨てるのではなくこうして時々家に飾ってくれるのだ。

　アレクサンドラのお陰で花の知識が増えてきたが、グラントにとっては最初の出会いの日に彼女が差し出してくれたスズランがやはり一番大切な花であることには変わりはない。

「お帰りなさい」

　迎えに出てきてくれたアレクサンドラがグラントに笑いかける。

「ああ、ただいま」

　まさにあの日と同じその微笑みを見るだけで、グラントの心はゆっくりと綻ぶ。彼はアレクサンドラを抱き寄せると、ちゅっと口づけを落とした。彼女からはアストランティアの香りがした。

「どうして俺の奥さんはこんなに可愛いんだ」

　心の声が漏れてしまうと、アレクサンドラの耳が真っ赤になってしまった。

「もう、またそんなことを言って」

「事実だからしょうがない」

　しれっとそんなことを言ったグラントは、再び愛する妻の唇を求めた。

「グラントさん、ったら」

　微かに上がった息と薄紅色に染まった彼女の頬が、グラントの独占欲を刺激する。

（この顔を知っているのは、俺だけ……）

「またグラントさんって言っているな」

　瑞々しい妻の唇にかじりつきながら、注意してやる。

「ごめんなさい、だって、キスが……」

　うっとりと蕩けるようなアレクサンドラの瞳が美しい。

「朝までに三回グラントって言わせてみせるからな」

　どんどん濃厚になる口づけに酔いしれながらグラントはそう呟いた。





　☆






　グラント目線のＳＳでした！

　彼らは時々アレクサンドラの両親のいるベッケル公爵の領地へと訪ねていく他は、隣国で幸せに暮らしていくでしょう。




　さて最後になりましたが、最初から最後まで細やかに見てくださった編集さん、ラブルージュ編集部さん、また本を配信するのに携わってくださった全ての方々にお礼を申し上げます。

　そして、いつも読んでくださっている読者の方々には最大限の感謝を申し上げたく思います。皆様の応援のおかげで、私は今日も小説を書き続けていられます。本当にありがとうございます。

　皆様がアレクサンドラとグラントの話を少しでも楽しんでくださることを願っています。
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●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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